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序　　　　　文

郡家町は、鳥取県の東部、鳥取市の南側に位置しています。兵庫県との県境に位置する

扇ノ山の懐に抱かれた人口約10，200人の町です。本町は、古来より原始・古代遺跡も多く、

歴史豊かな風土と自然に恵まれた環境にあります。このような環境を維持し子孫に伝えて

いくことが、時代を担う青少年の育成にとっても重要なことであります。郡家町教育委員

会といたしましても、このような緑豊かな自然と文化財の重要性を充分に認識し、その保

護・保存に努力しているところであります。しかしながら、近年の各種開発関連事業の増

加に伴い生活環境も大きく変貌しつつあります。埋蔵文化財は、貴重な歴史の証人として、

様々な情報を提供してくれるばかりでなく、いろいろな生活の知恵をも現代人に与えてく

れるものがあります。今日、開発と文化財の共存は、地域文化の発展にとって年をおって

重要な課題ともなっています。このような認識にもとずき、関係各機関との協議を重ね、

また地元町民のご理解をいただきながら、地域の発展と文化財の共存を図るよう文化財保

護行政を推し進めているところであります。

ここに報告する山ノ上通山遺跡の発掘調査は、町営工場団地造成事業に伴い実施したも

のですが、関係各機関と協議・調整を図った結果、記録保存と言う形で残すことになった

ものです－。調査の記録としては、必ずしも満足すべきものではありませんが、郡家町ひい

ては鳥取県の古代史を解明するうえでも重要な資料を得ることが出来ました。本書が、町

民・関係者各位ならびに古代史研究者に活用され、文化財保護意識の高揚に役立てていた

だければ幸いです。

発掘調査に際しましては、事業者ならびに関係各機関のご協力とご理解とご協力をいた

だきました。最後になりましたが、心より感謝申し上げる次第であります。

平成9年3月

郡家町教育委員会

教育長　北　村　一　利
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1．本書は、平成3年度（1991）～平成7年度（1995）に郡家町教育委員会が、町営工場

団地造成事業に伴い実施した山ノ上通山遺跡の発掘調査報告書である。

2．山ノ上通山遺跡は、鳥取県八頭郡郡家町大字口山ノ上字通山に所在する。

3．調査は、平成3年度に試掘調査を行ない、その結果をもとに平成3年度より平成7年

度まで5ケ年間にわたり現地調査を実施した。平成7～8年度は整理作業を行ない、平

成9年3月31日に報告書を刊行し全作業を終了した。

4．本書で使用した方位の内第1・2図は真北を示し、他の遺構図は全て磁北である。ま

た、図中の標高は、東京湾平均潮位を基準としている。

5．遺構図中の遺物に付した番号は、遺物実測図の遺物番号に対応する。また、写真図版

中の番号も同様である。

6．遣物実測図のスケールは、須恵器・土師器は1／4、石製晶・鉄製品は1／2、玉製

品は1／1である。また、遺物観察表の法量の単位はcm表示である。

7．出土した石材の材質鑑定については、鳥取大学教育学部地学教室の赤木三郎教授の御

教示を得た。また、熱残留磁気測定に関し、島根大学総合理学部の伊藤晴明・時枝克安

教授にサンプリング・測定の労を煩わし、測定結果の玉稿を戴いた。

8．本書の執筆・編集は、中野　知照がこれにあたった。従って、文責は全て中野にある。

9．調査にあたり、下記の機関及び諸氏に御指導・御教示ならびに御協力を得た。ここに

記して深謝の意を表す。

鳥取県埋蔵文化財センター、郡家町総務課、岡森組、株式会社ウエスコ、赤木　三郎、

穴津　義功、伊藤　晴明、植野　浩三、神谷　伊鈴、亀田　修一、久保　穣二朗、

杉谷　美恵子、武末　純一、田中　清美、時枝　克安、杉谷　美恵子、中野　知亮、

中原　斉、新納　泉、西尾　克巳、西浦　日出夫、深澤　芳樹、道谷　富士夫、

八峠　興、山桝　雅美、若林　久雄
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第1章　序　　説

第1節　はじめに

山ノ上通山遺跡が位置する郡家町北部の私都川中流域から下流域は、肥沃な水田地帯が

広がっている。この私都川に画した丘陵地には、多くの先人の残した遺跡が点在している

が、近年各種開発事業によって僅かづつその姿を変えつつある。

山ノ上通山遺跡の所在する山ノ上地区に於いても、1985年に町営による工場団地造成の

計画が持ちあがった。1986年、第1期工事として丘陵斜面の据削がなされて工場誘致が行

なわれた。第2期工事以降は、その対象が丘陵部に及ぶため、郡家町教育委員会では現地

踏査を実施するとともに、関係各機関と協議を行なうこととなった。現地踏査によって、

当該地内において古墳及び古墳の存在を予測させる平坦部などを認めるに至った。

関係各機関との協議の結果、先ず当該地内における遺跡の性格や所在を確認するため、

試掘調査を実施することとした。この試掘調査によって得られた成果をもとに、再度関係

第1図　山ノ上通山遺跡、工事予定地全体図（網目内）

－1－



各機関と協議を重ねた結果、丘陵部においては9基の古墳、丘陵裾部では掘立柱建物跡群

の発掘調査を実施することとなった。発掘調査は、郡家町教育委員会が調査主体となり、

郡家町役場総務課の委託を受けて実施した。

調査は、工事施工が急がれる山ノ上27号墳については平成3年度に実施した。現地調査

は11月1日より開始し、12月26日に終了した。他の調査区では、平成4年度に丘陵裾部に

位置するJ・K地区、丘陵部の古墳については平成5年度に発掘調査を実施した。また、

平成5年度の古墳の調査中、丘陵斜面において須恵器窯の存在が知られることとなった。

この為、随時トレンチ調査を行なったところ4基の窯跡を確認するに至った。このことに

より、関係各機関と協議した結果、窯跡の調査は平成6年度に実施することとなった。従

って調査は、平成4年4月1日より平成7年3月末日までを現地調査を行ない、平成7年

度は整理作業を行なった。報告書作成は平成8年度に行なった。

第2節　山ノ上通山遺跡の位置と歴史地理的環境

位置と環境

山ノ上通山遺跡は、J R郡家駅より北東約5kmに位置し、鳥取県八頭郡郡家町大字口山

ノ上字通山に所在する。

郡家町は、鳥取県東部を南北に流下する最大河川の千代川流域に位置し、町内を千代川

に流入する八東川と私都川が西流する。北側は鳥取市と国府町に接し、西側は河原町、南

側は船岡町と八東町が隣接する。東側には、私都川がその源を発する扇ノ山が位置して県

境をなし、兵庫県美方郡美方町が接している。私都川は、扇ノ山に源を発し、一旦南西に

下った後、麻生付近で北西に向きを変える。その後、大坪付近で再び南西に流れを変え、

霊石山南麓で八東川に合流したのち、千代川に達する。私都川の中流域から下流域にかけ

て谷平野を形成しているが、山ノ上道山遺跡の南に位置する大坪付近より比較的広い平野

が開けている。

山ノ上通山遺跡は、この谷平野が開けてくる地点の北側に展開する丘陵部に位置する。

山ノ上通山遺跡は、町界境を東西に延びる丘陵の主稜線より南に分岐し、南側あるいは東

側に展開する丘陵上や丘陵斜面・丘陵裾部に古代人の生活の痕跡が営まれている。遺跡の

立地する丘陵の東側には、本町より国府町岡益方面へ通じる県道麻生谷線が通っている。

また、西側には往古の幹道「京道」が、上峰寺地区より国府町の笑い道（現広西）を経て

因幡国府へ通じていた。

歴史的環境

私都川周辺は、水田として利用される農村地帯であるが、近年の各種開発工事等によっ

て大きく変貌しつつある。またこれらに伴う事前調査によって貴重な遺跡が発見・発掘さ
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れ、八頭郡内でも遺跡の密度の高い地域となっている。

私都川周辺の谷平野縁辺部に、古代人が生活の場を求めた初源は縄文時代に遡る。同時

代の遺跡としては、私都川の最下流部と八東川に挟まれた河岸段丘上に立地する万代寺遺

跡が在る。また、同遺跡の東方約3kmの八東川右岸に西御門遺跡が見られる。これらの遺

跡では、石斧や深鉢形土器が出土しており、その年代を縄文時代後期に求められている。

弥生時代においては、私都川左岸の中流域から下流域にかけての段丘上に山田遺跡や、

弥生時代中期に比定される「六区画袈裟樺文銅鐸」を出土した下坂遺跡が見られる。弥生

時代の墳墓としては、この下坂遺跡の西方約0．6kmの丘陵突端部に弥生時代後期後半の木棺

墓群が営まれた下坂墳墓群が所在する。また、私都川下流域に位置する万代寺遺跡に於い

ても木棺墓群が確認されている。これらの弥生時代の遺跡は、私都川によって形成された

段丘上に展開しており、私都川周辺の肥沃な沖積低地に営んだ水田耕作を、生産基盤とし

た農耕集落の存在が窺われる。

古墳時代以降、私都川流域を中心として遺跡の数は増加するが、下坂墳墓群に代表され

る弥生時代後期の墓制に続く古墳時代前期の古墳は確認されておらず、山田遺跡で土器の

散布が知られるのみである。古墳時代中期になると、私都川下流域右岸の丘陵突端部にお

いて、埴輪を囲擁させた径約20m、高さ約3．6mの御連山古墳が出現する。出土した埴輪は、

家形・人物・動物などの形象埴輪と、底部調整を施していない円筒埴輪が見られる。これ

により、同墳は5世紀末から6世紀初頭にかけて、私都川下流域においての盟主墳といえ

よう。また、私都川下流域のなかでやや上流側に位置する（通称、私都谷の入り口部分）

稲荷古墳群に於いては、出土古墳は不明だが「四神四獣鏡」の倭鏡が出土している。倭鏡

は4世紀後半代の特徴をもつが、古墳群の年代は5世紀末から6世紀初頭が考えられてお

り、この時期の有力な氏族集団の存在が、稲荷古墳群周辺にも想定される。

古墳時代後期に入ると、遺跡の数は飛躍的に増加し、私都川・八東川流域に25カ所の古

墳群が認められ、古墳の総数約500基がしられる。古墳の分布状況は、私都川下流域両岸の

丘陵上、特に右岸の霊石山山麓と私都谷入口部分の低丘陵上に集中して見られる。霊石山

山麓の米岡・池田・福本・門尾地区に所在する古墳は約210基を数え、町内の古墳総数の41

パーセントを占める。また、八東川に画した万代寺・久能寺・西御門・市谷・大門地区で

は1～27基の小群を形成している。これらの古墳はほとんどが円墳である。町内で確認さ

れている前方後円墳は小型で、郡家3号墳（全長37．5m）・宮谷1号墳（同32m）・山路1

号墳（同27m）・山路3号墳（同20m）・大坪4号墳（同24m）の5基が確認されている。

このうち、郡家3号墳と宮谷1号境は、御建山古墳に続く時期の私都川下流域における盟

主墳であったと考えられる。

古墳時代後期の古墳の埋葬施設として、横穴式石室があげられる。町内における横穴式

－　4　－



石室は、鳥取県東部の特に千代川以東に通有な、玄室の中央部を一段高く架構する「中高

式天井」の構造をもつ古墳が多く見られる。一部に天井の平坦な畿内系横穴式石室も見受

けられるもののその数は少ない。また霊石山山麓では、線刻壁画をもつ古墳が見られる。

線刻壁画は、石室の側壁や奥壁などに装飾が施されるもので、米岡1号墳では人物・綾杉

文・木葉文が見られる。福本4号墳では鳥・弓・綾杉文が描かれている。

近年発掘調査がなされた福本70号墳では、金銅製馬具・金銅製双龍環頭柄頭や青銅製の

匙が出土している。福本70号墳は、通称「空山」の南側の山裾に立地するが、北側山麓の

鳥取市古郡家でも双龍環頭柄頭の出土が知られている。その他に、この空山を中心として

郡家町で2点、鳥取市側でも2点が知られており、この地域に於ける古墳時代終末期の古

墳文化の特異性が指摘されよう。また同墳では、青銅製の匙が出土しているが、この匙は

現在のところ韓国の武寧王陵出土のものが知られるのみで、国内では初見であり、この地

に於ける大陸文化との交流をも裏付ける事実といえよう。

私都川中流域（私都谷）に展開する古墳群は、下流側より稲荷・下坂・山田・花原・山

路・大坪・下峰寺・上峰寺・口山ノ上・奥山ノ上・篠波・延命寺の各古墳群の分布が見ら

れる。各古墳群は、2～54基で形成される。この中でも大坪・山路・山田古墳群は30～54

基の古墳が密集している。これら3古墳群と、私都川を挟んで北側に位置する口山ノ上・

奥山ノ上・上峰寺・下峰寺古墳群でも56基余の古墳が点在している。この両地域は、私都

川が南西に流れを変え、谷平野が急に開けてくる要所にあたる。霊石山山麓に位置する古

墳群の規模には及ばないが、大坪地区を中心とした地域は私都川中流域に於ける中心地で

あったといえよう。

古墳時代終末期より奈良時代に入っても依然として古墳の造営は続くが、その中でも有

力な氏族集団が建立したと思われる土師百井廃寺がその存在を知られてくる。土師百井廃

寺は、白鳳時代後期の法起寺式の伽藍配置を取っていたことが発掘調査によって明らかに

なっている。また、この時期、私都川中・下流域に画した丘陵裾部から斜面にかけて須恵

器窯が築かれてくる。窯跡は、奥谷・下坂・山田・花原・山路・山ノ上・篠波・福地地区

に1～30余基の須恵器窯が所在し、これら全てを総称して私都古窯跡群と呼ばれている。

土師百井廃寺で使用された瓦や鵡尾と同一形態のものが奥谷窯跡の出土品の中に見られる。

この私都古窯跡群の操業時期は、出土遺物の年代観より6世紀代から12世紀初頭まで続く

が、その盛期は8～9世紀である。

奈良時代に入ると、私都川最下流部と八東川に挟まれた段丘上において、八上郡衛跡に

想定される掘立柱建物跡群が検出された万代寺遺跡遺跡が見られる。建物跡群は東西に分

かれる。東側のそれは一辺約99×97．5mを測る溝によって区画され、柵列に囲まれた中に

庇付きの正殿と、その両側に脇殿を配置している。西側の建物跡群は、溝によって区画さ
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れたと思われるが、西限が不明であり掘立柱建物跡群を検出しているもののその性格等に

ついては不明である。同郡衛跡より出土した須恵器杯蓋・壷や円面硯等と同一形態のもの

が、花原窯跡群の出土品の中に見られることから供給元が知られた。また、隣接する国府

町に所在する因幡国府や国分寺・国分尼寺等の出土品の中にも、私都古窯跡群で生産され

た須恵器と同一形態のものが見られる。

今回、調査がなされた山ノ上通山遺跡で確認された掘立柱建物跡群は、建物の規模やそ

の規格性などから一般集落とは考えられない。むしろ、同遺跡内で確認された窯跡や私都

古窯跡群から生産された製品の集荷・搬出などを管掌する官衛的な性格をもつものと考え

られる。

第2章　調査の概要

第1節　調査の方針と調査区の設定

本調査に先行して実施した試掘調査において、丘陵部の5地区（B・D・E・F・H地

区）において8基の古墳が確認された。丘陵裾部のJ・K地区においては掘立柱建物跡の

存在を示すピット群の検出を見た。このうち、F地区の山ノ上31号墳は造成工事予定地の

範囲外に位置するため、調査の対象外とした。この試掘調査の結果は以下の通りである。

A地区…遺構は検出されなかった。

B地区…木棺墓を埋葬主体とする古墳を確認した。

C地区…遺構は検出されなかった。

D地区…広い尾根上に3～4基の古墳の存在を確認した。

E地区…尾根先端部の2ヶ所の平坦部において古墳の存在を確認した。

F地区…尾根上に古墳状の高まりを確認した。

G地区…遺構は検出されなかった。

H地区…北東に延びる尾根上に古墳の存在を確認した。

I地区…丘陵頂部に、住居跡が存在すると思われるが遺構は確認されなかった。

J地区…掘立柱建物跡に伴うピット群を確認した。

K地区…掘立柱建物跡に伴うピット群を確認した。

以上の試掘調査の成果を元に、工場団地造成工事によって破壊される丘陵部（B・D・

E・F・H地区）と丘陵裾部（J・K地区）が調査の対象となった。調査を開始するにあ

たり、以下の調査方針を考え実施することとした。
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く古墳の調査〉

1個々の古墳の調査にあたっては、古墳築造に関する全面積を対象とする。

ii　古墳築造に伴う地山整形は全面にわたって調査し、墳丘盛土は全て除去、もしくは

断割りによる断面観察を行なう。

iii　古墳築造に伴う各種の遺構の存在を考慮し、最大限広範囲を調査する。

く丘陵裾部の調査〉

1当該調査区の平坦部は、最大限広範囲を対象とする。

ii　畑地の耕作・造成が行なわれているため、遺構の前後関係の判定が困難であること

を考慮し、ピット埋土の色別による建物跡の確定が必要である。

等であった。また、D・E・F・H・J・K地区においては、国土座標を基準とした調

査グリッドの設定を行った。B地区は、造成工事施行が急がれたために行いえていない。

D地区では、丘陵の尾根上全面に5m方眼のグリッドを設定し、E・F・H地区において

は尾根の軸線とそれに直行する方向杭を、可能なかぎり5m単位で杭打ちを行なった。J・

K地区では、谷部あるいは山裾部にあるため、山裾ラインを基準として5m方眼のグリッ

ドを平坦面のほぼ全面に設定した。

古墳の調査では、盛土の遺存していたのは15・16・28・30号墳のみであったが、各古墳

の立地と排出する土量の関係上盛土除去は行なわず、断面観察のみとした。

また、JK地区においても排土処理の為、平坦面の全面調査は行なえなかった。

第2節　古墳の名称

山ノ上通山遺跡内に所在する古墳は、山ノ上古墳群に所属している。山ノ上古墳群は、

従来一般県道麻生国府線を挟んで東西の丘陵に所在する古墳を合わせて、一つの古墳群と

して扱ってきた。しかしながら、東西の丘陵における古墳の有り様はそれぞれに特徴があ

るように思われる。従って、本来ならば別の古墳群の単位として取り扱うべきであるが、

今後の混乱をさけるため、今回の調査では便宜的に山ノ上古墳群（西群）とした。

古墳群は、町境を西に延びる丘陵より開析されて分枝した低丘陵の尾根から山裾にかけ

て分布している。その在り方は、1ヶ所に集中することなく、2～4基がひとまとまりと

なって尾根上と山裾部に散在していた。このため2～4基が所在する小尾根を古墳群形成

の小単位と考えた。また未発見の古墳の出現があっても混乱がないように、それぞれ北よ

りI支群～IV支群の呼称を与えた。調査が進行する過程で、新たに4基の古墳を確認した

ため、古墳番号に統一性が見られない結果となってしまった。支群構成は、以下の通りで

ある。
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I支群…B地区（山ノ上27号墳）

II支群…D地区（山ノ上15・16・17・18・25・32号墳）

E地区（山ノ上28・29号墳）

F地区（山ノ上30・31号墳）

III支群・・・G・H地区（山ノ上19・20・21・22・23・24・26号墳）

IV支群…K地区（山ノ上33・34号墳）

第3節　調査の概要

調査は、平成3年度より平成6年度までの4ケ年間にわたって実施した。調査した古墳

は12基、掘立柱建物跡10棟、窯状遺構（炭窯）5基、須恵器窯2基であった。以下に、調

査の成果を調査年度ごとに概略を述べることとする。

く平成3年度〉

27号墳　　木棺墓を中心主体とする円墳である。土坑より土師器賓の出土を見た。

く平成4年度〉

」地区　　H地区とI地区に挟まれた谷部に位置する。掘立柱建物跡9棟、柵列7基、

溝状遺構9基を検出し、丘陵斜面下端部で登り窯状遺構（炭窯）1基を確認

した。出土遺物は、須恵器・土師器・石製晶・鉄斧等が見られた。

K地区　I地区の南側山裾部に位置する。畑地及び造成による撹乱・削平を受けてい

るため、遺構の残存状態は良好ではなかったが、掘立柱建物跡1棟以上、棟

列、古墳周溝などを検出した。また、平坦面より丘陵斜面へ移行する山裾部

において、横口をもつ窯状遺構（炭窯）2基を検出した。出土遺物は須恵器・

土師器・石製晶等が見られた。

く平成5年度〉

15号墳　　木棺墓を中心主体とする円墳で、墓場上面に供献土器が見られた。木棺墓内

からは鉄刀1のみ出土した。周溝内より土師器賓・須恵器魅の出土を見た。

墳丘盛土中及び旧表土中において、黒曜石・チャートの細片等とともにサヌ

カイト製の石鉄が確認された。

16号墳　　木棺墓を中心主体とする円墳である。第1主体の棺底より約200個のガラス小

玉を検出した。周溝内より土師器椀・須恵器施口緑部片の出土を見た。

25号墳　　墳丘の大半を削り取られた円墳である。周溝のみの検出で、周溝底部より土

師器賓片の出土を見た。また、周溝の東側より北側にのびる道状遺構を確認

した。
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32号墳　　D地区の北端部に位置する円墳である。墳丘の上半は削平を受けており、埋

葬施設は確認できなかった。しかしながら、周溝内には良好な状態で遺物が

遺存していた。即ち、須恵器杯身・杯蓋・壷等と共に樽型魅が破砕された状

態で出土した。

28号墳　　E地区の尾根上に位置する円墳で、箱式石棺を埋葬主体とする。東側の墳裾

部で須恵器窯を破壊して墳丘を構築していた。

29号墳　　28号墳の南側に位置する。墳形は不明で、半円形状のテラスを設けている。

テラス部の中央やや西寄りに集石遺構が見られたが、下部構造は石列が検出

されたのみで、埋葬施設は確認できなかった。

30号墳　　F地区の尾根上に位置する。墳丘盛土はその大半が流失しており、埋葬施設

の確認には至っていない。墳丘盛土中より須恵器片の出土を見た。墳形は円

墳と思われる。

24号墳　　H地区の尾根突端部に位置する円形墳である。木棺墓を中心主体とする。

26号墳　　H地区の尾根の基部に位置する。古墳の大半が調査区域外にあり、墳形は不

明である。基部より北側に張り出し部分において、木棺墓を検出した。

く平成6年度〉

4号窯　　L地区に所在し、山ノ上28号墳の東側墳裾部に位置する。全長約12m、窯体

最大幅約1．5mを測る地下式登り窯である。28号墳造営に際し破壊を受けてお

り、窯体のほぼ中央部の埋土中に埋葬施設が作られていた。埋葬施設内から

は、須恵器杯蓋・高杯・壷・把手付碗・耳環などの供献遺物が見られ、棺底

は木炭の細片が敷き詰められていた。窯体内及び灰原より出土した遺物は、

須恵器杯身・杯蓋・高杯・大型賓・提瓶・横瓶などが見られた。また、窯体

の特徴として、窯尻より連続する送風溝が右側に作られていた。

5号窯　　M地区に所在する全長約8mの比較的小型の半地下式の磐窯である。4号窯

と同様に、窯体の右側に送風溝を有していたと思われる。窯体内に遺存して

いた遺物は少なく、また灰原の規模も比較的小さい為・操業回数としても1

～2回程度と思われる。出土した遺物は、4号窯と様相を異にし須恵器杯身・

杯蓋・壷蓋・捏瓶・高杯・横瓶・大型高杯・大型杯蓋・大型肇などが見られ

器種の多様性が見られた。

6号窯　　L地区に所在し、4号窯の東側に隣接して位置する。所謂「八ツ目窯」と呼

ばれる窯状遺構（炭窯）で、窯体は地下式である。窯体の一部は樹根によっ

て破壊を受けているが、ほぼ完存していた。焚口部及び作業面に堆積した炭・

灰は少ない。6号窯が廃絶し埋没した段階で、4号窯の排水溝が作られてい
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た。

7号窯　M地区に所在し、5号窯の南東の山裾部に位置する。窯体は地下式で、丘陵

斜面に斜行して築かれていた。試掘調査の段階で窯体の一部を破壊したが、

ほぼ完存していた。窯体の横口の一部に、閉塞状態で石材・焼土等の充填が

見られたため、規模の縮小や操業時期の異なることも考えられる。

第3章　調査の記録

第1節　平成2年度の調査

平成2年度は、山ノ上古墳群（西群）の最も北側に位置する山ノ上27号墳の調査を行な

った。町境を東西に延びる丘陵より、南に分枝した稜線から東側に突出した尾根の先端部

に、山ノ上27号墳は位置する。

1．山ノ上27号墳（第4～10図、図版2～4）

1）　位置と現状

本墳は、丘陵尾根上の先端部に立地し、標高117m付近で若干の平坦面が認められたため

古墳の存在が予測された。墳丘の東側基底部で標高116mを測る。′墳丘の西側では、尾根の

軸線に直交して馬蹄形をなす周溝が掘り込まれていた。

2）　墳　丘
墳丘は、尾根軸線に直交して設けられた溝と、それに連続した浅い周溝によって区画さ

れている。この浅い溝は、墳丘の北側にのみ見られ、南側では検出されなかった。墳丘に

は、若干の盛土が施されたものと思われるが、現状を観察するかぎりその大半は既に流失

していた。このことは、墳丘築成が、若干の盛土と地山整形によることを示唆するものと

考えられる。

周溝は、墳丘の西側と北側の一部に見られた。西側に見られる周溝は、丘陵の尾根を断

ち切るように直交して馬蹄形状の堀割りをなす。尾根軸線上の最大幅で約2．0mを測る。周

溝底部の幅は約0．2～0．25mである。墳丘の北側には、西側の馬蹄形状の周溝から連続する

浅い溝が残存していた。この浅い溝の北側の周溝肩部は、丘陵の斜面部にあることで検出

されなかったものと思われる。この溝は約0．35～0．4mの幅で墳丘を巡っており、墳丘基底

部をなすと考えられる。

墳丘の裾線は、南側では墳丘斜面が流失しているために不明だが、北側および東側に残

る浅い溝が墳丘基底部とみてよい。これにより、墳丘の中心部より西側の周溝まで約4．4m、
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北側の墳丘基底部まで約3．9mを測ることから、山ノ上27号墳は径8～9mの円墳であるこ

とが判明した。

3）　埋葬施設

本墳の埋葬施設は、墳丘中央部に地山面に掘り込まれて作られた木棺墓である。木棺墓

は、墳丘中央とその東隣の2基が検出された。この2基の木棺墓は、地山面を掘り込んで

二段掘りの隅丸長方形の墓場を作り、その中心部に木棺を埋置していた。

第1主体　墳丘中央に位置する埋葬施設で、主軸はN－200　－Eを測る。墓場掘り方は、

長辺2．5m、短辺1．3m、深さ0．4mを測る土坑の中央に、内法長2．2m、幅0．56mの箱形木

棺を埋置したものと思われる。土坑内には、西側の長側辺に幅約0．35m、東側に於いても

幅約0．1mのテラスが設けられている。このテラスは、南北の小口側の一部にも認められる。

棺底は、長辺1．95m、幅0．47mを測り、東側には長側板を安定化させるための溝が一部に

残存していた。

第2主体　第1主体の東側に位置する埋葬施設で、主軸はN－200　－Eを測る。墓場掘

り方はやや不整な隅丸長方形をなし、長辺2．4m、短辺1．45m、深さ0．57mを測る。土坑内

のやや西側に内法長1．93m、幅約0．65mを測る箱形木棺を埋置したものと思われる。土坑

の北側には、墓場底に「U」字形の掘り込みが見られた。この掘り込みは、木棺の小口板

に細長い板を組合せて「U」字形に設置したことが考えられる。

土　坑　第1主体の西側に位置する。長径0．68m、短径0．5m、深さ0．25mを測るやや楕

円形の土坑で、土師器壷の体部が半載された状態で遺存していた。この土坑の性格として

は埋葬施設とは考えにくく、ここでは一応土器埋納坑としておきたい。

4）　出土遺物

本墳で出土した遺物は、土器埋納坑より土師器壷の1点のみが見られた。壷（1）は、

口緑部と体部下半を欠く。胴部最大径24．5cm、残存高9．9cmを測る。球形の体部をなし、丸

みを帯びた肩部より外反気味の口緑部へ続く。体部内面は、半時計回りでへラケズリを行

ない、外面は不整方向のパケメを施す。肩部上半より頸部にかけてはヨコナデを施す。胎

土は、砂粒を多く含み、焼成は甘い。体部外面は淡赤褐色、内面は赤樫色を呈する。　こ

の壷は、その特徴からみて鳥取市「岩吉遺跡」土器編年に見るⅥI期古段階～VIu期新段階と

併行関係にあると考えられ、布留出現併行時期よりやや後出するものである。概ね、古墳

時代中期前半より中頃の所産と考えられる。
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第2節　平成3年度の調査
ヽ

平成3年度は、丘陵裾部に位置するJ地区、K地区の調査を行なった。両地区とも、試

掘調査において掘立柱建物跡の柱穴と思われるピット列が検出されていた。J・K地区は、

その立地と調査区が制限されていたため一部で未調査部分が生じている。

1．J地区（第11～31図、第1～12表、図版5・6・8・51・52）

1）位置と現状
J地区は、H地区とI地区とに挟まれた丘陵裾部の小さな谷部分に位置する。この谷部

分は、北東方向に開析している。調査前は畑地として耕作されており、調査地全体に三段

の畑地が展開していた。調査の結果、畑地の崖部分は客土に依るものであることが判明し

た。この客土部分は、丘陵の山裾部分を削り取り構築したものであった。従って、遺構面

への影響は余り無いものと思われた。

2）検出した遺構
調査の結果、掘立柱建物跡9棟、柵列7基、溝状遺構10基、窯状遺構（炭窯）1基、焼

土坑及び多数の柱穴状ピットを検出した。掘立柱建物跡及び柵列・溝状遺構は、調査区中

央部と東側の斜面下位に集中して見られ、これらに伴うものと考えられる多数の柱穴状ピ

ットが検出された。溝状遺構は、掘立柱建物跡と共有関係にあると考えられ、建物跡に平

行して確認された。調査区中央部分で見られた溝状遺構は、地山を混入させた盛土・整地

層で被覆され、その後さらに掘立柱建物が作られていた。また溝状遺構の埋土は、その堆

積状況に先後関係が見られないことから、それぞれ余り時を隔てることなく作り替えられ

たものと思われる。

J地区で検出した各遺構は、その長軸方位を概ねN－17．50　～230　－Wの範囲に納まる

ように作られていることが確認された。また、調査区の東側において焼土・炭片を含んだ

焼土坑も確認され、これに先行する溝状遺構の存在も知られた。この焼土坑より須恵器高

杯・杯身等が出土し、おおむね須恵器編年第II型式第4段階の特徴を有している。調査区

中央部の南端部分では、全長約4mを測る横口をもたない窯状遺構が確認された。この窯

跡は、所謂「炭窯」と呼ばれているもので熱残留磁気年代としてA．D640年±15年の測定

結果が知られた。調査区中央部では、溝状遺構を被覆している盛土中及び盛土に先行する

柱穴状ピットの一部から、陶邑編年第IV型式第1段階の特徴を有する須恵器壷の出土を見

た。以下、検出した各遺構について述べることとする。
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［柵列状遺構］

S A－01（第13図、図版5）

位　置　調査区東側に位置し、SB－03の西側の桁行に沿うように並ぶ。SB－03に

付属する柵列の可能性がある。

形　態　SB－03とほぼ主軸が同じでN－160　－Wをとる。各柱穴間距離は、Plより

2．13・2．1・2．12・1．85・2．25・2．3・2．3・2．25mで全長は約17．2mを測る。

柱　穴　各柱穴の規模は、Pl（50×45×33）・P2（53×52×30）・P3（48×47×25）・

P4（65×60×13）・P5（45×57×20）・P6（70不65×35）・P7（60×65×40）・

P8（70×57×15）・P9（65×60×40）cmを測る。

土　層　Pl・2は褐灰色粘質土、P3～6は灰褐色粘質土、P7～9は暗褐色粘質土を

埋土とする。

遺　物　須恵器高台付杯、つまみ付杯蓋、布目土器（製塩土器）の出土を見た。

時　期　出土した遺物の特徴からみて8世紀代と推定される。

S A－02（第13図、図版5）

位　置　調査区中央部の北側に位置し、SA－04の東側に隣接する。

形　態　主軸はN－160　－Wをとる。各柱穴間距離は、Plより1．9・1．42・1．68mで全長

は約5mを測る。

柱　穴　各柱穴の規模は、Pl（65×56×18）・P2（44×40×10）・P3（42×40×30）・

P4（52×50×24）cmを測る。

土　層　暗褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　検出しなかった。

時　期　SB－08と併行する時期が考えられる。

SA－03（第13図、図版5）

位　置　調査区中央部の南側に位置する。SD－01の東側に平行して作られている。

形　態　主軸はN－160　－Wをとる。各柱穴間距離は、Plより2．22・2．2・2．2・1．94・

1．9mで全長は約10．5mを測る。

柱　穴　各柱穴の規模は、Pl（80×90×73）・P2（134×64×45）・P3（70×70×30）・

P4（72×70×45）・P5（48×65×67）・P6（47×50×38）cmを測る。

土　層　灰褐色粘質土を主体とした埋土であった。

遺　物　P3より回転糸切り底の須恵器杯身が出土している。

時　期　SA－01と併行する時期と思われる。

S A－04（第13図、図版5）

位　置　調査区中央部の北側、SB－07の東側に隣接して位置する。SD－04とは一
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体のものと思われる。

形　態　主軸はN－140　－Wをとる。各柱穴間距離は、Plより2．08・1．94mで全長約4

mを測る。

柱　穴　各柱穴の規模は、Pl（45×45×26）・P2（60×50×54）・P3（90×62×36）

cmを測る。

土　層　暗褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　検出されなかった。

時　期　SB－07と併行する時期が考えられる。

S A－05（第13図、図版5）

位　置　調査区中央部のやや北側に位置し、SA－04の東側に隣接する。

形　態　主軸はN－100　－Wをとる。柱穴列の北端より東側に折れ曲がる。各柱穴間距離
′一一プ′‾

は∴P／土より1．34・1．65・1．6・1．62・1．85mを測り、全長は約6．25mである。

柱　穴　各柱穴の規模は、Pl（18×18×18）・P2（40×35×25）・P3（58×60×41）・

P4（48×52×45）・P5（52×52×41）・P6（50×50×38）cmを測る。

土　層　暗褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　検出されなかった。

時　期　不明。

S A－06（第13図、図版5）

位　置　調査区中央部に位置する。SD－01の西側に隣接する。

形　態　主軸はN－130　－Wをとる。各柱穴間距離は、Plより1．84・1．8・1．64・1．67m

を測り、全長は約6．9mである。

柱　穴　各柱穴の規模は、Pl（38×40×21）・P2（48×63×23）・P3（45×39×25）・

P4（45×47×29）・P5（44×41×47）cmを測る。

土　層　灰褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　P3より須恵器高台付杯を出土している。

時　期　SB－05と併行する時期が考えられる。

S A－07（第13図、図版5）

位　置　調査区中央部に位置し、SD－05の西側に隣接する。

形　態　主軸はN－180　－Wをとる。各柱穴間距離は、Plより1．57・2．48・1．75mを測

り、全長は約5．8mである。

柱　穴　各柱穴の規模は、Pl（58×56×39）・P2（48×50×30）・P3（45×45×48）・

P4（59×55×43）cmを測る。

土　層　灰褐色粘質土を埋土とする。
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遺　物　特に遺物の検出はなかった。

時　期　SD－05と併行する時期と思われる。

［掘立柱建物跡］

SB－01（第14図、図版5）　、

位　置　調査区東端の南側に位置する。SD－10の東側にSB－02と対をなして建て
＼

られていた。谷部の出口部分にあたり、比較的平坦地に立地する。

形　態　梁行3間（4．26m）、桁行3間（5．94m）、しの建物である。各柱穴間距離は、Plよ

り1．4・1．35・1．5・1．9・2．1・1．44・1．53・1．35・1．38・1．93・2．16・1．85mを

測る。床面積25．2m？。主軸方位は、N－140　－Wである。

柱　穴　柱穴は10個で、PlOは調査区外に当たる。各柱穴の規模は、Pl（80×68×34）・

P2（50×50×32）・P3（60×56×40）・P4（82×74×45）・P5（70×60×65）・

P6（80×66×72）・P7（78×60×70）・P8（80×70×30）・P9（52×40×20）・

Pll（53×46×30）・P12（52×52×25）cmである。これら柱穴のうち、Pl・P

5・P6・P7・Pllは二段掘りに掘られておりPlの規模によって柱の直径が

窺い知られる。即ち、二段目の柱穴の規模16～18cmが柱の直径だと思われる。各

柱穴間も比較的揃っており、規格性のある建物である。

土　層　灰褐色粘質土を柱穴の埋土としている。

遺　物　P6より、立上りを有する須恵器杯身の出土を見た。

時　期　遺物より7世紀初頭のものと思われる。

S B－02（第15図、図版5）

位　置　調査区東端の中央部に位置する。SB－01の北側に立地する。建物跡の東側半

分は、調査区域外に有り詳細は不明である。

形　態　梁行2間（4．56m）、桁行3間（6．42m）の建物と思われる。各柱穴間距離は、P

lより2．28・2．2・2．2・2．1mを測る。床面積29．3Iが。主軸方位は、N－15．50－W

である。建物は、棟持ち柱を有する掘立柱建物跡である。

柱　穴　柱穴は5個を確認した。各柱穴の規模は、Pl（50×50×43）・P2（85×64×64）・

P3（64×50×42）・P4（55×51×46）・P5（65×60×52）cmで、P4・P5

は二段掘りの柱穴である。柱の太さは、柱穴の規模から推定して約16～18cmが考

えられる。

土　層　柱穴の埋土は、黒褐色粘質土・暗褐色粘質土・黄橙色粘質土が見られた。

遺　物　時期を特定する遺物の出土は見られなかった。

時　期　SB－01併行時期と思われる。
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S B－03（第16図、図版5）

位　置　調査区の東側に位置する。西側にはSA－01が隣接する。

形　態　梁行2間（3．82m）、桁行6間（12．6m）の総柱建物である。各柱穴間は、Plよ

り2．2・1．85・1．96・2．07・2．37・2．26・2．02・1．94・2．02・2．38・2．04・2．02・

1．85・2．12・1．81・2．0・2．11・1．86・1．99・2．08・2．38・2．16mを測る。床面積

48．1m？。主軸方位は、N－160　－Wである。

柱　穴　柱穴は21個で、Pl・P16は二段掘りである。各柱穴の規模は、Pl（38×32×

40）・P2（88×80×35）・P3（56×48×48）・P4（64×62×37）・P5（78×

76×54）・P6（42×32×15）・P7（38×27×12）・P8（60×53×37）・P9（47×

42×30）・PlO（43×39×18）・Pll（60×48×57）・P12（75×60×57）・P13（68×

58×24）・P14（45×40×41）・P15（42×40×25）・P16（48×46×26）・P17（80×

60×22）・P18（60×50×28）・P19（40×35×18）・P20（30×28×18）・P21（68×

63×40）cmである。柱は、直径約18cm程と思われる。

土　層　灰褐色粘質土を柱穴の埋土とする。

遺　物　柱穴内より須恵器杯身・高台付杯・つまみ付蓋・土師器賓等の出土が見られた。

時　期　遺物より7世紀後半代～8世紀前半代のものと考えられ、SA－01と併行関係

にあると思われる。

S B－04（第17図、図版5）

位　置　調査区中央部の南側に位置する。

形　態　梁行2間（4．25m）、桁行5間（9．8m）である。各柱穴間は、Plより2．1・1．7・

2．0・2．2・1．8・2．13・（2．0）・（1．8）・（1．9）・2．0・1．9・2．12・2．1・2．14mを測

る。床面積41．7m？。主軸方位は、N－140　－Wである。

柱　穴　柱穴は12個で、P8・P9を欠く。各柱穴の規模は、Pl（78×72×62）・P2（70×

63×54）・P3（98×73×53）・P4（90×76×54）・P5（56×52×44）・P6（60×

55×44）・P7（50×46×12）・PlO（66×62×24）・Pll（40×37×14）・P12（54×

52×24）・P13（70×68×18）・P14（50×46×15）cmである。Pl・P2・P3・

P5・P6は二段据りの柱穴で、推定される柱の太さは約16～20cmを測る。

土　層　柱穴の埋土は灰褐色粘質土・褐灰色粘質土が見られた。

遺　物　須恵器高台付杯・布目土器（製塩土器）の出土が見られた。

時　期　遺物より8世紀代のものと思われる。

S B－05（第18図、図版5）

位　置　調査区中央部の南端に位置する。建物の西側でSD－01に隣接する。

形　態　梁行3間（4．2m）、桁行3間（5．85m）である。各柱穴間は、Plより1．42・1．
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42・1．59・2．01・1．82・2．02・1．4・1．42・（1．4）・（2．02）・（1．79）・2．02mを測

る。床面積24．6Iが。主軸方位は、N－14．50　－Wである。

柱　穴　柱穴は10個で、PlO・Pllを欠く。各柱穴の規模は、Pl（72×68×32）・P2（38×

36×26）・P3（42×38×64）・P4（80×80×40）・P5（55×50×30）・P6一（48×

45×34）・P7（62×50×30）・P8（68×65×42）・P9（43×40×17）・P12（67×
1

56×22）cmである。P4・P6・P7は二段掘りの柱穴で、推定される柱は約16～18

cmを測る。

土　層　柱穴の埋土は、暗褐色粘質土・灰褐色粘質土が主体となる。

遺　物　P8に先行する柱穴より回転糸切り底の杯身の出土を見ている。

時　期　SD－01併行時期と考えられる。

S B－06（第19図、図版5）

位　置　調査区の中央部に位置し、西側にはSD－02が隣接する。

形　態　梁行3間（5．96～6．44m）、桁行3間（6．65～6．8m）である。各柱穴間は、Pl

より2．38・2．42・2．02・1．95・2．02・2．0・2．0・2．19・2．44・2．29・2．47・1．68

mを測る。床面積約40m？。主軸方位は、N－760　－Eを測り斜面に直交して建て

られている。

柱　穴　柱穴は12個である。各柱穴の規模は、Pl（53×53×24）・P2（43×38×32）・

P3（68×55×29）・P4（68×66×67）・P5（70×65×38）・P6（65×62×24）・

P7（60×56×24）・P8（58×50×18）・P9（70×63×30）・PlO（88×65×50）・

Pll（60×58×32）・P12（58×43×22）cmである。P2・P5・P6・P9～P

12は二段掘りの柱穴であった。推定される柱の太さは、約10～20cmと幅が見られ

る。

土　層　柱穴には、灰褐色粘質土を埋土とし一部に焼土を混入したものも見られた。

遺　物　須恵器高台付杯の出土を見た。

時　期　遺物より8世紀後半代が考えられる。

S B－07（第20図、図版5）

位　置　調査区中央部の北側に位置する。東側にSD－04・SA－03があり、西側に

はSD－03が隣接する。

形　態　梁行3間（5．52～5．68m）、桁行4間（7．6～8．05m）である。各柱穴間は、Pl

より1．6・4．1・2／02・1．8・2．0・1．78・2．02・1．6・1．9・1．98・2．0・2．0・2．05

mを測る。床面積43．2Iが。主軸方位は、N－13．50　－Wである。

柱　穴　柱穴は13個でP3を欠く。各柱穴の規模は、Pl（42×36×25）・P2（82×75×

40）・P4（67×60×42）・P5（76×72×58）・P6（74×70×50）・P7（92×
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74×59）・P8（90×80×44）・P9（78×70×37）・PlO（66×60×48）・Pll（83×

68×40）・P12（85×75×27）・P13（110×95×45）cmである。P4～P6・P8・

P12・P13は二段掘りの柱穴である。この柱穴の規模から推定される柱は、約10～20

cmの太さが想定される。

土　層　暗褐色粘質土を柱穴の埋土としている。

遺　物　P7より須恵器寮の出土を見た。

時　期　遺物より8世紀末～9世紀初頭が考えられる。

S B－08（第21図、図版5）

位　置　調査区中央部の北側に位置し、SB－07と重複して立地する。

形　態　梁行2間（4．1m）、桁行3間（5．92m）である。各柱穴間は、Plより2．07・1．

74・2．22・2．05・1．95・2．22・1．74・1．95・2．0・2．1mを測る。床面積24．3Iが。

主軸方位は、N－720　－Eである。建物は主軸方向を、斜面に直交して建てられ

ている。

柱　穴　柱穴は10個である。各柱穴の規模は、Pl（110×95×45）・P2（55×54×20）・

P3（34×33×24）・P4（64×52×57）・P5（58×50×58）・P6（58×42×51）・

P7（76×74×46）・P8（48×46×20）・P9（84×70×57）・PlO（86×76×30）

cmである。Pl・P4・P5・P9は二段掘りの柱穴で、想定される柱は約10～20

cmの直径を保っていたと考えられる。

土　層　柱穴の埋土は、暗褐色粘質土である。

遺　物　時期を特定する遺物の出土は見られなかった。

時　期　SB－06と併行すると思われる。

S B－09（第22図、図版5）

位　置　調査区の西端に位置する。SB－09の北側は、未調査であるが遺構の広がりは

十分に考えられる。

形　態　梁行2間（3．98m）、桁行3間（5．84m）である。各柱穴間は、Plより1．86・2．

12・1．91・1．95－1．93・2．01・1．97・1／67・2．04・2．14mを測る。床面積23．2Iが。

主軸方位は、N－100　－Wである。

柱　穴　柱穴は10個である。各柱穴の規模は、Pl（61×54×41）・P2（55×46×51）・

P3（78×62×60）盲や4（36×26×10）・P5（78×68×25）・P6（67×60×42）・

P7（46×38×27）・P8（74×60×45）・P9（50×50×26）・PlO（56×52×25）

cmである。Pl～P3・P5・PlOは二段掘りの柱穴で、P2の土層断面観察に

より柱の直径は約14cmと推定される。

土　層　柱穴には、褐色系の粘質土を埋土としている。
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遺　物　時期を特定する遺物の出土は見られなかった。

時　期　建物の規模からみて、SB－08に併行する時期が考えられる。

［溝状遺構］

S D－01（第12図、図版5）

位　置　調査区中央部から南側に位置する。

形　態　直線状に作られた溝で、南端部分で東へ屈曲する。主軸方位は、N－140　－Wで

ある。

規　模　全長約16m、最大幅約100cm、深さ約10～28cmを測る。

遺　物　須恵器高台付杯・壷・皿（糸切り底）・土師器鉢等の出土をみた。

時期溝の占有する位置と、周囲の建物の配置及び出土遺物より8世紀軍半～中頃の時

期が考えられ、SB－04と併行関係にあると思われる。

S D－02（第12図、図版5）

位　置　調査区中央部の西側に位置する。

形　態「コ」字状に作られた溝で、両端部分が東側に屈曲する。主軸方位は、N－180　－

Wである。

規　模　全長約9．7m、最大幅約80cm、深さ約8cmを測る。

時　期　溝の位置からみてSB－06併行時期と考えられる。

S D－03（第12図、図版5）

位　置　調査区中央部北端の西側に位置する。

形　態　「L」字状に残存していた溝で、SB－07のP7付近で東向きに屈曲する。主

軸方位は、N－120　－Wである。

規　模　全長約5m、最大幅約55cm、深さ約10cmを測る。

時　期　SB－07及びSB－08併行時期と考えられる。

S D－04（第12図、図版5）

位　置　調査区中央部の北側に位置する。

形　態　谷部斜面に平行に作られた溝である。主軸方位は、N－8．50　－Wである。

規　模　全長約4．9m、最大幅約50cm、深さ約10cmを測る。

時　期　SA－03もしくはSB－07・08と併行関係にあると考えられる。

SD－05（第12図、図版5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

位　置　調査区中央部のやや西側に位置する。

形　態　谷部斜面に平行に作られた溝で、南端部分で東向きに屈曲する。溝の北側でも東

向きに屈曲する部分が見られるが、同一の遺構と考えておきたい。主軸方位は、

N－150　－Wである。
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規　模　全長約5．9m、最大幅約50cm、深さ約5cmを測る。

時　期　SA－07と併行関係にあると考えられる。

S D－06（第12図、図版5）

位　置　調査区中央部のSD－06の東隣に位置する。

形　態　SD－05と同様に、南端部分で東向きに屈曲する。主軸方位は、N－8．50　－こW

Wである。

規　模　全長約3m、最大幅約30cm、深さ約20cmを測る。

時　期　SD－05より後出すると考えられる。

S D－07（第12図、図版5）

位　置　調査区中央部のSD－01の西隣に位置する。

形　態　SD－01とほぼ平行に作られた溝で、SD－06の屈曲した部分とつながる。

主軸方位は、N－140　－Wである。

規　模　全長約6m、最大幅約55cm、深さ約15cmを測る。

時　期　SD－01より後出すると思われる。

S D－08（第12図、図版5）

位　置　調査区の東側に位置する。

形　態　溝の南端部分は、東向きに屈曲する。北側ではSK－03につながる。主軸方位

は、N－130　－Wである。

規　模　全長約9m、最大幅約30cm、深さ約7～22cmを測る。

時　期　SK－03併行時期と思われる。

S D－09（第12図、図版5）

位　置　調査区東端部の南側に位置する。

形　態　谷部斜面に平行で直線状に作られた溝で、南端部で東向きに屈曲させる。主軸方

位は、N－150　－Wである。

規　模　全長約12．3m、最大幅約70cm、深さ約9～23cmを測る。

遺　物　須恵器杯身・杯蓋・短径壷・石製品等の出土を見た。

時　期　SB－01・02と併行関係にあると考えられ、6世紀末～7世紀初頭のものと

思われる。

S D－10（第12図、図版5）

位　置　調査区中央部南側のやや西寄りに位置する。

形　態　谷部斜面にやや斜行して作られている。溝の北側は樹根によって撹乱を受けてい

るため不明だが、西側に湾曲してSD－02へ繋がっていたものと思われる。主

軸方位は、N－240　－Wである。
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規　模　全長約3．5m、最大幅約70皿、深さ約16cmを測る。

時　期　SD－02と併行関係にあると思われる。

［土坑状遺構］

S K－01（第12図、図版5）

位　置　調査区東側のやや南に位置する。SD－08の中央部からSD－09にかけて広

がる焼土坑である。

形　態　やや不整な楕円形を呈する。
＼　＿

規　模　長辺約3．0m、短辺約1．9m、深さ約10cmを測る。

遺　物　須恵器杯身・肇等の出土を見た。

時　期　遺物より7世紀初頭が考えられる。

S K－02（第12図、図版5）

調査区中央部のやや南側に位置し、一辺約0．9mを測る方形の土坑である。遺物の出土は

見られず、性格・時期等は不明である。

S K－03（第12図、図版5）

位　置　調査区東側のやや中程に位置する。SD－08の北端部に隣接する。

形　態　やや不整な隅丸長方形を呈する。

規　模　長辺約2．6m、短辺約1．1m、深さ約6～20cmを測る。

遺　物　須恵器杯身・杯蓋・高杯・無蓋高杯・脚付把手付碗・旛・広口壷・賓等の出土を

見た。

時　期　遺物より7世紀代のものと思われる。

S K－04（第12図、図版5）

調査区東側のやや南に位置する。長辺約2．15m、短辺約1．57m、深さ約50cmを測る長円

形の土坑である。遺物の出土は見られたが、周辺の遺構群とは関連性が薄いと思われた。

従って、ここでは撹乱穴として取り扱っている。

S K－05（第12図、図版5）

調査区中央部の北側に位置する。SK－04と同様、後世の撹乱穴である。

［窯　跡］

3号窯（第12・23図、図版5・6）

3号窯は、調査区南西側の谷部平坦面より丘陵斜面へ移行する地点に築かれていた。窯

体は地山を掘り下げた半地下式の磐窯で、所謂炭窯と呼ばれる窯状遺構（炭窯）である。

本窯は窯状遺構（炭窯）に通有な横口を持たない形式のもので、全長約3．93mを測る。焼

成部全長は、約3．0mあり、同幅60～85cmを測る。主軸方位は、N－120　－Eである。主軸

の南端に煙道を設け、北端に焚口を作っている。焼成部床面は、焚口部より煙道部に向か
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って徐々に上昇し、中間地点に緩やかな段を設けた後傾斜角を増して行く。その傾斜角は

15～25度を測る。焼成部壁面は、両側とも直立し還元炎焼成を受けている。煙道煙出し部

は、壁面は酸化炎焼成を受け直立する。右側の壁面に突出部が造り出され、障壁あるいは

分炎柱の用をなしたと考えられる。

窯体の壁面には、粘土及びスサ入り粘土等の張りつけはみられず、地山を直接掘り込ん

でいたことが知られた。窯体内の埋土を観察するかぎり、天井部焼土の崩落は窯の規模に

比較して非常に少ないことから、窯体本来の高さは60cm程度であったと推定される。

焚口部の床面直上に24×15×30cm大の炭化材が遺存していたが、現段階では燃料と焼成

材との区別は不明である。
．

焚口部前面の前庭部に於ける埋土下層より、陶邑編年の第II型式第5段階の須恵器魅の

出土が知られた。3号窯における熱残留磁気年代は、A．D640年±15年の測定結果が得

られており、7世紀の前半代にはその機能を停止したものと思われる。

3）出土遺物
J地区より出土した遺物は、土師器・須恵器・石製晶・鉄製品等が見られた。遺物の特

徴から時期の推定が可能な100点余を図化した。本書では、遺構内（ピット・土坑等）、及

び遺構に関連する可能性の有るものを中心に取り上げている。

遺物の分類については、器形、大きさ等の違いによりA・B・C……。I・II・III・・・・・・

とそれぞれグループ分けした。なお、これらの符号は、時間的序列、形態変化の方向を示

すものではなく、単なる類別上のものであることを断っておく。

石製晶・鉄製品については、観察表に委ねることとする。以下器種別に記述する。

［須恵器］（第24～26図、図版51・52）

J地区で最も多く出土した遺物が須恵器である。器種にもバラエティーが見られ、杯（身）・

杯蓋・高杯・脚付碗・脚付把手付碗・旛・壷・賓等が見られた。以下に、出土した須恵器

の特徴を記述するにあたり、分類を試みた。

杯（身）は、A：丸底で口緑部に立ち上がりを有するもの、B：高台を有するもの、C：

平底を呈するものとに分類した。さらに大きさで細分できるものについては、I・II・III

と区分した。

杯蓋は、A：丸い天井部を呈するもの、B：平坦な天井部を呈するもの、C：宝珠形つ

まみを付すものに区分できた。

高杯は、有蓋高杯と無蓋高杯が見られた。
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SK－03出土遺物（第24図、図版51）

J地区において検出した遺構のなかでも、SK－03より出土した遺物が最も多く見ら

れた。SK－03出土遺物は、他の遺構の年代を推定するための指標となるため、最初に

取り上げることとする。

杯A（6～8）

杯Aは、底部がほぼ丸底を呈し口緑部の内側に立上りを有するものである。立上りは、

短く内傾した後上方につまみあげ、端部は尖り気味におさめる。基部径は11．4～13．2cm、

受部径は14．0～15．6cm、器高4．0cmを測りやや小振りな感を与える。底部外面は、へラ切り

未調整、内面はロクロナデ後不整ナデを施す。陶邑編年第II型式第5段階に相当するもの

と考えられる。

蓋A（2～5）

基部径12．1～14．0cmの蓋で、全体的に丸く椀状を呈する。口緑部がやや直立気味なもの

（2・3）と、頂部よりなだらかに緑部に続くもの（4・5）が見られる。口緑端部はい

ずれも丸くおさめる。天井部外面はへラ切り後未調整で、3は板目圧痕を残す。内外面ロ

クロナデを施す。2は陶邑編年第II型式第4段階、他は同第5段階に相当する。

蓋B（1）

基部径14．6cmを測る。平坦な天井部より直立気味の口綾部へ続く。肩部に浅い一条の凹

線を巡らす。天井部外面はへラ切りの後へラケズリ調整を施す。内外面ロクロナデ調整を

行なう。陶邑編年第II型式第4段階に相当する。

高杯（9～14）

有蓋高杯（9・10）、無蓋高杯（11・12）、脚部（13・14）が見られた。

有蓋高杯9は、口径11．6cm、受部径13．9cm、器高9．4cmを測る。丸底状を呈する底部より

外方に開き気味に口緑部へ続く。口緑端部は丸くおさめ、その内側に短く内傾気味の立上

りを有しその端部は丸く終わる。脚部は、「ハ」字状に開き脚端部へ続く。脚端部は外方気

味に開く。受部底部外面は、へラケズリの後口クロナデを行い、他は内外面ロクロナデを

施す。受部内面の中心部は雑な不整ナデを行なう。有蓋高杯10は、口径13．0cm、受部径15．

0cm、器高8．85cmを測る。平坦な底部より内湾気味に外傾して口緑部へ続き、口縁端部は外

方につまみ出す。立上りは、やや直立してつまみ上げ尖り気味におさめる。脚部は、「ハ」

字状に開き脚端部へ続く。脚端部は直立気味に終わる。内外面ロクロナデを施し、受部外

面の屈曲部軽へラケズリを行なう。陶邑編年第II型式第5段階に相当する。

無蓋高杯11は、口径10．6cm、器高11．8cmを測る。丸底状を呈する底部より、やや外傾気

味に立ち上がる口緑部へ続く。口緑端部は丸くおさめる。口緑部外面には2条の沈線が巡

る。脚部は、比較的細い基部より「ハ」字状に開き脚端部は屈曲して丸くおさめる。長方
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形二段二方向の透かしを有し、上段の透かしは貫通していない。下段の透かしは台形状を

呈する。脚部中段に5条の沈線を巡らす。受部の底部外面は、へラケズリの後口クロナデ

を施し、内外面ロクロナデを行なう。脚部内外面ロクロナデを行なう。無蓋高杯12は、口

径13．2cm、器高11．0cmを測る。やや丸みを帯びた底部より外傾気味の口緑部へ続く。口緑

端部は外反し、先細り気味に終わり丸くおさめる。脚部は、「ハ」字状に開き、脚端部は屈

曲して丸く終わる。内外面ロクロナデを施し、受部の底部内面は不整方向のナデを行なう。

陶邑編年第II型式第5段階に相当すると思われる。

脚部13・14は、「ハ」字状に開く脚柱部である。脚柱部の中段に2条の沈線を施す。内外

面ロクロナデを施し、基部内面に絞り痕を残す。

脚付椀15は、口径9．4cm、器高11．5cmを測る。平坦な底部より緩やかに湾曲し、直立した

口緑部へ続く。口縁端部は丸くおさめる。口緑部外面には、ほぼ全面にカキメを施す。脚

部は、「ハ」字状に開いた低い脚柱部で、外面にはカキメを施す。脚端部は比較的丸くおさ

める。内外面ロタロナデを施し、椀部内面の底部は不整ナデを行なう。口緑部の1／2を

欠いている為不明だが、把手を付していたものと思われる。陶邑編年第II型式第4～5段

階に相当すると思われる。

脚付把手付椀16は、口径13．4cm、器高19．2cmを測る。椀部最大径は16．8cmである。丸み

を帯びた底部より緩やかに立ち上がり、内湾気味の口緑部へ続く。口緑端部は、やや角張

り気味におさめる。口緑部上半の二カ所に2条の沈線を施し、その区画された部分に波状

文と刺突文を施文する。椀部最大径部分に剥離痕が見られるため、把手を有していたもの

と考えられる。脚部は、大きく「ハ」字状に開き、脚端部は屈曲し接地部分は丸くおさめ

る。脚柱部には、長方形二段四方向透かしを行なう。椀部外面の全体にカキメを施す。カ

キメの後、下半1／4をナデ消す。上半の施文は、カキメの後に行なっている。椀部内面

はロクロナデ。脚部内外面は、ロクロナデを施し外面の一部にカキメを行なう。陶邑編年

第II型式第5～6段階に相当すると考えられる。

旛17は、口径12．0cm、器高14．4cmを測る。丸い底部から、やや肩のはった肩部より屈曲

して頸部に続く。頸部は、大きく外反した後屈曲して外傾気味の口縁部へ続く。口縁部下

端には、ややシャープな稜を付ける。頸部中央に2条の沈線を施す。肩部にも1条の沈線

を施し、最大胴径部分に円孔1を穿つ。内外面ロクロナデを施し、底部外面は静止へラケ

ズリを行なう。陶邑編年第II型式第6段階に相当する。

短頸壷18は、口径4．7cm、器高7．3cm、胴部最大径8．1cmを測る小形の壷である。丸底気味

の底部より、内湾しながら立ち上がりやや肩の張る肩部へ続く。口緑部は、頸部より屈曲

して短く直立する。口緑端部は丸くおさめる。底部外面は、へラ切りの後ナデを施し、胴

部下半はへラケズリの後ナデを行なう。他は内外面ロクロナデ。陶邑編年第II型式第6段
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階に相当する。

壷19は、口径20．7cm、残存高約7．4cmを測る比較的大形の広口壷である。やや張り気味の

肩部より「く」字状に屈曲し、外反した頸部より口緑端部へ続く。口緑端部は、角張り平

坦面をつけ、外方に肥厚させ1条の沈線と稜を造り出している。内外面とも風化が著しい

がロクロナデ調整を施したものと思われる。陶邑編年第II型式第5～6段階に相当すると

思われる。

4）他の遺構出土遺物（第25～31図、図版51・52）　　　　＿／

J地区に於いては、遺構内遺物としてSK－03一括遺物の確認が出来ているが、他の

遺構（焼土坑・ピット等）では1～4点の出土が知られたのみで、図化できたものも少な

い傾向にある。また、掲載した実測図の順位は時間的序列を示すものではないことをあら

かじめ断っておく。

杯C（第25図20～27）

20は、口径9．7cm、器高3．5cmを測り壷蓋の可能性が強い。平坦な底部よりやや内湾気味

に口緑部へと続き、口緑端部は凹面をなす。底部切り離しは、回転糸切りによる。内外面

ロクロナデ調整を施し、底部内面は不整ナデを行なう。21は、口径11．6cm、器高5．7cmを測

る云わずかに上げ底気味の底部より、やや内湾しながら逆「ハ」字状に開く口緑部へ続く。

口緑端部は丸くおさめる。底部切り離しは、回転糸切りによると思われる。内外面ロクロ

ナデ調整を施したものと思われるが、磨滅により不明瞭。24は、口径15．6cm、残存高3．9cm

を測る。内湾気味に立ち上がる口緑部で、端部は丸くおさめる。内外面ロクロナデ調整を

施す。22・25～27は杯の底部である。いずれもやや上げ底気味の底部より、逆「ハ」字状

に開く口緑部に続くものと思われる。底部切り離しは、回転糸切りによる。内外面ロクロ

ナデ調整である。23は、皿Cに分類され、口径12．2cm、器高2．0cmを測る。平坦な底部より

やや内湾気味に大きく開く口緑部に続く。口縁端部は、わずかに外方につまみだし丸くお

さめる。内外面ロクロナデ調整を施し、底部切り離しは、回転糸切りによる。20は、陶邑

編年第IV型式第2段階に相当すると思われる。21～27は、山田12号窯併行時期と考えられ

る。

杯A（第25図33～37・40・41）

いずれも底部を欠く。36は平坦な底部を有し、40・41も同様と考えられる。受部は内湾

気味に立ち上がり、やや外反する口緑端部へ続く。口縁部内側の立上りは、短く直上に立

ち上がるもの（33・34・40・41）と、内傾気味に立ち上がるもの（35～37）が見られる。

端部は丸くおさめるが、33・37は尖り気味に終わる。基部径は11．6～12．8cm、受部径は13．

6～14．6cmを測るもの（33・34・35・40）、基部径13．3～13．5cm、受部径15．2～15．7cmのも

の（36・37・41）が見られた。内外面ロクロナデ調整を施す。35・40は陶邑編年第II型式
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第4段階、他は第5段階に相当するものと思われる。

蓋A（第25図28～32）

基部径13．0～15．2cm、器高4．2～4．6cmを測る。基部径で見ると、13．0～13．2cmのもの（29・

31・32）、14．2～15．2cmのもの（28・30）にグルーピングが出来る。やや丸みを帯びた天井

部より、内湾しながら口緑部へと続く。口緑端部はやや肥厚させるもの（28）、丸くおさめ

るもの（30～32）が見られる。内外面ロクロナデ調整を施す。陶邑編年第II型式第5～6

段階に相当すると思われる。

蓋B（第25図39）

基部径14．7cm、器高3．3cmを測る。扁平な天井部より内湾気味に口緑端部へと続く。天井

部外面は、へラ切り離しの後へラケズリを施すが中央部分は未調整。内外面ロクロナデ調

整を施し、天井部内面に当て具痕を残す。陶邑編年第II型式第4段階に相当するものと考

えられる。

高杯（第25図38・42～44）

38は高杯の脚部である。「ハ」字状に開く。内外面ロクロナデ調整を施す。42～44は高杯

の口緑部と思われる。口径12．8～14．6cm、残存高2．2～2．8cmを測る。平坦な底部より外傾

気味に開く口緑部に続く。口緑端部は丸くおさめる。口緑部下端部分に1条の沈線を施す。

内外面ロクロナデ調整である。陶邑編年第II型式第5段階に相当すると思われる。

蓋C（第26図45～55）

基部径13．2～15．2cmを測り、宝珠形つまみを有する蓋である。基部径で見るかぎり2グ

ループに分けられる。すなわちI：15．0～15．2cm、II：13．2～14．0cmである。平坦な天井

部よりなだらかに口端部へ続くもの48・52・53、天井部斜面を屈曲させるもの45～47・49・

50・51が見られる。口端部先端部分は、屈曲して外方へつまみだし先細るもの45・46・48、

外方につまみだしやや尖り気味のもの47・50・51・52、垂下させてやや丸みを帯びたもの

49・53が見られた。つまみは、やや扁平で中心部分を盛り上げるもの53・55と凹むもの54

が見られる。天井部切り離しは、回転糸切りによる49・53・54。天井部屈曲部分において、

52はへラケズリを施す。内外面ロクロナデ調整を施す。45～47は陶邑編年第IV型式第1段

階、48・54は同第2段階、49～53・55は同第3段階に相当するものと考えられる。

杯B（第26図56～79）

杯底部外面に高台を有する杯である。口径11．0cm～16．7cmを測り、I：16．0～16．7cm、

II：11．0～13．6cmのグループが認められる。口緑部は、逆「ハ」字状に開く。口緑部は短

めで、端部を丸くおさめるもの（56・59）と、やや先細り気味のもの（57・58）が見られ

る。また、口緑部がやや長めで、外傾したまま丸くおさめるもの（60・64）、口緑端部を外

反させて丸くおさめるもの（61・62）、つまみだし気味に先細らせるもの（63）が見られた。
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高台は「ハ」字状に開き、底部から口緑部へ続く屈曲部の内側に付けるもの（56～58・65～71・

73～79）と、屈曲部に付けるもの（59・64・72・）が認められる。底部外面は、回転糸切

りによる切り離しをおこなう。内外面ロクロナデ調整を施す。底部内面に不整ナデを行な

うもの（57～59・64・68・70・71・73・74・77～79）も認められる。69・76の底部内面は、

ナデを磨り消して滑らかな面を呈しており転用硯の可能性が考えられる。

高杯（第28図93・95～97）

93は口径14．7cmを測る高杯の受部である。受部底部より内湾気味に立ち上がり、口緑部

で屈曲してやや外反気味に開く。端部は丸くおさめる。屈曲部の外面に1条の沈線を施す。

内外面ロクロナデ調整を行なう。陶邑編年第II型式第5段階と考えられる。95～97は脚部

である。「ハ」字状に開き、96は大きく開き透かしを有する。脚端部を屈曲させるもの（95・

96）と、内側に肥厚させるもの（97）がみられる。内外面ロクロナデ調整を施す。97は陶

邑編年第II型式第4段階、95・96は同第5段階に相当すると考えられる。

壷（第28図94・98・99・101～106）、嚢（第28図100・107）

94は、口径9・Ocmを測る小壷の口緑部である。「く」字状に屈曲した頸部よりやや外反気

味に開く口緑部へ続く。口端部は、わずかに内側に折り返した後上方につまみだす。内外

面ロクロナデ調整を施す。98は、口径16．6cmを測る横瓶の口緑部と思われる。逆「ハ」字

状に開く口緑部で、端部は平坦な面をなす。内外面ロクロナデ調整を施す。99は、口径15．

4cmを測る短頸壷の口緑部である。「く」字状の頸部より外反気味の口緑部へ続き、端部は

やや浅く凹ませた平坦面をなす。内外面ロクロナデ調整を施す。100は、口径20．1cmを測る

外反する聾の口緑部で、端部を丸くおさめる。端部内面に沈線状の段をなす。内外面ロク

ロナデ調整を施す。101は、口径28．6cmを測り、やや外傾気味に直上に延びる直口壷の口緑

部である。口端部は丸くおさめ、内側で肥厚する。口綾部下端に、浅くやや鈍い2条の沈

線を施す。内外面ロクロナデ調整である。102は、口径24．4cmを測る広口長頸壷の口緑部で

ある。なだらかな肩部より屈曲し、やや外傾気味にのびた後大きく外反する口緑部へ続く。

端部は、やや垂れ気味に外方へのびた後上方へ屈曲させる。口縁端部の先端部は平坦な面

を持つ。内外面ロクロナデ調整を施す。103は、口径26．0cm、器高31．6cm、体部最大幅28．

7cmを測る広口長頸壷である。平坦な底部より内湾気味に立ち上がる体部から、丸みを帯び

た肩部へ続き「く」字状に屈曲した頸部をなす。口縁部は、外傾気味に立ち上がった後、

大きく外反して端部へと続く。端部は、一旦垂れ下った後屈曲して外方へつまみだす。体

部上端部に5条の沈線を施す。高台は、底部の屈曲部に逆三角形の高台を貼りつける。内

外面ロクロナデ調整を施す。104～106は、壷の底部である。104は、高台径11．0cmを測る広

口長頸壷の体部である。平坦な底部から、外傾し立ち上がる体部へと続く。底部外面の屈

曲部に台形の高台を貼りつける。内外面ロクロナデ調整を施す。105は、底径19．2cmを測る。
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平坦な底部より、外傾する体部へ続く。底部内外面は不整ナデ、休部内外面ロクロナデ調

整を施す。106は、底径9．0cmを測る長頸壷の底部である。平坦な底部より、やや外傾気味
ヽ

に開く体部に続く。内面はロクロナデ調整を行ない、体部外面はへラケズリの後ナデを施

す。体部下端はナデにより凹線状の窪みをつける。底部外面は、未調整。107は、口径36．

2cmを測る賓の上半である。やや肩の張る肩部より、大きく外反する口緑部に続く。端部は

上下につまみだす。口緑部内外面ロクロナデ調整を施し、肩部外面は平行夕タキメ、内面＼

は同心円の当て具の痕跡が認められる。97は陶邑編年第II型式第4段階93～96は同第5段

階、98は第IV型式第1段階、99～IOlは同第2段階、102～105は同第3段階、106・107は同

第3～4段階に相当すると考えられる。

土師器、聾（第27図80～88）

口径12．8cm～29．2cmを測る。体部の脹らみを持たないもの（80・81・85）、やや脹らみを

持つもの（84・88）、球形のもの（82・83・86・87）が見られる。体部に脹らみを持たない

賓の口緑部は、逆「L」字状に屈曲して外反する。やや脹らみを持つ賓は、逆「L」字状

に外反もしくは外傾した口緑部に続く。球形の体部を有する賓は、屈曲した頸部より外反

気味の口緑部に続く。体部内面は、へラケズリを行なう。口緑部内外面及び体部外面はナ

デ調整を行ない、80・82～84は頸部外面および体部上半にパケメを施している。80・83は

6世紀末～7世紀初頭、82・85～88は7世紀代、81・84は7世紀後半代の所産と考えられ

る。

土師器、鉢（第27図89～92）

口径15．5cm～18．9cmを測る浅鉢形の製塩土器と考えられる。内湾して立ち上がる体部で、

口緑端部は丸くおさめるもの（92）、先細るもの（90）、平坦な面を持つもの（89・91）が

認められる。89は端部の内側を肥厚させる。内外面ナデ調整を行ない、90・92の体部外面

に指押さえの痕跡を残す。91の体部内面には、非常に目の細かい布目痕が認められ、89・

90・92は磨滅により不明瞭であるが布目状の痕跡が見られる。これらの製塩土器は、8世

紀前半から8世紀中頃にかけての所産と考えられる。

2．K地区（第32～49図、第12～23表、図7～16・53・54）

1）位置と現状
K地区は、I地区の南側丘陵の裾部に位置する。調査地の前面には、水田が展開してい

る。調査地は、丘陵裾部の南北約60m、東西約40mの平坦地で、畑地として耕作されてい

た。調査地は、二段に分かれており、上段の平坦地が比較的広い畑地となっていた。この

上段の平坦地の南側には、江戸時代末期から近代初頭にかけて操業されていた瓦窯の窯跡

の存在が知られた。この瓦窯の操業時に、調査地の上段南側、および下段部分になんらか
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の施設を建造していたと思われる。このことは、調査地の南側において、遺構面が後世の

削平によって失われていたことで判断された。

2）検出した遺構
調査の結果、掘立柱建物跡3棟、竪穴住居跡1棟、棟列状遺構7基、溝状遺構5基、窯

状遺構（炭窯）2基、土坑7基および柱穴状ピット多数を検出した。掘立柱建物跡および

竪穴住居跡は、調査区の上段部北側やや南寄りに位置している。柵列状遺構は、調査区の

山裾部に沿い、丘陵斜面に平行して作られていた。溝状遺構は、柱穴列に沿って作られた

ものと、墳丘の大半が失われた周溝部分が認められた。窯状遺構（炭窯）は、調査区の北

西部に位置している。調査区上段の中心部分は、大きくカットされているため、各柱穴の

性格の判定作業に困難をきわめた。このため、本書では遺構の性格が明確なものについて

記述することとし、建物あるいは棟列状の柱穴列等は図示するのみにとどめた。

K地区で検出した各遺構は、その長軸方位を概ねN－360　～530　－Eの範囲に納まるよ

うに作られていることが確認された。これはJ地区と同様、丘陵斜面に平行して作られた

ためと思われる。調査区上段の遺構面は、いわゆるクロボク土がベースとなっており、南

西部分では弥生時代後期にまで遡る可能性が考えられる遺物包含層をなしていた。また、

竪穴住居跡および窯状遺構（炭窯）は、丘陵斜面裾部の変換点に位置しており、クロボク

土はみられない。竪穴住居跡南隣の溝状遺構や、窯状遺構（炭窯）の旧表土内は古墳時代

前期の遺物包含層を形成していた。調査区の西側で確認した古墳の周溝は、後世における

作業道の取り付けと、水田の開削により、墳丘部分が削平されてしまっていたことが判明

した。検出した周溝部分は、いずれも全体の1／4程度であったが、周溝底部より古墳の

築造時期を推定し得る遺物の出土をみている。これによると、いずれの古墳も概ね古墳時

代後期後半代に所属すると考えられる。調査区北西部で確認した窯状遺構（炭窯）は、熱

残留磁気測定を行なっているが良好な結果が得られていない。しかし、2号窯の作業面に

作られたピット内より8世紀第2四半期の所産と考えられる須恵器横瓶が出土しており、

この当該時期の前後を操業時期と推定しても看過ないと思われる。

以下、検出した各遺構について述べることとする。

［据立柱建物跡］

S B－01（第33・34図、図版7・9）

位　置　調査区北側の中央部やや南寄りに位置する。西側の斜面やや上手に窯状遺構（炭

窯）、南隣に竪穴住居跡、東側にはSD－03（山ノ上33号墳）が所在する。SB－

02とは柱穴の一部を共用し、重複して建てられている。

形　態　梁行3間（5．36m）、桁行4間（7．36m）の建物である。各柱穴間距離は、Plよ

り1．95・1．78・1．80・1．85・1．81・1．81・1．75・1．85・1．81・1．72・2．0mを測る。
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床面積39．45Iが。長軸方位は、N－38．50　－Eである。建物の北西隅に位置するP

5の外側にSD－06が位置するが、雨落ち溝と思われる。

柱　穴　柱穴は12個で、南側梁行部分を欠く。各柱穴の規模は、Pl（80×72×40）・P2

（72×65×37）・P3（86×82×40）・P4（80×70×58）・P5（114×90×73）・

P6（70×62×24）・P7（74×70×40）・P8（70×62×53）・P9（82×78×47）・

PlO（53×47×19）・Pll（48×46×15）・P12（60×58×17）cmである。これら

の柱穴の内、Pl～P3・P6・P7・P12は二段掘りに作られており、此れか

ら推定した柱の直径は約20cm前後くらいと考えられる。東側の柱穴列は、後世の

削平を受けたため柱穴の規模に嬢小化傾向が見られるが、本来は西側柱穴列と同

様であったと考えられる。各柱穴の規模と、柱穴間距離は比較的揃っており、規

格性のある建物であったと思われる。

土　層　柱穴の埋土は、黒褐色土・灰褐色土・暗褐色土が見られた。

遺　物　柱穴内より若干の遺物の出土を見たが、時期を特定することは出来なかった。

時　期　遺構面より出土した遺物は、陶邑編年第IV型式第1～2段階の特徴を示す。

S B－02（第33・34図、図版7・9）

位　置　SB－01の内側に位置する。

形　態　梁行3間（4．0m）、桁行4間（7．36m）の建物である。各柱穴間は、P13より1．96・

1．76・1．92・1．74・（1．10）・（1．20）・（1．60）mを測る。SB－01のP6とは共

用関係にあると考えられる。床面積29．44Iが。長軸方位はN－38．50　－Eである。

柱　穴　柱穴は8個である。各柱穴の規模は、P13（54×54×32）・P14（46×33×13）・

P15（48×38×24）・P16（60×43×35）・P17（60×57×37）・P6（70×62×24）

P18（33×33×25）P19（78×66×70）cmである。P13・P17は二段掘りの柱穴

で、推定される柱の直径は20～30cmである。東側と南側の柱穴列は、後世の開削

により失ったものと思われる。ここでは敢えて1棟の建物として扱ったが、西側

の柱穴列が本来SB－01の桁行であった可能性も考えられる。この場合、SB－

01で記述した西側の柱穴列は庇部分となる。ただ、P13～P17間の各柱穴の規

模と、Pl～P5間のそれとは柱穴掘り方の規模に差が見られることで、別個の

建物として扱っている。

遺　物　時期を特定する遺物の出土は見られなかった。

時　期　SB－01と同時期かやや後出するものと考えられる。

［竪穴住居跡］

S】－01（第33・35図、図版10）

位　置　調査区中央部のやや北西に位置する。北側にSB－01が隣接し、南側にはSD－
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01が所在する。

形　態　平面は隅丸方形を呈する。住居跡の東半分は、後世の開削により失っている。規

模は、北辺2．35m、両辺1．35m、西辺3．95mを測る。掘り方のコーナー部分に柱

穴と思われるピットが見られるが、主となる柱は4本柱と思われる。Pl～P2

の主柱穴間距離は、1．83mを測る。床面積は約15．2Iがと推定される。建物の南北

軸は、N－400　－Eである。

柱　穴　主柱穴は2個を検出した。各柱穴の規模は、Pl（22×17×29）・P2（40×40×

40）cmである。P2の北側70cmにP3が位置し、その規模は（35×25×40）cmを

測る。柱穴P3はP2との先後関係は不明だが、主柱穴をなしていたことは充分

に考えられる。

壁　溝　壁溝は、西辺、両辺と北辺の一部で確認できた。西辺と両辺の壁溝は、いずれも

幅が広く、拡幅された可能性を示唆している。北辺に見る壁溝で、幅約17．0cm、

深さ約5．0cmを測る。

床　面　床面にはP5の上面において、貼床が施されていることが判明した。厚さは2～3

cm程度であったが、床面全体に行なわれていたかは不明である。P6は中央ピッ

トと思われるが、その周囲において焼土面が検出された。焼土面は、厚さ約5cm

前後で、ピットの南北両側のみの検出であった。

遺　物　遺物としては、須恵器杯身（第43図24）が埋土上層より出土した。床面よりの出

土は見られなかった。

時　期　出土した遺物の特徴からみて、陶邑編年第II型式第6段階に相当するため、これ

以前に廃絶したものと考えられる。

［溝状遺構］

SD－01（第33・42・43・46図、図版9・53・54）

位　置　調査区中央部の西側に位置する。SI－01の南側に隣接する。

形　態　東側と南側は、後世の開削により失っており遺存状態が悪い。溝は「コ」字状に

作られていたと思われる。規模は、南北5．0m、東西1．6mが確認できた。幅1．5m、

深さは最大約35．0cmを測る。溝断面は、緩やかな逆台形を呈し、西側がやや急傾

斜をなすのに対し、東側では顕著な傾斜を持たない。この溝の東側には、方形土

坑が作られていたが、後世の撹乱を受けているためSD－01との関連は不明で

ある。

埋　土　埋土は3層に分層できた。

遺　物　表土下層および遺構面からは須恵器が確認されたが、溝の埋土である黒褐色土中

や溝底部においては土師器類（第42図1～4・9）が検出された。
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時　期　土師器の特徴からみて、古墳時代前期前半頃の溝と思われる。

性　格　遺構の大半を失っているため不明であるが、埋葬施設に伴うものと考えられる。

S D－02（第33・42図、図版9・・53）

位　置　調査区中央部の東側に位置する。北側にはSD－03が所在する。

形　態　調査区上段より下段部へ移行する傾斜地に在り遺存状態が悪い。溝は南北に分か

れ、南側のそれは「L」字形をなし、本来は同一のものと思われる。規模は、北

側で3．8m、南側は5．3mを測り、幅約50～70cm、深さ約20cmである。断面は緩や

かな「U」字形をなす。

埋　土　褐灰色土を埋土とする。

遺　物　時期を特定し得る遺物の出土は見られなかった。

時　期　溝の東側に位置するSK－06より赤彩された土師器椀（第42図11）の出土をみ

ており、特徴からみて7世紀後半頃に相当する。

性　格　SD－02は、建物の雨落ち溝の性格を有すと思われ、この場合P244・243・247・

249・258・262・250が据立柱建物跡の柱を形成するものと考えられる。しかし、

該当する柱穴には規則性が薄いと考えられることで、ここでは掘立柱建物跡とし

て取り扱っていない。

S D－03（第33・43図、図版7・11・53・54）

位　置　調査区上段中央部の東側に位置し、南側にSD－02、西側にSB－01が隣接

する。

形　態　古墳の周溝部分のみ遺存しており、全周の1／3～1／4を確認した。周溝の規

模は、上端部の幅1．9～2．3m、底部の幅0．9～1．1mを測る。溝の断面は逆台形を

呈する。周溝外縁部での直径は約15mを測り、墳丘基底部では12mである。古墳

の中央部を縦横に作業道が貫通しており、墳丘の大部分を失っている。

埋　土　黒褐色土（クロボク）を埋土とする。

遺　物　周溝北東部の底部において、須恵器鉢（第43図27・28）・短頸壷（第43図29）の出

土を見た。

時　期　出土した須恵器は、陶邑編年第II型式第6段階に相当すると考えられる。

性　格　径15m（墳丘基底部径12m）の円墳で、調査中の新規発見であるため山ノ上33号

墳と呼称することとした。

S D－04（第33・43図、図版7・11・53・54）

位　置　調査区下段部の南東隅に位置する。

形　態　古墳の周溝部分と思われる。全周の1／4を確認した。周溝の規模は、上端部の

幅1．2～1．9m、底部の幅0．6～0．9mを測る。溝の断面径は逆台形を呈する。周溝
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外縁部での直径約18m、墳丘基底部では約15mを測る。墳丘部分は後世の開削に

より消滅している。

埋　土　黒褐色土（クロボク）を埋土とする。

遺　物　周溝底部より土師器低脚杯（第43図31）を検出した。

時　期　遺物の特徴からみて、陶邑編年第II型式第5段階と併行する時期の所産と考えら

れる。

性　格　径18m（墳丘基底部径15m）を測る円墳で、新規発見の古墳であるため山ノ上34

号墳と呼称することにした。

［土坑状遺構］

S K－01・02（第33図、図版7）

位　置　SK－01はSD－03の周溝外縁部の北側に接して位置する。SK－02は同

西側に接する。

形　態　円形の土坑で、SK－01の規模は径約80cm、深さ約116．5cmを測り、SK－02

は径約70cm、深さ約115．0cmである。いずれも若干斜めに据り込まれており、SK－

01はややフラスコ状を呈する。

埋　土　黒褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　顕著な遺物の出土は見られなかった。

時　期　時期は不明であるが、SD－03より先行するものと思われる。

S K－03（第33図、図版7）

位　置　調査区上段の中央部に位置する。

形　態　やや楕円形の土坑である。規模は長軸約1．16m、短軸約1．07m、深さ約1．54mを

測り、やや斜めに掘り込まれており、開口部が開くラッパ形を呈する。

埋　土　黒褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　検出されなかった。

時　期　不明である。

S K－04（第33・42図、図版7・53）

位　置　調査区上段中央部のやや南に位置する。南にSB－03、西側にはSD－02が

所在する。

形　態　長円形を呈する。規模は、長軸約1．0m、短軸約0．78m、深さ約11．0cmを測る。断

面は浅鉢状である。

埋　土　黒褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　土師器壷（第42図8）・賓等を検出した。

時　期　遺物からみて、古墳時代前期前半頃の所産と考えられる。
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性　格　土器溜めと思われる。

S K－05（第33図、図版7・53）

位　置　調査区上段中央部の西端に位置する。

形　態　不整形な長円形を呈していたものと思われる。規模は、長軸約1．45m、短軸約0．

9m、深さ41cmを測る。断面は、緩やかな「U」字形を呈する。

埋　土　黒褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　手捏ね土器の出土を見た。

時　期　判然としないが、一応古墳時代前期の時期を与えておきたい。

S K－06（第33・42図、図版7・9）

位　置　SD－02の東側に隣接する。

形　態　円形の土坑である。規模は長軸77．0cm、短軸72．0cm、深さ約23．0cmを測る。断面

は浅鉢状を呈する。

埋　土　黒褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　赤彩の施された土師器椀（第42図11）の出土を見た。

時　期　7世紀後半代の所産と考えられる。

性　格　土師器椀は、完形晶で赤彩が施されていることから、土器埋納坑と考えておきた

い。

S K－07（第33図、図版7）

位　置　SK－05の北側、SI－01の西隣に位置する。

形　態　不整形な土坑で、溝状を呈し全長1．96m、最大幅0．68約cm、深さ約8cmを測る。

埋　土　黒褐色粘質土を埋土とする。

遺　物　顕著な遺物は見られなかった。

時　期　不明だが、古墳時代前期と考えておきたい。

［窯状遺構］

1号窯（第33・36～38図、図版7・12～15）

調査区上段の北西隅に位置する。丘陵南斜面に築かれた窯は、焚口を北に煙道部を南に
1

して、等高線とほぼ同一方向に築造されている。窯は淡橙色土の地山層を到り貫き、壁の

一部に厚さ5cm程度の粘土を貼りつけて築造された地下式の筈窯である。窯体主軸の方向

はN－430　－Eを測る。

窯体の一部は、遺構検出作業の過程で削平してしまい欠損したが、遺存状態は概ね良好

であった。遺構は、前庭部から煙道部までの窯体と、作業面が完存状態で検出された。1

号窯は、窯体のサイドに横口を有する通称「八ツ目窯」と呼ばれる横口付きの窯状遺構で

ある。
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窯　体

窯体の規模は、全長約9．7m、床面幅約0．55～1．0m、天井高約0．4mを測る。焼成部は、

全て丘陵斜面の地下を到り貫いて築かれていた。斜面下方の窯体側面には、9個の横口が

備わっている。窯体内には、本来その天井部を形成していたと考えられる焼土塊が堆積し

ていた。窯体の焚口部より2mの地点において、窯壁の一部が削りとられ小児頭大の岩礫

3個程度の配石がみられたことで、規模の縮小が図られたものと思われる。焼成部床面と

同壁体の一部は暗緑灰色を呈し、その周囲および横口の壁体部は黄灰色を、さらにその外

側は赤褐色を呈している。焼成部床面は平坦ではなく、山側の壁体下部より横口を備わる

側面に向けて約10度の傾斜をつけている。また、横口に対応する部分のみに弧状のえぐり

が認められる。天井部は焼成部中程より煙道部にかけて良好な状態で遺存していた。焼成

部床面よりの天井高は、最大で40cm程度であった。天井部は、横口を備わる壁面が最も高

く、ほぼ水平に作られているため山側では殆どその空間を持たない。焼成部床面主軸方向

の傾斜角は、焚口部から焼成部の約2／3は6．5度を測り、窯体南端部より第3穴辺りより

その角度を増し約17度の傾斜をつける。横口は楕円形を呈し、その幅は35～40cmを測る。

横口の床面は、外側の作業面に向けて約6～10度の傾斜をつけている。

窯体の南端部分には、煙道部掘り方が検出された。焼成部床面と連続しており、煙道部

は、他地域に見られるような独立した形態をとっていない。煙道部は、丘陵斜面を弧状に

掘り込んで作られている。壁面はややフラスコ状ではあるが直立している。煙出し部分は

2号窯築窯に際し、削平されており不明である。煙道部の規模は、直径約70cm、高さ約90

cmである。壁面は暗線灰色を呈し、還元炎被熱されている。

前庭甲

窯体の北側には、焚口に連続した前庭部が作られている。前庭部は焚口部より「L」字

状に屈曲して掘り込んで作られており、数回の小削平が確認された。前庭部内側の壁面は

酸化炎被熱しており赤褐色を呈している。前庭部床面より側面の作業面に向けて溝状の掘

り込みが見られる。この前庭部と側面の作業面との間には、障壁状の地山層の高まりを作

っている。また、前庭部北側でも同様で、そのさらに北側の平坦部において土師器賓・竃

形土器の出土が見られた。

作業面

横口の側面には窪地状の作業面が形成されている。作業面平坦部の東端においては、溝

状の掘り込みが見られる。この溝より約20～35cmの高まりをつけて、丘陵裾部の平坦面に

続く傾斜面となっている。作業面の規模は、東西約2．0m、南北約7．0mを測り、この平坦

面は窯体の北側に延びている。作業面の面積は14．OIがである。作業面の横口側と溝状の掘

り込み側に柱穴状のピット（POO2～010・015・020）が認められる。此のピットの位置は、
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概ね対応する配置をしており、なんらかの建物あるいは覆屋が作られていたものと考えら

れる。柱穴間距離は、PO02より1．50・1．67m、PO05より0．75・1．20・1．04・1．05・1．10

m、POO4～PO20間は3．30mを測る。梁行1間（1．45m）、桁行4～6間（6．4m）で、横

口側面の柱穴間が広くとられている。溝の北側と南側において、作業面より外方へ向けて、

窯より排出された灰・炭等を排出させる溝が掘り込まれている。南側の溝で2．25m、北側

では1．60mが確認できた。作業面東端の溝には、横口より連続した浅い窪みが認められる。

埋　土

窯体内の堆積状況の特徴として、焼成部南半部分では天井の焼土塊およびそれが土壌化

したものが充満していた（第38図、E－F・G－H）。北側および煙道部においては、炭化

物と灰および砂粒を多量に含む黒色土の堆積が顕著であった（第38図、C－D）。この黒色

土は、窯体側面の作業面の下層部を覆うものと同一層（第38図、I－J）であることが確

認された。

作業面の堆積状況としては、横口から排出された炭化物・灰・砂粒を多量に含む黒色土

が、作業面全体を覆って薄い堆積層を形成する。この黒色土の堆積層は、最も厚い部分で

約37cmを測る。下層ほど砂粒が細かく、上層では大きさを増し焼土塊を含む割合も増す傾

向にある。

2号窯（第36・39～41・44図、図版7・12・13・15・16）

1号窯の上段に位置する。丘陵南斜面に築かれた窯は、焚口を南に煙道部を北にして、

等高線に対しやや斜行して築造されている。2号窯は淡樺色土の地山を掘り込んで築造さ

れた半地下式の窯である。窯体主軸の方向はN－60－Wを測る。

遺構は、焚口部から煙道部までの窯体と、作業面の一部が検出された。前庭部は、後世

の開削により欠失していた。窯体の側面に横口を有する通称「八ツ目窯」と呼ばれる横口

付きの窯状遺構（炭窯）である。

窯　体

窯体の規模は、全長約9．55m、床面幅約0．45m、壁高約45cmを測る。焼成部は全て丘陵

斜面を掘り込んで築かれ、天井部は粘土で構築されたものと思われる。斜面下方の窯体側
／

面には、13個の横口が備わっていた。窯体内には、本来その天井部を形成していたと思わ

れる焼土塊の堆積が認められた。焼成部床面と壁面は緑黒色を呈し、その周囲および横口

の壁面は暗赤褐色に被熱している。焼成部床面は比較的平坦であるが、地山を掘り込んだ

後粘土の貼りつけを施していないため凹凸部分が認められる。横口に対応する部分には弧

状の挟りが認められる。焼成部床面主軸方向の傾斜角は、14度を測る。横口は楕円形を呈

し、その幅は約30～50cmを測る。横口床面は、作業面に向けて約15～20度の傾斜をつけて

いる。
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窯体の北端部分に煙道部が作られている。1号窯と同様、焼成部床面と連続している。

煙道部床面は、焼成部床面より一段高く作られている。壁面は、焼成部のそれと同様内湾

気味に立ち上がっており、下部は緑黒色に上部は赤褐色を呈している。

焼成部の南端部分の床面は一段低く作られていることから、前庭部に続くものと考えら

れるが後世の開削により欠失しているため不明である。

作業面

横口の側面には作業面が形成されている。作業面は、窯体部分より一段低く作られてお

り、横口との比高差は0．17～0．4mを測る。およそ焼成部全長と同じ長さをもち、最大幅約

1．15mを測り、開削された崖面に解消される。作業面北側にピットが作られ、須恵器横瓶

（第44図、52）が検出された。この横瓶は完形品で、ピット上面に正置状態で検出された。

横瓶はその特徴からみて、8世紀第2四半期に相当すると考えられる。

埋　土

窯体内の堆積状体は、焼成部床面には天井の焼土塊およびそれが土壌化したものの堆積

が認められる（第40図、土層図）。焼成部上半部の床面においては、炭化物・灰を含む暗赤

褐色砂質土の堆積が顕著である。この砂質土は、作業面最下層における炭・灰を多く含む

極暗赤褐色砂質土（第40図、A－B）とは同一層と考えられる。

作業面の堆積状況としては、横口から排出された炭化物・灰・砂粒を含む極暗赤褐色砂

質土が、作業面床面に薄い堆積層を形成する。その後、焼土・炭を含む赤褐色土の堆積が

続く。作業面の南側においては1号窯との切り合いがみられた。2号窯の築造に際し、1

号窯煙道部の壁面を削平していることが断面観察により確認された（第40図、E－F）。

3）出土遺物

K地区より出土した遺物は、土師器・須恵器・石製晶等が見られた。遺物の所属する年

代の推定可能な107点を図示した。土師器は大きく分けて、古墳時代前期に所属するものと

歴史時代のものがみられた。古墳時代前期のものは、SD－01およびピット中のもので、

他は遺物包含層もしくは表土中よりの出土である。個々の遺物の分類については、J地区

のそれに従って行なった。

土師器．（第42・43・45・46図、図版53・54）

1～7は土師器肇で、1～6の口径は13．0～15．8cmを測り、7は29．8cmである。いずれ

も複合口緑を有し、口緑端部を丸くおさめるもの（5）、面を持つもの（1・3・6）、外

方にやや摘みだすもの（2・4・7）が認められる。口緑部内外面ヨコナデ調整を施す。

頸部内面から体部内面にかけてはへラケズリを行なっているものも見られる。8は、壷で

口径17．2cm、残存高9．2cmを測る。湾曲した頸部から外反した後、内傾気味に立ち上がる口

縁部へと続く。口緑端部は、やや外方に向けて摘み上げ、丸くおさめる。内外面磨滅が著
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しく調整は不明である。9は、器台の受部である。口径19．0cm、残存高7．7cmを測る。いわ

ゆる鼓形器台で、大きく逆「ハ」字状に開く受部片である。口緑端部でやや外反気味に開

く。筒部は短く脚部へと続く。外面ヨコナデ。内面はナデを施す。10は、鼓形器台の脚部

である。底部径17．0cm、残存高4．4cmを測る。大きく「ハ」字状に開く脚で、脚端部は水平

にのばして丸くおさめる。外面ヨコナデ、内面は右下がりのへラケズリを行なう。筒部内

面と脚端部内面はヨコナデ調整を行なっている。1～4・9はSD－01、5はP54、6

はP41、7は1号窯作業面埋土、8はSK－04、10はP63より出土した。12は、1号窯

築窯以前の旧表土内より出土した高杯の脚部である。底部径7．2cm、残存高9．6cmを測る。

脚柱部はやや開き気味で、脚端部に向けて大きく逆「ハ」の字に開き、端部は平坦な面を

つける。受部内面は、円盤充填による。外面はナデ調整、脚端部内面はパケメの後ナデを

行なう。他はナデ調整を施す。1～10・12は、その特徴からみて概ね古墳時代前期前半頃

の所産と考えられる。

11は、SK－06より出土した土師器椀である。内外面赤彩が施されている。口径16．8

cm、器高5．5cmを測る。平坦な底部よりやや内湾気味に立ち上がり、外方に開く口縁部に続

く。口縁端部はわずかに外反し、端部は丸くおさめる。底部切り離しの後、体部の下半を

静止へラケズリを行ない丁寧なナデを施す。底部内面不整ナデ。内外面ヨコナデ調整を行

なった後、赤色顔料の塗彩をしている。遺物の特徴から7世紀後半頃に相当するものと考

えられる。

13・14は、P78より出土した小型壷である。13は、口径8．4cm、器高7．3cmを測る。平底

の底部よりほぼ垂直に立ち上がる体部から、外反する口緑端部へ続く。端部は丸くおさめ

る。口緑部外面はヨコナデ、体部外面は縦方向のパケメ、底部外面は不整ナデを行ない、

内面は不整ナデを施す。14は、口径8．1cm、器高8．0cmを測る。丸底の底部より内湾気味に

立ち上がり、ほぼ球形の体部をなす。頸部は屈曲し外傾気味の口緑部に続く。口緑端部は

丸くおさめる。口縁部内外面ヨコナデ調整を施す。休部外面は縦方向のパケメを施し、内

面は反時計回りのへラケズリの後ナデを行なう。13・14は、その特徴からみて7世紀後半

から8世紀初頭に相当すると考えられる。

15は、SK－05より出土した小壷の手捏ね土器である。口径約4．4cm、器高3．9cmを測

る。底部より回しながら捏ねり上げ成形する。外面は、上に向けてナデ上げる。遺物の特

徴から、古墳時代前期前半頃の所産と思われる。

16～21は、口径19．4～29．0cmを測る賓である。立ち気味の体部より「く」の字に屈曲し

て外反する口緑部に続く。口緑端部は丸くおさめる。いずれも体部下半は欠損している。

口緑部内外面ヨコナデ調整を施すが、18・19は斜め方向のパケメを行なっている。体部外

面は、縦方向のパケメを施す。内面は右上がりのへラケズリを施すもの（16・18・19）、ヨ
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コナデ調整のもの（17）が見られる。16～18は、遺物の特徴からみて7世紀中頃から後半

代に所属するものと思われる。20・21は7世紀後半代に、19は6世紀後半代と推定される。

22は、口径15．8cm、器高10．0cmを測る鉢である。平底の底部より、やや内湾気味に立ち

上がりわずかに丸みを持つ体部となす。頸部でわずかに屈曲し外傾気味の口緑部に続く。

口緑端部は丸くおさめる。口縁部外面は縦方向のパケメを施し、体部下半まで連続する。

口緑部内面は横方向のパケメを残す。体部内面はヨコナデ。底部外面はパケメを施し、内

面は不整ナデである。この鉢は、概ね7世紀後半代より8世紀代の所産と考えられる。

23は、口径16．7cmを測る浅鉢形の布目土器（製塩土器）である。体部は内湾気味に立ち

上がり、口緑端部は平坦面をなす。体部内面には、非常に目の細かい布目痕を残す。体部

外面はナデ調整を施し、部分的に指押さえを行なう。この布目土器（製塩土器）は、概ね

8世紀後半代に相当するものと考えられる。

31は、SD－04（山ノ上34号墳）の底部より出土した高杯である。口径12．0cm、器高

8・5cmを測る。内湾して立ち上がる杯部で、口緑端部は内湾した後上方に摘み上げやや尖り

気味におさめる。脚部は「ハ」字状に開く。内外面ヨコナデ調整を行ない、外面に赤彩を施

す。遺物の特徴からみて、陶邑編年第II型式第5段階に併行する時期のものと考えられる。

81は、口径19．2cm、残存高4．7cmを測る鉢形土器と思われる。やや外傾気味だが垂直に立

ち上がる体部で、口緑端部を外方に摘み出し丸くおさめる。口緑部内外面ヨコナデ調整を

施す。体部外面は、縦方向のパケメ、内面は上向きのへラケズリを施す。休部外面には煤

の付着が認められる。この鉢形土器はその用途が不明であるが、製塩土器の可能性を指摘

される。その所属する年代は、概ね8世紀代を考えられる。

82・86は、口径33．2～35．6cmを測る大形の賓である。屈曲した頸部より外反する口緑部

に続き、口緑端部は丸くおさめる。体部は欠損するが、寸胴型を呈するものと思われる。

82の口緑部内面はヨコナデ調整を行ない、外面にはやや斜め方向のパケメを施す。頸部内

面より下半は、へラケズリを行なったものと思われる。86は、口緑端部内外面をヨコナデ

調整し、外面は体部にかけて縦あるいは斜め方向のパケメを施す。口緑部内面の下半は、

横方向のパケメを入れる。頸部内面より体部にかけてへラケズリを行なう。製作年代は、

7世紀末～8世紀初頭を考えておきたい。

84・102～105は賓で、84はSD－01の底部、他は黒褐色土の遺物包含層より出土した。

口径12・6～13・8cmを測る。口緑部下端に稜を有するいわゆる複合口縁を呈する賓の口綾部

である。口緑端部は、丸くおさめるもの（84・102）、面を付けるもの（103～105）がみら

れる。口緑部内外面ヨコナデ調整を施し、頸部内面の下半はへラケズリを行なっている。

102の口緑部外面には煤の付着が認められる。これらの賓は、その特徴からみて概ね古墳時

代前期初頭から前半頃の所産と考えられる。
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85・106・107は、複合口緑を有する壷である。85は表土中の出土で、他は黒褐色土を呈

する遺物包含層よりもたらされたものである。107は体部下半を欠損する。やや肩の張る肩

部から頸部は垂直に立ち上がり、大きく外反した後口緑部下端にシャープな稜を付け、外

傾する口緑部へと続く。口緑端部は、やや凹み気味の面を持つ。体部外面および口緑部内

外面はヨコナデ調整を施す。107の肩部外面には、8条単位の櫛描波状文を施している。体

部内面は、時計回りのへラケズリを行なっている。これらの壷は、概ね古墳時代前期初頭

から前半代を製作時期と考えておきたい。

須恵器（第43～47図、図版53・54）

杯A（56・57）

基部径11．4～13．8cm、受部径13．2～16．0cmを測り、口縁部の内側に短く摘み上げる立上

りを有している。立上り端部は丸くおさめるもの（57）と、やや尖り気味（56）に終わる

ものが見られた。56の受部はやや外傾気味なのに対し、57は内湾気味に摘み出す。内外面

ロクロナデ調整である。56は、陶邑編年第II型式第5段階に相当するものと考えられ、57

はやや後出する。

杯B（40～44・46・50・68～76・92～94）

口径12．8～17．4cm、高台径9．4～12．2cmを測る。器高の判明したものは3点であるが、概

ね3．8～4．2・6．9cmの範囲に納まるものと思われる。口径の大小によりI：17．4cm、II：

16．5～16．8cm、III：12．8～14．1cmに分類できた。

杯BI（50）は、口径17．4cm、器高6．9cmを測る。平坦な底部より屈曲し、わずかに内湾

気味に逆「ハ」字状に開く口緑部に続く。口緑端部は、やや尖り気味に丸くおさめる。底

部切り離しは、回転糸切りによる。底部の屈曲部のわずかに内側に、逆台形の高台を貼り

つける。口緑部内外面ロクロナデ、底部内面は不整ナデを施す。遺物の特徴から、8世紀

中頃以降を考えておきたい。

杯BIIは、40・69が該当する。40は、口径16．8cm、器高3．8cmを測る。平坦な底部より外

傾気味の口緑部に続く。口緑端部は丸くおさめる。底部外面の屈曲部に、断面方形の高台

を貼りつける。口緑部内外面ロクロナデ。底部内面は不整ナデ。底部外面はへラケズリ調

整を行なう。69は、口径16．5cm、残存高2．4cmを測る。底部を欠損するが、高台を有してい

たものと思われる。やや内湾気味に立ち上がる口緑部で、端部はわずかに外方に摘み丸く

おさめる。内外面ロクロナデ調整を行なう。杯BIIは、陶邑編年第IV型式第1～2段階に

相当するものと思われる。

杯BIIIは、41・46・68・70・71・92が該当する。口緑部は、底部の屈曲部より内湾気味

に立ち上がるもの（46）、外傾するもの（41・68・70・92）、わずかに外傾したのち端部を

やや外反させるもの（71）が認められる。いずれも口緑部内外面ロクロナデ調整を施す。
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92は、屈曲部のわずかに内側に逆台形の高台を貼りつけている。92の底部内面は不整ナデ

を行なう。杯BIIIは、陶邑編年第IV型式第1～2段階に相当するものと思われる。

42～44・72～76・93・94・96は、杯Bの底部である。高台径は9．6～13．2cmを測る。高台は、

屈曲部に付けるもの（72・94・96）、屈曲部のわずかに内側に付けるもの（43・76・93）、

屈曲部の内側に付けるもの（42・44・73・74・75）が認められる。高台の断面は、方形も

しくは台形のものが多く見られ、その高さも低い。逆台形のもの（94）は、その高さも高

いことが知られた。底部外面は、反時計回りのロクロ回転を利用したへラケズリを施すも

の（72）、ケズリの後口クロナデを施すもの（42・44・73・75）、ケズリを行なわずロクロ

ナデ調整のみのもの（74・76・93・94・96）が見られる。底部内面は不整ナデを行なうも

のが多く見られる。

杯C（24・27・90・91）

24・27は、杯から蓋へと移行する時期のものと考えられる。24は、口径11．1cm、器高3．

35cmを測り、SI－01より出土した遺物である。平坦な底部から外傾した体部へ続き、

連続した「く」の字に屈曲し口緑端部は尖り気味に終わる。本来、口緑端部の屈曲部分に

立上がりを貼りつけるものである。底部外面はへラ切り離しの後板目圧痕を残す。風化が

著しく調整は不明である。27は、SD－03（山ノ上33号墳）の底部より出土した。口径

13．3cm、器高5．2cmを測る。丸底気味の底部より、内湾して立ち上がり「く」の字に屈曲し

て外反する口緑端部へ続く。端部は丸くおさめる。口緑部の屈曲部のやや下方に1条の浅

い沈線を施す。底部外面は、へラ起こしののち指押さえを行なう。底部内面は不整ナデを

行ない、他はロクロナデ調整を施す。90・91は、高杯の杯部の可能性も考えられる。90の

口径は14．0cm、残存高4．2cmである。平坦な底部より内湾気味に立ち上がり、口緑端部はわ

ずかに外反し丸くおさめる。内外面ロクロナデ調整を施し、底部内面は不整ナデを行なう。

91は、口径14．4cm、残存高4．0cmを測る。平坦な底部よりわずかに外傾する口緑部に続き、

口緑端部は丸くおさめる。内外面ロクロナデ調整である。杯Cは、その特徴からみて陶邑

編年第II型式第6段階に相当するものと考えられる。

蓋A（32～34・53～55）

丸みを帯びた天井部よりなだらかな傾斜で口緑部に続く。基部径11．6～15．4cm、残存高

4．0～4．4cmを測る。天井部外面は、へラ切り離しののち未調整。口緑部内外面ロクロナデ

調整を行なう。天井部内面は不整ナデを行なう。

蓋B（87・88）

平坦な天井部より内湾気味に口緑部へ続く。口緑端部は丸くおさめる。基部径11．7～13．

2cm、器高3．0～3．5cmを測る。天井部外面は、へラ切り離しののちナデ調整を行なっている

と思われる。88には、板目圧痕が見られる。内外面ロクロナデ調整を施す。
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蓋A・Bは、その特徴からみて、概ね陶邑編年第II型式第5～6段階に相当するものと

考えられる。

蓋C（35～39・51・61～67・89）

天井部外面の中央につまみを有する蓋である。基部径13．0～18．0cmを測り、その大小の

差によりI：15．0～18．0cm、II：13．0～13．6cmに分類できた。

蓋CIは、37・38・51・61・62・66・89が該当する。平坦な天井部から屈曲して口端部

へ続くもの（37）、緩やかに続くもの（38・51・61・66）、緩やかに続き端部でわずかに屈

曲するもの（62・89）が認められる。口端部は、端部で屈曲したのち、さらに屈曲して外

方に摘み出すもの（37・38・51・62・66）と、口端部より折り曲げたもの（39・61・89）

が見られる。端部は丸くおさめるが、口端部より折り曲げたものは、その断面はやや逆三

角形をなす。天井部外面は、へラケズリののちロクロナデを行なう。つまみはロクロナデ

である。内外面ロクロナデ調整を施す。

蓋CIIは、35・39・63・67が該当する。35のつまみは宝珠形を呈し、63のそれはやや扇

平である。平坦な天井部より屈曲して口端部に続くもの（35）、緩やかに続くもの（39・67）、

丸みを帯びた天井部から緩やかに口端部へ続くもの（63）が認められる。端部は、折り曲

げ下垂させるもの（35・39）、屈曲し摘み出すもの（63）、屈曲下垂させ摘み出すもの（67）

が見られる。35の天井部外面は回転糸切りののちロクロナデを行なう。63の天井部外面は、

へラケズリののちナデを施す。天井部内面は不整ナデを行なう。他は、ロクロナデ調整で

ある。

36・64・65は蓋Cのつまみである。つまみはいずれも扇平で、中央部を凹ませるもの（36）

と、わずかに凹ませるもの（64・－65）が見られる。天井部内面は不整ナデを行ない、外面

はロクロナデ調整を施す。65の天井部外面はへラケズリを施している。

蓋Cは、その特徴からみて陶邑編年第IV型式第1段階以降の所産と思われる。その中で

も蓋CIIの35はやや後出するものと推定される。

高杯（26・45）

26は、口径15．1cm、残存高9．2cmを測る。やや丸みを帯びた底部より、外傾気味の口緑部

に続く。口緑端部は丸くおさめる。口緑部下端に1条の沈線を施す。脚柱部は、一旦すぼ

まり「ハ」字状に開く。脚柱部の中央部に2～3条の沈線を施す。口緑部外面にカキメを

施す。内外面ロクロナデ。杯部内面は不整ナデである。45は、口径14．2cm、残存高3．6cmを

測る。平坦な底部より外傾気味の口縁部に続き、端部は丸くおさめる。底部外面はへラケ

ズリののちロクロナデを行なう。口緑部内外面、底部内面はロクロナデ調整である。遺物

の特徴から26は、陶邑編年第II型式第5段階。45は、同第6段階以降に相当すると考えら

れる。
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高杯脚部（49・59・60・80）

49は、底部径7．2cm、残存高2．6cmを測る。「ハ」字状に開く脚部で、端部は下垂させわず

かに丸くおさめる。断面は逆三角形をなす。内外面ロクロナデ調整である。59は、大きく

「ハ」字状に開き底部径16．0cm、残存高2．2cmを測る。端部はわずかに外方に摘み出し平坦

な面を付ける。内外面ロクロナデ調整である。60は、底部径11．8cm、残存高4．0cmを測り、

「ハ」字状に開く。端部はさらに開き気味で下垂させて丸くおさめる。脚柱部に、長方形

透かしを有している。内外面ロクロナデ調整である。80は、底部径10．6cm、残存高1．1cmを

測り、大きく開いた裾部である。端部は上下に摘み出す。内外面ロクロナデ調整である。

これらの脚部は概ね陶邑編年第II型式第5～6段階に相当するものと思われる。

鉢（100）

100は、把手付の鉢で口緑部を欠く。胴部最大径21．4cm、残存高は11．8cmである。平坦な

底部より、丸い胴部へと続き、肩部で内方に屈曲しさらに屈曲して口緑部にいたる。胴部

の最も張りだした部位に2方向の把手を付けたものと思われる。底部外面から胴部の1／

4にかけてへラケズリを行なう。胴部外面はロクロナデを施す。胴部内面の上半はロクロ

ナデ、下半と底部内面は不整ナデである。この鉢は、その特徴から概ね8世紀代の所産と

考えておきたい。

壷（25・28・29・47・78・79・99）

25は、SD－03付近の遺構面より出土した小壷であるこ胴部最大径8．5cm、残存高7．1

cmを測る。丸底の底部より、内湾して立ち上がる胴部から肩の張る肩部に続く。頸部は屈

曲し、逆「ハ」の字に開き口緑部へ続く。内外面ロクロナデ調整を施す。28・29は、SD－

03（山ノ上33号墳）の底部より出土したものである。28は、口径12．1cm、器高7．7cmを測

る短頸壷である。やや丸底気味の底部より、内湾気味に立ち上がる体部をなし、体部上部

でさらに内湾したのち屈曲して口緑部に続く。口緑端部は丸くおさめる。休部はやや歪な

感を与える。内外面ロクロナデ調整を施す。29は、口径5．8cm、器高8．8cmを測る短頸壷で

ある。平坦な底部よりわずかに内湾して立ち上がる体部をなし、胴部上半から丸みを帯び

た肩部に続く。肩部よりわずかに屈曲して内傾気味の口緑部に続く。口緑端部は丸くおさ

める。底部外面は、へラ切り離しののち屈曲部の内側にへラケズリを施す。全体に剥落が

著しく調整は不明であるが、内外面ロクロナデ調整と思われる。47は小壷の口緑部で、口

径5．8cm、残存高2．6cmを測る。やや外傾する口緑部で、端部は丸くおさめる。内外面ロク

ロナデ調整を施す。78は、広口壷の口縁部下半から頸部にかけての遺存である。頸部径8．

4cm、残存高4．7cmを測る。逆「ハ」字状に開く口縁部から、丸みを帯びた肩部に続くもの

と思われる。口縁部外面のほぼ中央部に1条の櫛描波状文を施す。内外面ロクロナデ調整

を施す。79は、長頸壷の口緑部と思われる。口径11．4cm、残存高3．0cmを測る。逆「ハ」の
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字に外傾する口緑部で、端部は丸くおさめる。内外面ロクロナデ調整である。99は、台付

長頸壷の体部下半である。高台径11．0cm、残存高9．0cmを測り、残存する胴部最大径は15．

0cmである。平坦な底部より外傾気味の休部に続く。底部の屈曲部に高台を貼りつける。内

外面ロクロナデ調整を施す。

25・28・29は、その特徴から陶邑編年第II型式第6段階に相当する。47・78・79もほぼ

同時期と推定される。99は、陶邑編年第IV型式第3段階以降の所産と思われる。

横瓶（52・77・83・95・98）

52は、2号窯作業面に位置するPOOlより出土した。口径13．8cm、胴部長径48．0cm、短径

29．3cmを測る。器高は34．3cmである。ほぼ完形で、やや胴の張る長円形を呈する。口綾部

は、わずかに直立する頸部より逆「ハ」字状に外傾する。端部の外側を外方に摘み出し、

内側に段をつける。口緑部の接合は、胴部に穿孔したのち差し込んでナデつける。胴部の

他方は、円盤充填である。口緑部内外面ロクロナデ調整を施す。胴部外面は平行タタキメ

ののち縦回りのカキメを施す。胴部内面は、同心円タタキメを残す。77は、横瓶の口緑部

と思われる。口径12．6cm、残存高3．2cmを測る。逆「ハ」の字にやや外反する口縁部で、端

部は平坦な面をつける。内外面ロクロナデ調整である。83は、口緑部径11．0cm、残存高8．

2cmを測る。胴部はやや肩が張り気味である。口緑部は、内傾気味の頸部より外反して口緑

端部に続く。端部は玉線状をなし丸くおさめる。口緑部内外面ロクロナデ調整を施す。胴

部外面は、平行タタキメののも縦方向のカキメを入れる。胴部内面は、青海波文タタキメ

を残す。95は、横瓶の口緑部と思われる。口径10．4cm、残存高4．9cmを測る。わずかに外傾

気味に直立する口綾部で、端部は面をなしやや凹を持つ。内外面ロクロナデ調整である。

98は、口径11．0cm、残存高5．3cmを測り、口縁部と胴部の一部の残存である。胴部より「く」

の字に屈曲した頸部から外傾する口緑部に続く。口緑端部はわずかに上方に延び、丸くお

さめる。端部の外側を肥厚させる。口縁部内外面ロクロナデ調整で、胴部外面は平行タタ

キメ、内面は同心円タタキメを残す。

52・77・95は、その特徴から陶邑編年第IV型式第1段階に相当するものと思われる。83・

98は、陶邑編年第III型式第1段階併行時期と考えられる。

嚢（48・97）

48は、1号窯前庭部の北側の遺構面より出土した。口径22．0cm、残存高16．4cmを測り、

胴部最大径は36．6cmと推定される。丸みを帯びた肩部より、「く」の字に屈曲して立ち上が

る頸部から大きく開く口緑部に続く。口緑端部は外反を強め、端部を上下に摘み出すこと

により下垂する。上端部はやや凹む。口緑部内外面ロクロナデ調整を施す。胴部外面は平

行タタキののち横方向のカキメを行なう。胴部内面は車輪文タタキメを残す。97は、口径

18．5cm、残存高5．3cmを測る。胴部より「く」の字に屈曲して口縁部に続く。口緑端部は丸
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くおさめる。頸部・口緑部内外面ロクロナデ調整を施す。肩部外面の上半は、頸部の回り

を周回させる平行タタキメを施し、その下側には横方向のカキメを行なう。内面は、青海

波文タタキメを残す。

遣物の特徴から97は陶邑編年第II型式第6段階に、48は同第IV型式第3段階に相当する

ものと思われる。

第3節　平成4年度の調査

平成4年度は、丘陵上に位置する古墳の調査を行なった。平成2年度に行なった試掘調

査の結果により、D・E・F・H地区がその対象となった。D地区：4基、E地区：2基、

F地区：1基、H地区：2基の調査を行なった。調査の結果、古墳の所属する年代は、古

墳時代中期から古墳時代後期後半代に造営されたことが知られた。また、古墳の調査中に、

墳丘の下に窯跡の存在することが知られた。このことにより、周辺部の試掘調査を行ない、

新たに4基の窯跡を確認するにいたった。これらの窯跡の調査は、関係各機関との協議に

より、次年度に実施することとなった。

1．山ノ上15号墳（第50・51・54～57図、第25・26表、図版17～19・55）

1）位置と現状
山ノ上通山遺跡の中央部を、南東に延びる丘陵の先端部にD地区が位置する。このD地

区の南東部に、15号境は立地している。

D地区の東側は既に工場建設に伴い、丘陵斜面の開削が行なわれており、丘陵頂部の平

坦部が辛うじて残存する状況にあった。丘陵斜面の開削は東側のみならず、南側斜面部に

於いても同様で、本来の山容を著しく変容させていた。この為、丘陵上に営まれていたで

あろう古墳の数基は、既に消滅したものと考えられる。

15号墳は、墳丘の南側の一部が丘陵斜面部の開削による土砂採取により崩壊していた。

東側においては、周溝外堤部の一部を失っている程度であった。墳丘の頂部は、明らかに

後世の削平を受けており平坦面をなしていた。

2）墳　丘
地山整形

本墳は、丘陵頂部の平坦面に構築されている。このため墳丘の周囲を、幅1．2～1．85m、

深さ0．4mの緩やかな「U」字状の溝を掘り下げ周溝としている。溝の北側は、隣接する16

号墳の周溝を一段低く掘削している。溝の南側は、丘陵斜面の等高線が減じていくに連れ

てその深さも浅くなり、南西部で一部消滅する。墳丘の南側は、開削により消失している

ため不明である。墳丘基底面は、周溝掘削に際して旧表土面を一部削平する程度で、削平
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面も緩やかな傾斜をつけるものの殆ど平坦である。墳丘の南側は若干の盛り土を行なって

基底面を作っている。墳丘の北側は自然地形をそのまま利用している。

墳　丘

本墳の墳丘は、マウンドとしての体裁をよく整えて良好な状態で遺存していたが、墳丘

盛土の多くは後世の削平により失っていた。削平は、墳頂部の南側で顕著であった。墳丘

盛土は、墳丘断割りトレンチによって観察することが出来た。それで見ると、墳丘は基本

的には旧表土面を基底となし、周溝掘削面より盛土を行なう。

墳丘の盛土は、基本的には周溝掘削時に生じた地山土を盛り構築したものと思われる。

このため層序の確認には不明瞭な部分も伴ったが、その築造過程は概ね2段階に分けられ

る。第1段階は墓場据り下げをはじめる地点までの盛土で、第2主体が最初に作られる。

第2段階は、第2主体の埋葬が終了したのち、埋葬施設の上部を覆う盛土を行ない墳丘の

体裁を整える。この盛土は、墳丘基底部より40cm以上の厚さで覆っていたものと考えられ

る。第1主体は、この盛土が完成したのち再度墓場掘り下げを行ない、埋葬行為を営んで

いる。

墳丘の裾線は、径約11mの円形を呈していた。周構外堤部での径は約14mを測る。

3）埋葬施設
本墳の埋葬施設は、墳丘の中央部とやや北に偏した位置に営まれた2基の木棺墓であっ

た。この2基の木棺墓は、盛土面より掘り込んで二段掘りの隅丸長方形の墓場を作り、そ

の中心部に木棺を埋置していたことが判明した。

第1主体　本墳での埋葬順位は、第2主体に次ぐものであるが、墳丘平坦部の中心に位

置し規模も大きいことから考えて15号墳の中心主体となるものである。

墓填掘り方は、長辺2．97m、短辺1．07m、深さ0．37mを測る狭長な隅丸長方形をなす。

墓場の主軸方位は、N－670　－Wである。この墓場の中央に、内法長2．45m、幅0．27～0．

38mの箱形木棺を埋置し、頭位を西に向けたものと思われる。墓境内には、北側の長側辺

と、東西の小口側にテラスが作られている。北側のテラスは、幅20．0～40．0cmを測り、小

口側では14．0～22．0cmである。南側でも同様のテラスを有していたものと思われるが、後

世の削平により消失している。墓境内の北側テラスの東寄りに赤色顔料と思われる土塊が、

（11×7×3）cmの範囲で検出された。墓場底の東側においては、長側板と小口板を安定

化させるための浅い溝が作られていた。この溝により、長側板を小口板で支える構造であ

ることが知られる。溝底部の幅は約3cmを測ることから、側板及び小口板の厚さを示して

いると考えられる。この厚さは、後述する鉄刀の出土状態が、墓場壁面と約3cmの距離を

保っていることと合致する。

棺内遺物として、南側の長側辺に沿い、墓場底より若干浮いた状態で鉄刀（第57図、11）
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が検出された。切先を西にし、刃部を下方に向ける。また、墓場上面において供献土器が

見られた。供献土器は、墓場上面の窪みに堆積した黒褐色土中より土師器高杯（第57図、

1～5）がみられた。この高杯は、表面が著しく風化しており、かなりの長期間地表面に

露呈していた土とが窺われる。1・2は、脚部と受部が分離して出土したが、ほぼ正置状

態であった。他の高杯も40～50cmの範囲で出土しており、本来の供献状態を示すものと思

われる。

第2主体　第1主体の北側に位置する。南側の墓場壁は、第1主体に切られている。墓

場掘り方は、長辺2．15m、短辺1．05m、深さ0．34mを測る隅丸長方形をなす。墓場の主軸

方位は、N－680　－Wを測る。この墓場の中央に、内法長1．54m、幅0．39～0．51mの木棺

を埋置し、頭位は西向きと思われる。木棺の長側板と小口板の周囲に、テラスを設けてい

る。北側のテラスで10～21cm、南側では16～25cm、東側で16～21cm、西側では12～15cmを

測り、南側のテラスが若干広く作られている。木棺は、長側板を小口板で挟み込んで固定

している。墓場底南側の両サイドに幅約3～4cmの溝が遺存しており、長側板を固定する

ためと思われる。小口板は、東側のそれは挟み込んだ長側板の外側にはみ出し、墓場壁の

両側に剃り込みを入れるが、西側では他方のみはみ出させている。小口板を填め込む溝は

作られていないが、西側小口の壁面から底部にかけての一部に粘土塊が遺存していた。こ

の粘土塊は小口板を固定化させる装置と思われる。墓堀内埋土の土層観察によれば、小口

板の厚さは4～5cmと想定される。

4）出土遺物

本墳で出土した遺物は、第1主体墓堀内より鉄刀1、墓場上面より土師器高杯5、周構

内から土師器聾1、須恵器旛2、杯蓋2等が見られた。また墳丘基底部をなす旧表土中よ

り石錬・黒曜石片も検出された。

土師器高杯（第57図1～5）

1は、口径15．5cm、器高12．0cm、底部径10．6cmを測る。「ハ」字状に開く脚台部より、す

ぼまり気味に立ち上がる脚柱部に続く。受部は、平坦な底部より屈曲したのち大きく外傾

する口縁部へ続く。口緑端部は丸くおさめる。受部内面はわずかにカーブを措き浅い椀状

を呈する。脚柱部の外面はへラ先で撫でつけるため、縦方向のへラミガキ状の面を持ち多

角形をなす。受部内面は、円盤充填である。受部内外面と脚部外面はヨコナデ調整ののち

赤彩を施す。脚部内面はへラケズリを施し、内面の上半は絞り込みののちにケズリを行な

う。2は、口径15．2cm、器高10．7cm、底部径9．4cmを測る。「ハ」字状に開く脚台部より、

すぼまり気味に立ち上がる脚柱部に続く。受融は、平坦な底部より内湾気味に立ち上がり

口綾部へと続く。口緑端部はやや面を付けるが丸くおさめる。脚部は、受部底部外面に填

め込む。口縁部内外面と脚部外面は、ヨコナデ調整ののち赤彩を施す。脚部内面の上半は
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絞り込みが見られ、下半はへラケズリののちナデを行ない赤彩を施す。3は、口径14．3cm、

残存高5．9cmを測る受部である。丸みを帯びた底部より、内湾気味に開く口緑部へ続く。口

緑端部は丸くおさめる。脚部を失うが、差し込み式で底部中央の孔は、粘土棒を回転を利
、

用して押し込む。そののち脚部側より棒状の工具によりさらに下側から押し込んで仕上げ

る。内外面ヨコナデ調整ののち赤彩を施す。4は、口径14．8cm、残存高6．6cmを測る受部で

ある。丸底気味の底部より僅かに内湾しながら立ち上がる口緑部へ続く。口緑端部を欠く。

脚部を失うが、底部内面の中央を穿孔し、差し込んで接合する。孔の充填は（3）と同様

である。受部内外面ヨコナデ調整ののち赤彩を施す。5は、口径14．4cm、器高6．7cm、底部

径6．0cmを測る低脚杯である。「ハ」字状に開く脚台部より外反気味の短い脚柱部へ続く。

受部は、平坦な底部より内湾気味に立ち上がる口縁部に続き、端部は丸くおさめる。脚部

外面は指押さえを残す。内面は工具で全周を段階的に撫でるため、ナデの単位が残る。受

部内外面、脚部外面はヨコナデ調整ののち赤彩を施している。

土師器嚢（第57図6）

周溝北側の外堤寄りの底部より出土した。口径13．5cm、残存高9．1cmを測る。丸みを帯び

た肩部より「く」の字に屈曲して口緑部に続く。口緑部下端はやや肥厚し、複合口緑の名

残を残す。口緑端部はやや尖り気味で内側に面を持つ。体部下半を欠くが、球形の胴部を

なしていると思われる。土器表面の剥離が著しく調整は不明だが、口緑部内外面ヨコナデ、

肩部外面は縦と横方向のパケメを施している。肩部内面はへラケズリと思われる。

須恵器五重（第57図7・8）

墳丘北西部の周溝底部より出土した遺物である。7は、口径9．5cm、残存高10．7cmを測る。

底部を欠くが丸底をなすと思われる。体部下半は内湾気味に立ち上がり、やや肩の張る肩

部に続く。頸部は「く」の字に屈曲し外反して立ち上がり口緑部に続く。口縁部下端にシ

ャープな稜を付け外傾気味に口緑端部へ続く。口縁端部は丸くおさめる。体部の張り出し

部分は、器高の約1／2にあり全体にややバランスが悪い感を与える。この部分に穿孔さ

れたものと思われるが欠失しているため不明である。口緑部、頸部内外面ロクロナデ調整。

頸部外面はナデ調整ののち13条の櫛描波状文を施す。頸部内面の下端部分は工具による不

整ナデを行なっている。体部内面はナデ調整を行ない、底部内面に指押さえを施している。

休部外面ロクロナデ調整ののち、休部の張り出し部分の上下にへラケズリを行ない、突帯

状の凸部を造り出している。この凸部に10条の櫛描波状文を施す。この部分に穿孔したも

のと思われるが欠失している。底部外面には平行タタキメを残す。8は、肩部と頸部を欠

くが大形の鰻と思われる。口縁部は、口径15．2cm、残存高2．9cmを測り、体部最大径は23．

9cm、残存高約16．5cmと思われる。体部は倒卵形をなす。口緑部は外反し、端部に面を付け

る。端部の僅かに下方に1条の突帯をめぐらす。口緑部内外面ロクロナデ調整を行ない、
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外面の突帯の下側に11～12条の櫛描波状文を施す。体部内外面ロクロナデ調整ののち、体

部張り出し部のやや上方に2条の沈線を廻らし、その間に10条の櫛描波状文を施す。体部

下半から底部にかけての外面は平行タタキメを施す。底部内面は、当て工具痕を残す。

須恵器壷蓋（第57図9・10）

9・10は、周溝検出面よりの出土である。9は、口縁端部を欠き残存高2．6cmを測る。平

坦な天井部より「L」字状に屈曲して口緑部に続く。天井部外面は、へラ切り離しののち

未調整である。天井部内面及び口縁部内外面はロクロナデ調整を施す。10は、口縁端部を

欠き残存高2．0cmを測る。平坦な天井部より屈曲して口緑部に続く。天井部外面は、自然粕

が付着し調整は不明である。天井部内面、口綾部内外面はロクロナデ調整を施す。

鉄刀（第57図11）

第1主体の木棺内出土遺物である。全長54．6cm、刀身長42．2cm、身元幅2．9cm、背幅0．9

cm（関側）・0．5cm（鋒側）・0．8cm（中央）、茎長12．4cm、茎中央幅1．4cm、茎尻幅1．4cm、背

関幅0．3cmを測る。関は、南関で鍔を装着していたものと考えられその厚さは9mmを測る。

刀身は、木質が遺存していることから常を装着していたものと考えられ、その外側には紐

巻きが施されていた。茎には、目釘孔が2カ所認められる。茎には柄が装着され、紐によ

る巻締めが施されている。全体に錆化が進んでいるが、比較的良好な状態で出土している。

以上の遺物の観察から、本墳の築造時期を考えてみたい。

土師器の特徴を見た場合、鳥取市岩吉遺跡における岩吉遺跡土器編年のVIII期新段階に該

当し、岩吉遺跡SD－03併行時期に相当するものと思われる。須恵器連は、その特徴か

ら陶邑編年第I型式第5段階併行時期（田辺編年でいうTK208）が考えられる。

遺物の所属する年代からみて、概ね古墳時代中期後半代には15号墳の造営が終了してい

たものと考えられる。

2．山ノ上16号墳（第50・51・58～64図、第27～34表、図版17・19～21・55）

1）位置と現状

D地区に位置し、15号墳の北側に立地する。本墳の北には32号墳が隣接する。墳丘の東

側は、既に丘陵の開削により失っていた。墳丘の頂部は平坦面をなしており、後世になん

らかの削平が行なわれたものと思われた。

2）墳　丘
地山整形

本墳は、丘陵頂部の平坦面に構築されている。このため15号墳と同様、墳丘の周囲を幅

1・0～2・Om、深さ0．4mを測る緩やかな「U」字状の溝を掘り下げて周溝を作っている。溝

の北側は、隣接する32号墳の周溝を切り、一段低く掘り下げている。墳丘基底面は、旧表
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土をベースとし、周溝掘削に際し溝の内側を削平するのにとどまる。これは、本墳の位置

が丘陵頂部のほぼ水平面に構築されたため、地山整形の必要性が余り無かったものと思わ

れる。

墳　丘

本墳の墳丘は、古墳のマウンドとしての体裁を良好な状態で残していたが、墳丘盛土の

上半は後世の削平によって失っていたことが知られた。この削平は、墳頂部の南側で顕著

であり、ほぼ水平な平坦面を作っていた。本墳は、旧表土面より盛土が行なわれており、

墳丘の縦横に設けた断割りトレンチによってその状況を窺い知ることが出来た。それによ

ると墳丘は、旧表土面を基底と為し周溝掘削面ぎりぎりより盛土を行なう。

墳丘盛土は、周溝掘削時に生じた地山土を主にして盛り上げ構築している。このため層

序の確認には不明瞭な部分も伴ったが、その築造過程は基本的に2段階に分けて行なわれ

たものと考えられる。第1段階は、墓場掘り下げにかかわる面まで行ない、埋葬が終了し

たのち再度盛土を施して墳丘の体裁を整えたものと考えられる。この盛土は、墳丘の東側

で見ると、墓場検出面までの厚さが45cmあり、本来は墳頂部まで凡そ80～90cmの盛土が施

されたものと思われる。

墳丘の裾線はやや南北に長い円形を為し、長径15．0m、短径は推定約14．0mを測る。

3）埋葬施設
本境の埋葬施設は、墳丘のほぼ中央部に2基の木棺墓が作られていた。これらの木棺墓

は、盛土面より掘り込まれ、二段掘りの隅丸長方形の墓場を作り、その中央に木棺を埋置

していた。

第1主体　墳頂部中央の北側に位置する埋葬施設である。墓場掘り方は、長辺3．59m、

短辺1．64m、深さ0．34mを測り、その主軸方位は、N－690　－Wである。この墓壕の中央

に、内法長2．98m、幅0．47mのやや舟底状の箱形木棺を埋置し、頭位を西に向けたものと

思われる。墓堀内には木棺の周囲にテラスが設けられている。北側のテラスは、幅32～45

cm、南側で28～45cmを測る。小口側では、東側で22cm、西側では25～35cmを測る。木棺の

両小口側には、小口板を設置するための溝が掘り込まれている。此れにより第1主体の木

棺は、両側板を小口板で挟み込む所謂梯子型を為すことが知られた。両側板に挟まれた木

棺底部は、判然としないがその断面は「U」字状を呈しており、所謂舟底型の木棺である

と考えられる。

棺内出土の遺物として、墓場底の西側において約200個余りのガラス小玉が検出された。

このガラス小玉は、大きいもので径約4mm程度で、その多くは2mm前後であった。検出状

態は、棺の中央部より西側小口板までの間に東西約45cm、南北約18cm、厚さ約10cmの範囲

で散在していた。被葬者に装着したのではなく棺上に供献したものと思われる。この他に
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は、土師器片が見られたが、細片であるため棺内への流入土に混在していたものと思われ

た。また、西側小口板の底部より刀子が検出された。この刀子は、小口板の方向に沿って

出土し、刃部を北側に向けていた。出土した地点は小口溝であったが、本来、木棺内の西

端部分に納められていたものが小口側に転落したものと思われる。

第2主体　第1主体の南側に位置する。墓場掘り方は、長辺2．93m、短辺1．11m、深さ

0．19mを測り、その主軸方位はN－800　－Wである。墓場の中心には、内法長2．69m、幅

0．33mの割竹形木棺もしくは舟底形木棺を埋置していた。墓堀内には、東端部に小口溝が

穿たれている。西側には小口板の設置が認められないことから、東側のみ閉塞したものと

思われる。木棺の南北と西側にテラスを作っている。北側のそれは、幅21～35cm、南側で

30cm、西側においては5cmを測る。木棺の厚さは、土層断面の観察により約3～4cmと推

定される。

第2主体よりの棺内遺物の出土は見られなかった。

4）出土遺物

本墳での出土遺物は、第1主体墓堀内より刀子1、ガラス小玉約200、周構内から土師器

椀1、須恵器腫1、賓胴部片1等が見られた。

土師器椀（第61．図2）

墳丘北側のやや東寄りの周溝外縁部より出土した。口径13．0cm、器高6．0cmを測り完形晶

である。丸底の底部より内湾気味に立ち上がり口緑部で僅かに内傾して直立する。口緑端

部は内側にやや面を付ける。口緑部内外面ヨコナデ調整を施す。体部外面は不整なパケメ

を施している。底部内面には指押さえを残す。体部外面には赤色塗彩を行なっている。

須恵器施（第61図1）

墳丘西側の周溝埋土上層より出土した。口縁部片のみの出土であるが、藤の口緑部と思

われる。口径9．6cm、残存高2．0cmを測る。口緑部は、やや外反気味に端部につづき丸くお

さめる。口緑部下端に稜をつける。口綾部内面では、頸部に連続する部分において僅かに・

屈曲している。口緑部内外面ロクロナデ調整である。

刀　子（第62図4）

第1主体墓堀内の西側小口溝より出土した。切先と茎尻を欠損する。残存長5．85cm、刀

身部残存長3．1cm、刀身元幅1．0cm、背幅0．4cm、茎残存長2．75cm、茎中央幅1．0cmを測る。

茎には木質が遺存しており、木柄を装着していたと考えられる。

ガラス小玉（第63・64図1～188）

第1主体の墓場底部より出土した。小玉の長さは0．9～4．55mで、平均値は1．41mである。

外径は、1．1～6．25mmで、平均値は2．27mである。孔径は、0．5～1．45mmで、平均値は0．83

mである。重量は、2～83mgで、平均値は9．64mgを測る。ガラスの色調は、藍色、淡青色、
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淡緑色、濃藍色等が主体で、濃赤灰色を呈するものも見られた。

以上の出土遺物の観察により、16号墳の築造年代について考えてみたい。

土師器椀の特徴は、岩吉遺跡土器編年に見るVIn期古段階と併行する時期が考えられるこ

とと、須恵器魅の所属する年代が陶邑編年第I型式第4段階併行時期に比定出来ることで、

概ね古墳時代中期中葉には造営が完了したものと思われる。

3．山ノ上25号墳（第50・51・65・66図、第24表、図版17・21）

1）位置と現状
D地区の南西部に位置する。遺跡内の工場建設に際しての丘陵部開削のため墳丘の大半

が削平されていた。平成2年度の試掘調査において、周溝の一部が検出されその存在を知

ることとなった古墳である。古墳は、丘陵が斜め方向に削平されているため、周溝の北側

の一部が確認されたにすぎない。

2）墳　丘
本墳は、既に墳丘の大半を失っているため地山整形の有無は判然としない。周溝断面の

層序確認において、僅かに遺存していた墳丘の一部に盛土が1層確認できた。それによる

と、地山面を基底としていることが判明した。周溝は、地山面に灰褐色粘質土の盛土を行

なったのちに掘削したものと思われる。周溝は、全周の約1／3が遺存し、幅1．9m、深

さ0．8mを測る。墳形は円形をなし、墳丘裾線よりの径は9mと推定される。

遺存していた周溝の東側より、一旦北方向に延びたのち屈曲し北東に登る道状遺構が確

認された。この遺構は、緩やかな浅い「U」字状を呈しており、全長12m、幅1～1．3m、

深さ0．2mを測る。出土遺物は見られず性格も判然としないが、D地区における墓道として

の可能性を考えておきたい。

3）出土遺物
本墳の出土遺物は、周溝底部より土師器肇が見られたが、磨滅が著しく図化できなかっ

たが、概ね古墳時代中期後半から後期前半にかけての所産と思われる。

4．山ノ上32号墳（第50・51・67～72図、第35・36表、図版17・22・23・56・57）

1）位置と現状
D地区の最も北側に位置し、南側には16号墳が隣接する。本墳は、今回の調査中に新規

発見した古墳である。前述した古墳を調査するにあたり、周辺の抜開作業を行なったとこ

ろ古墳状の高まりを確認するに到ったものである。墳丘の大半は、既に削平を受けており

殆ど平坦面をなしていたが、周溝の存在を示唆する浅い溝状の窪みが弧を措いて廻ってい

ることが確認された。墳丘の西側には土塁状の高まりが見られる。この高まりは、16号墳
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の西側辺りよりD地区の立地する丘陵の基部辺りまで連続している。この土塁状の高まり

と、墳丘盛土の削平とに何等かの因果関係がある可能性が考えられる。ただ、この土塁状

の高まりがいつの時代に構築されたかは不明である。

2）墳　丘
本境は、丘陵頂部北側の平坦面に構築されている。東側は、丘陵の東斜面に連続してい

る。墳丘の周囲を、幅2．2m、深さ0．3～0．6mの緩やかな傾斜で「U」字状の溝を掘り下げ

周溝としている。周溝の南側は、隣接する16号墳造営に際し削りとられている。墳丘基底

面は、旧表土面を基底とし盛土を行なうが、本墳では墳丘の大半が削平を受けているため、

辛うじて1層のみ遺存していたにすぎない。此れにより、墳丘上に営まれていたと思われ

る埋葬施設は検出され得なかった。

検出した周溝は、その埋土の状況により本境が二度以上にわたり造営が行なわれていた

ことが知られた。埋葬施設が検出されていない状況では確たることは論じ得ないが、一次

造営が終了したのち二次造営を開始する際に、周溝を埋め戻して行なっていることが土層

断面の観察により明らかとなった。

3）出土遺物
本境より出土した遺物は、墳丘斜面部で検出されたものも見られたが、大半は周構内よ

り麗らされたものである。それによると須恵器樽型旛1、旛1、杯蓋2、杯2、高杯1、

大形賓1などであった。

須恵器樽型施（第72図1）

この樽型魅は、二次造営に伴う供献土器と思われ、墳丘北側の周溝内に破砕され散在し

た状態で検出された。検出状況は、墳丘の北西部の周構内に集中していた。

口径11．5cm、器高20．1cmを測り、体部は比較的細長く中央部がやや太い。休部は、右側

の粘土板を中心に粘土を巻き上げて成形し、左側は円盤で充填する。口頸部は、体部中央

に差し込み接合を行なう。頸部はやや外反し、1条の突帯を廻らし外傾する口緑部へと続

く。口縁部の上端は、平坦な面をなす。口頸部は、ナデ調整ののち口縁部外面に櫛描波状

文を施す。体部は、2条の突帯を5カ所に廻らし6区画に分けて施文している。右側と中

央の3区画が櫛描山形文（鋸歯文）で、他の区画は櫛描波状文である。休部中央部分の3

区画の上方に三角形のへラ措き文を施している。体部の両端部分には、渦巻き状のカキメ

を施したのち、5～6本単位のカキメを放射状に入れる。色調は、外面が暗灰色～褐灰色、

内面は青灰色を呈する。体部上半と口頸部内外面に自然粕が付着する。

須恵器施（第72図2）

墳丘北西部の端部で出土し、口径10．3cm、残存高2．5cmを測る趣の口緑部である。口緑部

下端に1条のシャープな突帯を廻らし、外面にやや脹らみをもつ口緑部は外傾気味に開く。
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口緑端部は僅かに外方に摘み出し、内側は僅かに浅い沈線状の凹みをつける。口緑部内外

面はナデ調整ののち、口緑部と頸部外面に櫛描波状文を施している。色調は、灰白色を呈

し、堅撤な焼成である。

須恵器壷蓋（第71図6、第72図4）

4・6は、周溝埋土上層より検出された遺物である。4は、口径12．6cm、器高3．7cmを測

る。平坦な天井部よりなだらかに口縁部へと続き、口緑部は垂下する。口緑端部は面をな

し、外方に肥厚させる。天井部外面は、へラ切り離しののちナデ調整を行なう。繊維痕多

数を残す。他は、内外面ロクロナデ調整である。6は、周溝埋土上層から出土し、口径10．

2cm、残存高2．9cmを測り天井部を欠損する。なだらかな天井部から僅かに外方に開く口緑

部に続き、口緑端部は丸くおさめる。内外面ロクロナデ調整を施す。

須恵器杯（第71図5、第72図3）

3・5は、周溝埋土中より検出された。3は、口径13．8cm、受部径14．2cm、器高2．9cmを

測る。平坦な底部より、緩やかに立ち上がり受部はほぼ水平をなし、端部は丸くおさめる。

立上りは短く内傾し、端部はやや先細り気味に終わる。底部外面の1／3以下にへラケズ

リを行なう。他は、ロタロナデ調整である。5は、口径12．4cm、受部径14．7cm、残存高3．

1cmを測る。平坦な底部より緩やかに立ち上がり受部は外方に摘み出す。立上りは、内傾気

味に短く立ち上がり端部は丸くおさめる。立上りは3と同様貼り付けである。内外面ロク

ロナデ調整を施し、底部外面はへラケズリを行なう。

須恵器高杯（第71図8）

周溝埋土上層より検出された。底部径10．7cm、残存高4．5cmを測る。「ハ」字状に開く脚

柱部より大きく外反する脚部へと続く。端部はさらに外反させ斜め上方に摘み出す。内外

面ロクロナデ調整である。

須恵器嚢（第71図7）

賓の口綾部片である。外反する口縁部で、外面には沈線を廻らしその間に櫛措波状文を

施している。

以上の出土遺物の観察により、32号墳の築造時期について考えてみたい。

まず、樽型薩・腫口縁部と他の遺物との年代観の差が大きく感じられる。これは、前述

の如く造営時期が二度以上にわたり行なわれた結果と思われる。樽型魅と趣は、その特徴

から、陶邑編年第I型式第1段階（田辺編年でいうTK73）に相当し、あるいはこれに先

行する時期のものとの考えも指摘されている。概ね古墳時代中期前半（5世紀初頭～前半）

以前には、本墳の築造が開始されたものと考えられる。その後、停滞時期を挟んで須恵器

杯（3・5）の相当する時期すなわち、陶邑編年第II型式第5段階に最終造営が行なわれ

たと思われる。この最終造営は、概ね7世紀初頭が考えられる。
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5．D地区、遺構外出土遺物（第52図1～4、第53図5、第23表、図版57）

D地区内に立地する古墳の周溝外縁部より外側で検出された遺物が該当する。検出した

遺物は、その殆どが表土下の遺構面より出土したものである。ここでは図化していないが、

25号墳の東方の丘陵斜面部において土師器賓と鉄浮の出土が認められたが、それに関連す

る遺構の確認は出来なかった。また、丘陵の基盤層の上部を覆っている火山灰層を地山と

して認識したが、この地山層中よりサヌカイト製の石鉄や剥片及び黒曜石片等の出土が確

認された。

1・2は、須恵器杯蓋である。いずれも表土下層の遺構面より検出された。1は、口径

13．5cm、残存高2．8cmを測り、内湾気味の口緑部である。端部は丸くおさめ、内外面ロクロ

ナデ調整を施す。2は、口径10．9cm、残存高2．0cmを測り、なだらかな天井部より垂下する

口緑部に続く。端部は僅かに外方に開き丸くおさめる。3・4は、高杯の脚部で同一個体

と思われる。底部径11．2cm、残存高6．3cmを測る。3の残存高は4．0cmである。「ハ」字状に

開く脚柱部より屈曲して端部へと続く。脚端部は、上方につまみ上げる。端部外面に2条

の沈線をめぐらす。脚柱部には、三方に長方形の透かしを入れる。内外面ロクロナデ調整

ののち、外面にカキメを廻らす。5は、16号墳西隣りの地山面より検出された石鉄である。

これは、15号境の墳丘基底をなす旧表土のベースとなる地山中で検出された石鉄片と同様

のものである。所謂凹基無茎鉄の石鉄で残存長1．45cm、残存幅1．5cmを測り、サヌカイト製

である。

6．山ノ上28号墳（第73～77図、第37表、図版24～27）

1）位置と現状

D地区の西側に位置する丘陵の尾根先端部に立地する。この尾根が分枝する丘陵頂部の

ピークより、やや急傾斜の斜面を下り標高約124．0mで平坦部を作り出し、本墳が構築され

ている。本墳よりさらに一段低い位置に29号墳が南隣りに位置する。また、本墳の東側の

丘陵斜面部にL地区が隣接する。

2）墳　丘
地山整形

本墳は、やや急傾斜の尾根上に平坦部を作り出して構築している。この平坦部は、尾根

の上方と両側の斜面部より土砂の採取を行ない構築したものと思われる。地山整形は特に

行なわず、盛土のみで構築している。本墳に伴う周溝も見られず、丘陵尾根を断ち切る堀

割り状の遺構も認められなかった。ただ、墳丘の北東部において、等高線が弧状を描く部

分が認められることから、墳丘の裾線をなしていた可能性が指摘される。また、この部分
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では黒褐色土を埋土とする浅い溝が南東に延びている。この溝は、墳丘下部で検出された

須恵器窯が、廃棄されたのちに形成された窪みに腐葉土が堆積した結果とも考えられる。

しかし、周溝の一部であった可能性も否定できない。

墳　丘

本墳の墳丘は、尾根をカットした平坦部を墳頂部としているため、墳丘としての高まり

をなしていない。然し、表土を除去した段階で石棺が露呈したことから、墳丘盛土の上半

は流失したものと考えられ、墳頂部は東西約7m、南北約6mの平坦面をなす。墳丘に設

けた断割りトレンチの土層観察により、本墳では丘陵の基盤（岩盤層）より盛土が行なわ

れていたことが確認された。

墳丘盛土は、橙色砂質土、暗褐色砂質土を主とした風化土で構築しており、層序の確認

には不明瞭な部分も伴った。墳丘の南西部より、基盤層に掘り込まれた溝状遺構が、弧状

を描きながら北西部に延びたのち屈曲し、北側でさらに屈曲して丘陵上部に続くことが確

認された。この溝は、墳丘盛土で覆われていることから本墳築造以前の遺構であることが

知られた。

また、墳丘東側に設けた断割りトレンチ内で、墳丘盛土の下部に於いて須恵器窯が検出

された。この須恵器窯は、その上面を28号墳の墳丘盛土が被覆した状態で検出された。

墳丘の裾線は、明瞭な墳丘基底部を確認することは出来なかったため不明である。しか

し、東側斜面部において若干の傾斜変換点が見られることから、この部分が墳丘基底部を

なすものと思われる。墳丘は、やや東西に長い径約15m、高さ約2mの円形墳をなしてい

る。

3）埋葬施設
本墳の埋葬施設は、墳頂部平坦面の北側において箱式石棺1基が確認された。平坦部の

南側において、土層断面観察により墓場掘り方と思われる土色の変化が見られたが、遺構

を確認することはできなかった。

第1主体　墳頂平坦面北側に位置する埋葬施設である。墓場掘り方は、長軸0．74m、短

軸0．45m、深さ0．2mを測る。この墓場掘り方の内側に、長辺0．71m、短辺0．36m、高さ0．

19mを測る小形の箱式石棺が埋置されていた。この石棺の内法は、長辺は推定約0．6m、短

辺0．2mを測り主軸方位はN－740　－Wである。石棺の一部は地表面に露出しており表土下

数cmで検出されたが、既に蓋石と東側の小口板を欠失していた。墓場掘り方の北側は、丘

陵基盤層である岩盤を掘り込んで作られていたが、他は盛土層より掘り込まれている。南

北の長側板は、2枚の板石で構成される。石材の材質は角閃石安山岩で、山ノ上通山遺跡

の所在する丘陵の基盤層中に岩脈として存在する。北側の長側板と掘り方の壁面との間に

は、側板を固定するための裏込め石が埋め込まれていた。南側は、墓場掘り方の壁面に沿
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って側板が立てかけられている。これは、西側の小口板でも同様であり、小口板上端の外

側に小石を当て外方に倒壊する事を防いでいる。墓場掘り方の遺存状況からみて、東側の

小口板は、南北の長側板に挟み込まれた状態で組み合わされていたものと考えられる。石

棺の床面は、淡黄灰色を呈する粘質土を敷いた粘土床であった。石棺内は既に撹乱を受け

ており、棺内遺物の検出は見られなかった。

4）出土遺物
本境の出土遺物は、墳丘の北東側の墳裾部で遺物の出土が確認できたが、後述する4号

窯の遺物と混在しており不確定な要素が強く感じられた。その中で、須恵器蓋杯、無蓋高

杯、長頸壷の5点が墳裾あるいは墳丘の斜面部で検出されており、本墳の埋葬に関わる遺

物として取り上げることとした。

須恵器蓋（第76図1）

口径13．2cm、器高2．3cmを測る。平坦な天井部より内湾気味に口緑部に続く。天井部外面

はへラ切り離しののちへラケズリを行なう。天井部内面、口緑部内外面はロクロナデ調整

を施す。口緑部外面に、杯身の破片が溶着する。

須恵器杯（第76図2・3）

2は、口径13．8cm、受部径15．6cm、残存高3．2cmを測り、底部を欠損する。なだらかに立

ち上がり受部は丸くほぼ水平にのびる。立上りはやや短く垂直に立ち上げ、端部は丸くお

さめる。立上りは貼り付けによる。口径の大きさに比して器高が低い感を与える。内外面

ロクロナデ調整である。3は、口径12．2cm、受部径14．0cm、残存高3．1cmを測り、底部を欠

く。やや外傾気味に立ち上がり、受部は水平に伸びやや先細り気味におさめる。立上りは

僅かに内傾して立ち上がり尖り気味におさめる。内外面ロクロナデ調整を施す。

須恵器無蓋高杯（第77図5）

口径10．0cm、残存高9．5cmを測り、脚端部を欠損する。「ハ」字状に開く脚柱部で、上半

は絞まり気味に立ち上がる。杯部は、やや丸底気味の底部より僅かに外傾する口縁部へ続

き、口縁端部は丸くおさめる。口緑部外面の中央は、ナデ調整による凹線が見られ、下端

部分にはシャープな稜をつける。脚柱部には2条の沈線を挟み、二段2方向の長方形透か

しを施す。内外面ロクロナデ調整を施し、脚柱部外面には自然粕が一部に残る。

須恵器長頸壷（第76図4）

口径10．1cm、胴部最大径20．5cm、器高21．5cmを測る。丸底気味の底部より胴部下端部分

の外面に稜状の段を付け、内湾気味に立ち上がる体部に続く。この体部よりなだらかに肩

部に続き、「く」の字に屈曲して口緑部へと続く。口縁部は、一旦外傾気味に立ち上がった

のち僅かに内湾して垂直に立ちあがり先細り気味におさめる。口縁端部の内側に平坦な面

を斜めに付ける。口緑部外面の中央部に2条の沈線を施したのちカキメを廻らす。肩部下
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半から体部の中程までカキメを廻らしている。内外面ロクロナデ調整である。

以上の遺物の観察により本墳の築造時期について考えてみたい。

須恵器蓋杯は、口径に対して器高が低く扁平な印象を与える。無蓋高杯は、脚部を欠損

するものの杯部の大きさに比して、脚部が若干大きく脚高もあると思われる。また、壷の

全体のフォルムやその特徴からみて、陶邑編年第II型式第4～5段階に相当するものと考

えられる。このことから、本境は概ね7世紀初頭頃には造営が終了したものと思われる。

7．山ノ上29号墳（第78～80図、図版24・27・28）

1）位置と現状
E地区の尾根先端部に位置し、28号墳の南側に立地する。28号境から本境へは急傾斜の

斜面で接続し、標高約111mの地点で平坦面を作り出している。本境と28号境との中間の斜

面部において、角閃石安山岩の露頭が出現しているため斜面部に岩層が散在している状況

を呈していた。

2）墳　丘
本墳は、丘陵尾根の長軸方向をカットして平坦面を作り出し、地山整形のみで墳墓の体

裁を整えたものと考えられる。表土下5cm程度で遺構面を検出したことで、盛土が施され

ていたとしてもその大半は流失したものと考えられる。この平坦面は、東西12m、南北4

mを測り、その南側は後世の開削を受けてヤ）る。調査後の等高線の状況をみても、断割り

トレンチの土層観察でも墳丘の裾線と思われる部位は確認できなかった。そのため墳丘の

規模は不明だが、概ね東西約19m、南北約10mを測るやや歪な円形墳として捉えておきた

い。

3）埋葬施設
本墳の埋葬施設は、墳頂部平坦面の東西の両側において集石遺構が確認された。西側の

集石遺構は、下部構造が認められたが、東側では遺物と混在した状況で確認されたのみで

ある。

第1主体　墳頂部平坦面の西側で確認された集石遺構である。集石の規模は、東西1．50

m、南北1．0m、高さ0．5mを測り、主軸はほぼ東西方位を示す。集石の上部は、石材の長

辺を東西方向に向けて積み上げる傾向を示す。その中で中央よりやや東側では南北方向に

置くものも見られることで、本来は「コ」状あるいは「□」状の構造をしていた可能性が

考えられる。集石遺構は、地山層に淡黄褐色土を盛り、その上に構築されていた。この淡

黄褐色土面に接した状態で、集石遺構の下部構造である石列が検出された。石列はほぼ東

西方向に並び1．05mを確認した。石列の東端部は、石材の長辺を南北方向に屈曲させて並

び換えている。この部位は、上部の集石に見られる如く、南北方向に積み上げた石材の位
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置と合致する。この石列の下部構造物すなわち埋葬施設に相当する墓場掘り方は検出され

なかった。集石遺構の南側で、土師器片の出土を見たが細片であるため図化し得なかった。

4）出土遺物

本墳の出土遺物は、須恵器蓋杯、須恵器高台付長頸壷等が確認された。本書では図示し

なかったが、高台付長頸壷（郡家町教育委員会発行「花原遺跡群・山ノ上古墳群発掘調査

概要報告書」1992、29ページ第16図4参照）は、その特徴からみて′、陶邑編年第IV型式第

1～2段階に相当するものと思われる。

8．山ノ上30号墳（第81～83図、図版24・25・28）

1）位置と現状

山ノ上通山遺跡の中央を東南に延びる丘陵部の西端に位置し（F地区）、南側に分枝した

尾根の先端部に立地している。北側の丘陵頂部には31号墳が位置する。31号墳の立地する

丘陵頂部よりなだらかな傾斜で下り、標高135m付近で平坦面を造り出している。

2）墳　丘
本墳は、なだらかな傾斜を保った尾根上に盛土を施し、平坦部を造り出し構築されてい

た。墳丘としての高まりは認められないことから、盛土の大半は流失したものと考えられ

る。丘陵の基盤層は、風化土を主体としているため墳丘盛土も砂質土を盛り上げ構築して

いる。地山整形は行なわず盛土のみであった。本墳に伴う周溝は、基盤層に掘り込まれた

浅い溝状の遺構が確認された。この溝は、墳丘の南側より東側に弧を描いて廻り、墳丘北

側でやや向きを変え北方に延びている。現段階ではこの溝を墳裾と考えるのが妥当と思わ

れる。墳丘盛土は4層が確認できたが、埋葬施設は検出し得なかった。盛土下層において

須恵器杯片の出土を見たが細片であるため図化していない。所属する年代は、概ね陶邑編

年第II型式第5段階に相当するものと思われる。検出した周溝からみて本墳は径約7m、

高さ約1mの円墳であることが判明した。

9．山ノ上24号墳（第84～87図、図版29・30）

1）位置と現状

山ノ上通山遺跡の西側を南北に延びる丘陵より、北東方向に分枝した尾根（H地区）先

端部に位置する。南東側丘陵斜面下部の谷部にJ地区が隣接する。本墳の南西には26号墳

が隣接している。本墳の立地する尾根は26号墳付近を基部とし、標高127．5mを測る小ピー

クをなし、北東に向かってやや高度を下げ（標高約126m）平坦面を造り出している。平成

2年度に実施した試掘トレンチにより、溝状遺構と墓填掘り方を想起させる落ち込みを確

認したことで古墳と認知したものである。
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2）墳　丘
本墳は、地山整形のみで造られた古墳である。26号墳が所在する尾根基部の小ピークよ

り、北東に12mの地点に傾斜変換点が認められる。この傾斜変換点に、尾根の軸線に対し

て直交する溝が掘り込まれている。所謂、墳丘を区画するための「堀害ル　り状の周溝とい

える。溝は、全長10m、幅約1．3mを測り、両端部をそれぞれ東側に向けて僅かに弧状を描

くが、これに連続する溝は検出されなかった。墳丘南北の丘陵斜面は、急傾斜をなし墳裾

部は確認できなかった。墳丘東側においては、標高124．5m付近で等高線の幅が粗な部分

が認められることから、一応墳裾部と考えられる。この墳丘東側の墳裾部と、西側に見る

溝状遺構の両端部がやや傾斜を保って連続し墳丘基底部としている。従って、本墳は長径

約12m、短径約10mを測るやや歪な円形墳であると考えられる。

3）埋葬施設
本墳の埋葬施設は、墳頂部平坦面の中央やや南寄りに木棺墓が検出された。

第1主体．墳頂部中央のやや南寄りに位置する。墓場掘り方は、長辺3．70m、短辺1．17

m、深さ0．73mを測り、その主軸方位はN－640　－Eである。この墓壕の中央に、内法長

2．90m、幅0．38m、高さ約0．35mの箱形木棺を埋置し、頭位を南西に向けたものと思われ

る。墓壕は二段掘りで造られており、南北と東側にテラスが作り付けられている。北側の

テラスは、幅6～14cm、南側で幅11～13cm、東側では幅13cmを測る。西側の小口部分は南

側のテラスが連続するが壁面で消滅する。墓場東西の両端部分には、小口板を蕨め込むた

めの剃り込みが壁面に遺存していた。西側では、小口板と壁面との間に幅約10～20cm空隙

がみられ、この部分の床面は棺底より若干高く作られている。小口板は、東側で長さ44cm、

西側では45cmを測り、厚さは10cm前後と推定される。これにより本主体の木棺は、両側板

を小口板で挟み込んで作る所謂「梯子型」の木棺であることが知られた。棺底部には、淡

黄褐色を呈した粘土が敷かれ、粘土床であることが知られた。この粘土床直上の西側にお

いては木棺材が黒く腐食した状態で遺存していた。

本墳においては、遺物の検出が見られなかったため築造時期が不明であるが、埋葬主体

に遺物の供献が為されていないことから、概ね5世紀代前半の時期を考えておきたい。

10．山ノ上26号墳（第84～86・88図、図版29・31）

1）位置と現状
本墳は、H地区に所属し24号墳の南西側に隣接する。尾根の基部となる丘陵上の小ピー

クを含めた範囲が本墳に該当するが、調査は工事施行範囲の関係上、上記小ピークより6
′°

mの地点から24号墳までが対象となった。小ピークより突出した尾根部分で、ピークも含

めた範囲の形態は、前方後方形の古墳を思わせるが狭い範囲の調査であったため墳形は不
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明である。

2）墳　丘
本墳の調査は、H地区の尾根基部より派生した尾根上の一部で、小ピークより6m地点

から24号墳西側の溝状遺構までがその範囲である。調査した範囲では、盛土は見られない

ことから24号墳と同様、地山整形のみで造られたものと思われる。尾根の基部側が未調査

であるため、墳裾および墳丘基底部の確認は出来なかった。小ピークよりやや標高を下げ

（127m）て平坦部をなし、尾根軸線に直交して木棺墓が造られていた。

3）埋葬施設
本墳の埋葬施設は、調査を実施した範囲で木棺墓1基を検出した。

第1主体　尾根基部の小ピークより北東側に派生した尾根上約6mの地点において、尾

根軸線に直交して造られた、二段掘りの墓填掘り方を有した木棺墓である。墓場掘り方は、

長辺2．83m、短辺1．58m、深さ0．60mを測る。墓場の主軸方位はN－330　－Wである。こ

の墓場の中央に、内法長2．22m、幅0．42m、高さ0．27mの箱形木棺を埋置していたものと

思われる。木棺の両側の壁面にはテラスが造られていた。北側のテラスは幅5～10cmを測

り、南側でもほぼ同じ幅で造られている。このテラスは、小口側壁面の中央部分まで回り

込み消滅している。北側小口部の壁面下部において、長さ27cm、幅5cmの段が設けられて

いるがその性格は不明である。墓場底には、厚さ3cmを測る浅黄色粘土が敷かれた粘土床

であることが確認できた。小口溝は検出されなかったが、本主体の頭位は北西に向けてい

たものと考えられる。

本墳に於いても、24号墳と同様遺物の検出は見られなかった。本境の築造時期も、24号

墳と余り時期差がないものと思われる。第1主体の位置からみて、本墳の中心主体とは考

えられないが、尾根軸線に直交して埋葬施設が造られていることから、24号墳より若干先

行するものと思われる。

第4節　平成5年度の調査

平成4年度に実施した28号墳の調査中に、須恵器窯の所在を確認したことで、改めて、

山ノ上通山遺跡内の丘陵斜面に試掘トレンチをランダムに設定し、調査を行なった。その

結果、E地区東側の丘陵斜面、H地区北西側の谷を挟んだ南向き斜面において窯跡の存在

を示す灰原、須恵器片の散布等を確認するに到った。窯跡の調査は、平成5年度に実施す

る事となったが、発掘調査を行なうにあたって調査区を設定した。E地区東側の丘陵斜面

部をL地区、H地区北西側の谷部を挟んで立地する南向きの丘陵斜面をM地区とした。

平成5年度の調査では、まず窯跡の所在位置の確認に努めた。その結果、L地区では須

恵器窯1基、窯状遺構1基の窯跡を確認し、M地区においては須恵器窯1基、窯状遺構1
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基の窯跡の存在を知ることとなった。

1．山ノ上4号窯（第89～106図、第38～63表、図版32～39・58～64）

4号窯は、L地区の丘陵斜面上部の北西部に在り、E地区の山ノ上28号墳の東側墳裾部

に位置している。E地区の調査中に、丘陵斜面部において須恵器片の散布が確認されてい

たが、尾根上の古墳よりの転落遺物と考えていた。丘陵斜面は急傾斜をなし、その傾斜角

は38度を測ることから窯跡の存在は予想できなかった。

4号窯は28号墳の断割りトレンチによる調査で確認され、窯体はこのトレンチを中心に

北西方向に作られていることが判明した。地形観察によれば、このトレンチ付近より南東

方向にやや下った地点から、急角度で丘陵斜面に移行することが認められる。この傾斜変

換点より斜面下方に灰原が形成されていた。このため窯体は、28号境が造られる際に丘陵

の尾根をカットして傾斜が緩やかになった部分に、地下を到り貫いて作られた地下式の奪

窯であった。窯体の窯尻部は、尾根軸線の東側を掘り窪めて作られているが、その背後は

尾根の西側斜面になるため排水溝は作られず自然の地形を巧く利用している。窯体の東側

は、片流れの斜面となるため浅い窪みをつけることで、排水溝の用を担わしていたものと

思われる。

窯体の規模は全長12．0m、床面最大幅1．6m、遺構検出面より床面までの最大深さ1．95m

を測る。焚口部床面の標高119．3mに対し、窯尻部床面の標高は122．4mで、その比高差約

3．1mを測り床面傾斜角は29度である。窯体の主軸方位はN－300　－Wを示す。

窯体の西側において、窯尻部に連続した溝状の遺構が確認された。この溝状遺構は、そ

の規模からみて作業道とは考えられず所謂「送風溝」であった可能性が指摘される。

窯体は、その規模の拡張が認められることから、2回以上の操業が行なわれたものと思

われる。

調査と平行して行った熱残留磁気測定の磁気年代は、640年±10年、680年±20年の結果

が得られている。

焚口部、前庭部

焚口部から前庭部に向けて「ハ」字状に開く。焚口部の側壁は、28号墳の断割りトレン

チによって一部削平したが、良好な状態で遺存していた。壁面は、やや脹らみを持ちなが

ら立ち上がり天井基部で崩落する。その高さは左側壁が65cm、右側壁で75cmを測り、壁面

には粘土張りが見られず素掘りのままである。良好な状態で検出された壁面は、拡張され

た窯体のもの（第2次窯体）であった。拡張前の壁面の一部が、床面の西側において検出

（第1次窯体）されている。検出した壁面は、全長1．0m、高さ0．14mを測り、東側の第2

次壁面直下に於いても、同規模で遺存していた。拡張された幅は、西側で12cm、東側では
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6cmを測る。第1次の床面の幅は1．06m、第2次の同幅は1．34mである。第1次床面の標

高は119．15mである。

焚口部の前面に「ハ」の字に広がる前庭部が見られた。前庭部は、全長2．5m、幅3．85m

を測り、焚口部床面よりなだらかに下り一段低く作られ、灰原へ移行する部分にやや窪み

をつけている。この前庭部には、下部構造が認められた。下部構造は、前庭部の全体を遺

構面より約45cm深く掘り窪め、灰原に移行する部分に20～30cm大の岩礫を配置する。この

のち盛土を行なって前庭部を形成している。

燃焼部

燃焼部は、全長約3．5m、床面最大幅約1．5mを測る。第1次床面の中央には舟底状ピッ

トが作られていた。この舟底状ピットは、全長2．15m、幅0．78m、深さ14cmを測る。ピッ

トは窯体床面を掘り込まれ、底部は2次焼成を受けておらず地山面が露出している。床面

の一部に、補修がなされておりオリーブ灰色粘土が貼り付けられていることが確認された。

第1次床面は、全体的に製品および炭・灰等の掻きだしにより削平を受けているため、舟

底状ピットを中心に残存状態が非常に悪い。窯体の拡張は、床面の掘り下げは行なわず、

壁面の削りだしによって規模を拡大している。拡張の規模は、焚口部に見られたものと同

様と思われる。第2次の床面は、暗赤褐色を呈する焼土層をなし、窯壁淳と焼土・砂粒の

堆積層である。砂粒は、他の多くの窯跡でも見られる如く、操業の都度床面に敷いたもの

である。床面は焚口部より緩やかに続き5度を測り、焼成部に向けて25度とその角度を増

す。側壁は、焚口部側は良好に遺存していたが、焼成部側に向かって天井部の崩落に伴い

壁面の上半部分を失っていた。東側の壁面には、スサ入り粘土で補修した痕跡が認められ

た。この補修は、窯体が崩落しやすい地山を素掘りで構築したために行なったものと考え

られる。焚口側の側壁は、東側において約1．2mの高さで確認でき、上半は天井部に続く

アーチ状を呈していた。このことから、燃焼部における天井高は凡そ約1．4m前後の高さで

あったと思われる。

窯体内より検出した遺物は、その殆どが燃焼部に集中していたが、第1次の操業時に関

わる遺物は、第2次床面の焼土層より僅かに賓・杯身等の細片が見られたのみである。第

2次床面においては、大形聾を主体とし蓋杯・高杯等の雑器類も見られた。また、床面よ

り浮いた状態で窯体埋土中より蓋杯・高杯・長頸壷・短頸壷・把手付椀・耳環等を検出し

たが、これらは埋土中に作られた埋葬施設の供献土器である。

焼成部

焼成部は、全長4．4m、床面最大幅1．55mを測る。検出面より床面までの最大深さは1．93

mである。側壁は、燃焼部に見られた如く遺存状態は不良である。西側は特に崩落が顕著

であ。東側の一部でやや良好な箇所が見られたが、約0．75mを残すのみである。床面の一
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部にスサ入り粘土で補修を行なった部分が見られたが、壁面を含め大部分は素掘りのまま

である。床面は窯尻部に向かって32度の角度で傾斜し、上部では35度を測る。床面は比較

的平滑に仕上げられており、所々に窪みが付けられている。この窪みは、製品を安定化さ

せる用を為したものと考えられる。床面、側壁共によく焼成を受けており、青灰色を呈し

ている。焼成部での天井高は、壁面の遺存状態からみて約1．1m前後であったと思われる。

焼成部における遺物の検出は、床面が急傾斜を為しているため肇片が遺存するのみであ

った。この襲片も、製品としての遺存ではなく、焼台として用いられていた可能性が充分

に考えられる。

煙道部（窯尻部）

煙道部の全長は0．45m、幅1．5m、高さ1．27mを測る。煙道部は、焼成部上端より連続し

ており、その上端部分を堤状の高まりを付けたのちやや窪みをつけ煙道の壁面に続く。こ

の窪みは、後述する送風溝に連続している。煙道部床面は、この送風溝と接続しているた

め溝状の浅い窪みを呈す。この窪みは、窯尻部の西側の壁面を扶り作られている。このた

め、焼成部上端で床面が幅をややすぼまらせたのち、窯尻部で左右に屈曲部をつけ横広が

りの空間を設けることで、「T」字形の平面形態をなしている。煙道部は、酸化炎被熱を受

けているため赤褐色を呈している。この酸化炎被熱の範囲は、煙道部全体と送風溝の一部

に認められた。煙道部の壁面は、上方に向けてやや開き気味に立ち上がり、上半は逆「ハ」

字状に開く。その上端は、丘陵尾根軸線にあたりその背後は尾根の西側斜面に連続する。

この煙道部は、調査前の地形が、馬蹄形の窪みとして遺存していた箇所にあたる。煙道部

の開口部（煙出し）は、後世の崩落や土砂の流失も考慮に入れなければならないが、概ね

漏斗状を呈していたものと考えられる。

送風溝

送風溝は、窯体の窯尻部より連続する溝状遺構で、弧状を描いて窯体東側の斜面に続い

ている。全長4．2m、溝底部の幅0．25mを測る。溝は、埋没した状態で検出されたため天井

の有無は不明である。窯尻部に接続する部分より約2．8mの地点までは、煙道部の壁面と連

続した壁が続いている。その壁面は、上方に向けてアーチを描くことから、送風溝の一部

には天井を架構していたものと思われる。この場合、天井高は0．5～1．0mを測る。溝の埋

土下層は粘質土の堆積が見られ、その上層には炭・焼土の細片が含まれていたが、窯壁浮

は認められなかった。窯尻部より0．5mの地点において、30×30cm大の賓片3枚が置かれて

いることから、送風を調整する閉塞装置と思われる。この賓片は、本来送風溝を粘土で閉

塞する際に、賓片を立てかけていたものが、転倒したものと考えられる。また、溝の末端

部分に於いても岩礫が検出されているが、この部分の天井の有無が確認できない現段階で

はその性格は不明である。
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埋葬施設

窯体燃焼部付近の崩落土中において検出された遺構である。窯体内の埋土除去中に検出

されたもので、西側の窯壁が埋土と共に崩落したため、埋葬施設の規模・墓場掘り方等の

詳細は確認することが出来なかった。窯体内埋土土層断面によると、長さ約2．5m、厚さ7

cmを測る黒色炭化物層が標高120．0m付近に確認できる。黒色炭化物層は、木炭の細片を敷

き詰めて形成されたもので、埋葬施設の木炭床を為したものと考えられ、確認できた幅は

約1mを測る。木炭床の北端は、焼成部床面と接しており東側に蓋・長頸壷・短頸壷・把

手付椀の供献が見られた。把手付椀は、短頸壷の口緑部内に挿入した状態で検出されてい

る。木炭床の南西寄りには、把手付椀・蓋・銅製耳環が床面直上に置かれ、やや中央寄り

の東側に高杯の供献が認められた。北側の長頸壷・短頸壷はやや傾き気味に、中央東側の

高杯は横転状態で検出したが、他の蓋・把手付椀は正置状態であるため、これらの供献土

器はほぼ元位置を保っているものと思われる。

この埋葬施設の帰属する年代は、供献された遺物の特徴から陶邑編年第II型式第5段階

に相当するものと考えられる。埋葬施設の埋土の状況が不明なため確たることは言えない

が、4号窯を廃棄した直後、あるいは操業最終段階に窯を破壊して造られたものと思われ

る。また、埋葬施設に供献された遺物は、4号窯で焼成されたものと思われる。

灰　原

灰原は、全長20m以上、幅約12mを測る。前庭部下端部分より急角度で丘陵斜面に移行

しているが、灰原はその急斜面と下部の谷部に形成されていた。灰原の上端は、前庭部よ

り扇形に拡がりを見せ、斜面下方部分ではかなりの拡散が認められる。

灰原より検出された遺物は、蓋杯・壷蓋・有蓋高杯・無蓋高杯・旛・長頸壷・短頸壷・

賓・当て工具・用途不明の土製品等が見られた。

2．山ノ上5号窯（第111～127図、第64～90表、図版43～47・65～71）

5号窯は、M地区の丘陵南斜面上部の北西に位置する。斜面や谷奥部に須恵器片や窯壁

浮の散布が認められていたため、試掘トレンチを設定して調査を行なったところ、丘陵斜

面の上部で検出されたものである。窯跡は、谷奥部より北側に展開する窪み状をなした浅

い谷地形の上部の30度を測る傾斜地に作られていた。丘陵斜面部下方の東側には7号窯が

位置している。

窯体の規模は、全長7．6m、床面最大幅1．1m、遺構検出面より床面までの最大深さ0．66

mを測る半地下式の賓窯である。焚口部床面の標高126．65mに対し、窯尻部床面の標高は

129．55mを測り、その比高差は約2．9mである。床面の最大傾斜角は32度を測り、窯体の主

軸方位はN－370　－Wを示す。
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窯体の西側では、煙道部の上方より断面「U」字状の浅い溝状を呈した窪みが作られて

いた。この窪みは、最大幅2．1m、深さ0．15mを測り、窯体に沿って連続し灰原に接続する。

窯体の東側は、試掘トレンチの掘り下げに際し遺構面を削平したため、西側に見る窪みを

検出し得ていない。しかし、窯体を高位に保たせる如く周囲を掘り窪ませていることから

溝状遺構が作られていたものと思われる。また、東側の溝状遺構に連続して、窯尻部に接

続していたであろう所謂「送風溝」の痕跡が認められた。この送風溝は、遺構としては検

出していないが、窯尻部床面の酸化炎被熱された分布状況において、弧状を描いて窯体に

沿って東側に広がりを見せることで判断される。

焚口部前面の前庭部に連続した灰原も確認された。灰原を形成する黒色土の堆積範囲は

全長7m、幅8mを測る小規模なものであった。灰原の堆積状況からみて、本窯の操業は

2～3回程度であったと思われる。

調査と平行して熱残留磁気測定のサンプリングを行なっており、本窯の地磁気年代は

635年±10年の測定結果を得ている。

焚口部、前庭部

焚口部から前庭部に向けてやや「ハ」字状に開くが、窯体が高位に作られているため、

明確な前庭部は無く灰原上端部に連続する。

焚口部は全長1．5m、幅1．15mを測り、側壁の遺存状況は余り良好ではない。壁面は、粘

土の貼りつけがみられず素掘りのまま作られたものと思われる。遺存していた側壁は、高

さ40cmが確認できた。側壁は青灰色被熱されており、床面は堅く叩き締められた黒色焼土

層をなす。側壁が素掘りで作られるのに対し、床面は炭片を含む粘質土の盛土を行ない焚

口部床面を形成する。この盛土によって焚口部を水平にし、窯体を高位に保つための工夫

が為されていた。

燃焼部

燃焼部は、全長2．0m、床面最大幅1．06mを測る。床面傾斜角は24度である。燃焼部床面

の下端部分に、舟底状ピットをなすと思われる浅い窪みが確認できた。この浅い窪みは、

長さ0．35m、幅0．66m、深さ・5cmを確認したが、南側は崩壊している。燃焼部の床面およ

び側壁は、還元炎被熱を受け青灰色を呈している。側壁は、外側にやや脹らみを持って立

ち上がり内湾気味に天井部の基部に続く。天井部は全て崩落しており不明だが、側壁の遺

存状態より推定して約0．9mの高さを保っていたものと思われる。側壁の一部に、粘土を

貼りつけて補修した痕跡が見られるものの、窯体は素掘りのままである。

窯体内で検出された遺物は、その殆どが燃焼部床面に集中していた。床面直上に遺存し

ていた遺物は、蓋杯・壷・賓・横瓶等が確認できた。

焼成部
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焼成部は、全長3．25m、床面最大幅0．95mを測り、床面傾斜角は32～37度である。床面・

側壁共に遺存状態は良好であり、青灰色を呈した還元炎被熱を受けている。床面は、燃焼

部のそれに比較してややフラットである。側壁は、やや脹らみを持って外方に立ち上がっ

た後、内湾気味に天井部に続く。天井部は崩落により失っているが、西側の側壁の一部は、

アーチを措いて天井部の下半部分を残していた。これによれば床面より天井までの高さは

約0．75mであったと思われる。燃焼部の上端は、床面の傾斜を強め約65度を測り、比高差

0．4mの段を付けて窯尻部に続く。

焼成部床面においては、遺物の出土は少なく、杯・肇片・壷片等と共に岩礫の遺存が見

られた。これらの遺物は、その遺存状態から焼台であった可能性を指摘しておきたい。

煙道部（窯尻部）

煙道部は、全長0．9m、幅1．0m、高さ0．55mを測る。煙道部は、焼成部上端よりすぼま

り一段高い位置に続いており、床面は東側に拡がりをつけている。床面の北側には、焼成

部上端部分より連続した弧状を描く浅い溝が東側に延び、窯体の東側に沿って斜面下方に

続いていたものと思われる。煙道部は、試掘調査でその上半を削平してしまったためその

詳細は明らかでないが、この溝は4号窯に見られた「送風溝」と同様な性格を持っていた

と考えられる。煙道部床面の北側には、4号窯でも確認された「挟り込み」が壁面の西側

に見られた。挟り込みは、4号窯とは若干位置が違うもののその性格は同一のものと思わ

れる。この「挟り込み」の性格は不明であるが、送風溝と関連した遺構と思われる。煙道

部床面と壁面は、酸化炎被熱を受けており全面が赤色を呈していた。

灰　原

灰原は、前庭部より連続して続き、全長7．5m、最大幅約8mを測る。灰原は全体に浅い

窪み状を呈しており、窯体の両側に作られている溝状の窪みと連続している。灰原は黒褐

色土を主体としているが、東側では遺物を包含した褐色粘質土の盛土が見られた。黒褐色

を呈した灰原は、前庭部付近の土層断面観察により3層の堆積が認められていたが、全体

的に見れば多くの遺物は混在した状態で検出された。

5号窯より検出された遺物の大半は、この灰原より出土したものである。器種として、

蓋杯・壷蓋・有蓋高杯・無蓋高杯・長頸壷・短頸壷・広口長頸壷・聾・魅・提瓶・横瓶等

が確認できた。

3．山ノ上6号窯（第107～109図、図版40～42）

L地区に所在する窯状遺構で、4号窯の東側に隣接している。調査前の地形観察ではそ

の存在を知ることはなかったが、作業面付近の地表面はテラス状のやや平坦面をなしてい

た。窯体は、丘陵谷部の南東側斜面に築かれ、焚口を南西に煙道部を北東にして、等高線
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に斜行して築造されている。窯は、明赤褐色粘質土の地山層を到り貫いて作られた地下式

の横口付筈窯である。窯体主軸の方向はN－270　－Eを測る。

窯体の一部は、遺構検出時のトレンチにより掘削したが、遺存状態は良好でほぼ完存状

態で検出された。遺構は、前庭部から煙道部までの窯体と、窯体側面の作業面の遺存が確

認された。窯体の側面には横口を有する「八ツ目窯」で、7口を数える。

調査と平行して、熱残留磁気測定のサンプリングも実施しており、640年±20年、680年±

25年の地磁気年代の測定結果を得た。

窯　体

窯体の規模は、全長約8．3m、床面最大幅約1．1m、天井高約0．5mを測る。焼成部は、全

て地下を到り貫いて作られている。窯体東側の側面には7個の横口が備わっている。横口

は、長方形をなすもの、楕円形を呈するもの等が見られ、開口部の規模は概ね30cm大に揃

えている。窯体内には、本来その天井部を形成していたと考えられる焼土塊が充満してい

た。焼成部床面と側壁は、オリーブ褐色を呈しやや還元焼成気味に被熱されている。これ

は煙道部でも同様であったが、焚口部周辺と天井部では赤褐色を呈しており、酸化炎被熱

されているようである。焼成部床面は、山側に若干傾斜をつけその角度は10度を測る。ま

た、横口に対応する部分のみに弧状の挟りが認められる。主軸方向の床面傾斜角は、焚口

部で15度、焼成部では20度を測る。窯尻部から煙道部の開口部までは50度である。煙道部

の開口部は楕円形をなし、長径70cm、短径50cmを測る。

前庭部

窯体の南側には、焚口に連続した前庭部が作られている。前庭部は、焚口よりやや南東

方向に屈曲させ丘陵斜面を掘り込んで作られている。前庭部と第1横口の間には、K地区

の1号窯でも見られた土堤状の障壁が作られている。前庭部の底部は、極暗褐色を呈する

炭・焼土を含む砂質土の堆積が見られ、その上部は黒褐色土を主体とした多量の炭片・焼

土塊を含んだ埋土が確認された。これらの6号窯から排出された灰層の覆土中より、4号

窯で生産されたものと思われる須恵器片が検出されている。このことは、6号窯が4号窯

より先行する遺構であることを証明するものと考えられる。

作業面

横口の側面には、やや窪地状をなす作業面が検出された。作業面は、南側に向けて傾斜

を付けており、横口の側面側はやや一段低く溝状に掘られている。作業面の北西隅に柱穴

状のピットが設けられている。第4・5・6横口の側面に於いても同様なピットが認めら

れたが、K地区の1号窯で確認できた構造物に類するものか俄には断足しがたい。

埋　土

窯体内の堆積状況の特徴として、焼成部と煙道部は天井の焼土塊およびそれが土壌化し
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たものが充満していた。これに対し、焼成部下半から焚口部と前庭部では炭化物と灰およ

び砂粒を多量に含む黒色土の堆積が顕著であった。この黒色土の堆積は、作業面に於いて

も同様であった。

作業面の堆積状況としては、横口より排出された炭化物・灰・砂粒を含む黒色土が作業

面全体を覆っていた。その中でも特に、横口側面の溝状の窪み部分に赤黒色を呈した灰が

集中して層をなしている。

4．山ノ上7号窯（第128～130図、図版48～50）

M地区に所在する窯状遺構で、丘陵斜面の下方に立地し、5号窯の東側に位置する。窯

体は、東向きの丘陵斜面の下部に築かれ焚口を北東に煙道部を南西にして、等高線に対し

てやや斜行して築造されている。試掘調査により、その所在を確認したものであるが、煙

道部付近を中心として若干のテラス状の平坦部が認められた。窯は、黄褐色粘質土の地山

層を到り貫いて作られた地下式の横口付筈窯である。窯体主軸の方向は、N－620　－Eを

測る。

前庭部の一部と作業面は、既に果樹園造成に際し破壊を受けていた。また、試掘調査に

おいて天井部の一部を削平しているが、ほぼ良好な状態で検出できた。遺構は、前庭部か

ら煙道部までの窯体と、窯体側面の作業面の一部の遺存が確認された。窯体の側面には、

8個の横口を有する所謂「八ツ目窯」である。

調査と平行して行った熱残留磁気測定の結果は、600年±15年の地磁気年代が得られた。

窯　体
／

窯体の規模は、全長約9．7m、床面最大幅約0．6m、天井高約0．6mを測る。窯体は、全て

地下を到り貫いて作られている。窯体南側の側面には、8個の横口が備わっている。横口

の開口部は、概ね円形を呈している。開口部の規模は、35～40cm前後を測る。焼成部床面

と側壁は、オリーブ褐色を呈しやや還元炎被熟を受けている。これは、煙道部でも同様で

ある。焚口部周辺と天井部および横口は酸化炎被熱により赤褐色を呈している。焼成部床

面は、横口に対応する部分に弧状の挟りをつけ、山側にやや傾斜をつけその角度は15度を

測る。窯体の主軸方向の床面傾斜角は、焚口部で約10度、焼成部では約15度を測る。窯尻

から煙道部の開口部に向けて65度の角度を付けている。

煙道部の開口部（煙出し）には、扁平な石材（閉塞石）が置かれた状態で検出された。

また、この開口部を中心にラッパ状に開く掘り方が確認された。掘り方の上端部の規模は、

長径2．1m、短径約1．35mを測る。検出面から開口部までの深さは1．45mである。開口部か

ら作業面に向けて樋状の窪みが連続している。

前庭部
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窯体の北東側には、焚口に連続した前庭部が作られている。前庭部は、焚口部床面より

一段低く作られ窪み状をなす。前庭部には、炭・焼土塊の細片を多く含んだ極暗赤褐色土

の灰層が確認された。

作業面

横口の側面に作業面が作られていた。この作業面は、長方形の窪地をなしていたと思わ

れるが、後世の削平により大部分を失っているため詳細は不明である。作業面の床面は、

前庭部方向にやや傾斜を付けている。中央部のやや西寄りでは、横口の側面に溝状の窪み

が作られ、丘陵斜面の下方に向けて屈曲させている。この「コ」字状の溝は、横口より排

出される灰・焼土等を作業面から除去させる用を為していたものと考えられる。

埋　土

窯体内の埋土の堆積状況は、焼成部と煙道部は天井を形成していた焼土塊およびそれが

土壌化したものが堆積していた。焚口部から前庭部にかけては、炭化物と灰およびそれが

土壌化した焼土塊の細片を含む黒色土が充満していた。この黒色土の堆積は、作裏面でも

同様で、床面全体を覆っていたものと思われる。

第4章　総　　括

山ノ上通山遺跡の発掘調査において検出した遺構は、古墳13基、掘立柱建物跡10棟、竪

穴住居跡1棟、柵列7基、溝状遺構10、土坑状遺構5基、須恵器窯2基、窯状遺構5基等

であった。また、J・K地区の両地区では、柱穴を為したと思われるピット約600個を確認

している。

以下に、検出した遺構について所見を述べまとめとしたい。

1）古墳群
発掘調査で確認した古墳は、県道を挟んで東西の丘陵にそれぞれ群を為して所在する山

ノ上古墳群に所属するものである。しかしながら、それぞれの丘陵上に位置する各古墳の

在り方には相違点が見られる。従って、山ノ上通山遺跡内のものについては「山ノ上古墳

群（西群）」、もしくは「山ノ上通山古墳群」と呼称するのが妥当と考えられる。

調査した古墳は、木棺墓もしくは箱形石棺等を埋葬主体とし、概ね古墳時代中期前半か

ら古墳時代終末期にかけて築造されていたことが知られた。

古墳の調査を実施した結果を整理すると以下の表の通りである。
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古　 墳　 名 墳 埋　葬　施　設 供献土器
墳丘 ・周溝

築造年代
（規模）m 形 形態、（頭位） 出土 遺 物

15号墳

11－1．3

円
墳

第 1 主体

木棺墓 （西）

土師器高杯

鉄刀 周溝…須恵器旛

土師器賓
5世紀後半

第 2 主体

木棺墓 （西）
土師器高杯

16号墳 円

第 1 主体

木棺墓 （西）

ガラス小玉

刀子 周溝…須恵器旛 5世紀後半

15－1．8 墳 第 2主体

木棺墓 （東）

土師器椀 15号墳に先行

24号墳 円 第 1主体 5世紀前半～

10－0．5 墳 木棺墓 （南西） 中頃

25号墳

9 －0．5

円
墳 消　 失 周溝…土師器賓 5世紀代

26号墳 不 第 1主体 5世紀前半～

不明 明 木棺墓 （北西） 中頃

・27号墳

9 －0．5

円
墳

第 1 主体

木棺墓 （北）
土坑…土師器壷

5世紀前半～

中頃第 2主体

木棺墓 （北）

28号墳 円 第 1主体 墳丘…須恵器壷
7世紀初頭

15－ 2 墳 箱形石棺 （西） 杯 ・賓

29号墳 円 第 1主体 墳丘…須恵器広 7世紀後半以

19×10－ 1 形 集石基 口長頸壷 降

30号墳

7 －1

円
墳 消　 失

墳丘盛土…須恵

器杯蓋
7世紀初頭

32号墳

11－ 1

円
墳 消　 失

周溝…須恵器棒

形旛 ・蓋

杯・壷蓋

5 世紀中頃～

6 世紀代

33号墳

12－0．5

円
墳
由　 失 周溝・・・須恵器鉢

短頸壷
7世紀中頃

34号墳

15－0．5

円
墳 消　 失

周溝…土師器低

脚杯
7世紀前半
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以上の結果を得た。

この中で気づくことは、供献土器や墳丘斜面等で遺物の出土が見られなかった古墳の存

在（24・26号墳）が知られた。24・26号墳の築造時期は、遺物の検出が見られなかったた

め判然としないが、27号墳に於いても僅かに土師器壷の出土が知られるのみであり、ほぼ

同時期に営まれていたものと思われる。また、鳥取県東部地域に見る5世紀前半代の古墳

に於いても、供献土器又は遺物を伴わない確認例もあることから、この時期における葬送

儀礼の特徴の一端を示すものと思われる。

本古墳群の各古墳間における供献土器の有無は、当該地を墓域とした氏族集団のなかで

の被葬者の階層の差を示しているものと考えられる。また、H地区（24・26号墳）の古墳

は、D地区（15・16・25・32号墳）より若干先行する時期に築造されたと考えられる。前

者では遺物を全く伴わないのに比べ、後者では須恵器出現時期の所産と考えられる棒形娃

他バラエティーに富む供献遺物が見られた。これは、墓域を共有する集団のなかにおける、

出自の差を示すものと思われる。

山ノ上32号墳において、初期須恵器に該当する棒形薩の出土を見たが、これについて若

干触れておきたい。

鳥取県東部において、陶邑I期に比定し得る資料は、既に16箇所が知られている（註1）。

資料の出土地を概観すると、鳥取平野北西部に位置する湖山池周辺と、同平野南東部に集

中している。鳥取平野南東部とその背後の丘陵は、古墳時代における一大中心地で、多く

の群集墳が密集している。今回調査を行った山ノ上通山遺跡は、この丘陵の後背地に位置

する。

鳥取県東部における陶邑I期に比定される須恵器は、概ねTK208～47型式にに該当する

（註2）。この時期における窯跡の存在は現在のところ知られていないが、鳥取平野南東部

に位置する七谷窯跡からはTK47型式併行の須恵器が採集されている（註3）。また、七谷

窯跡の北東約3kmに位置する杉崎18号墳から出土した須恵器は、在地産との指摘がなされ

ている（註4）。6世紀代軽入ると七谷窯跡の南方に位置する越路窯跡（註5）や山ノ上通

山遺跡周辺部に展開する私都古窯跡群が出現してくる。私都古窯跡群において須恵器の生

産が開始される時期は、まだ未解明な部分が多いが、福地地区の窯跡で6世紀中頃の資料

が採取されている（註6）。このように、鳥取県東部においてTK47型式に所属するであろ

う窯跡が確認されたことで、当地方でも5世紀後半代には須恵器の生産が開始されていた

ことを示唆するものであろう。

鳥取県東部において、5世紀後半代の窯跡が確認されたことで、当地方にも畿内地域よ

り移動してきた須恵器の工人集団の存在が確かなものとなってきた。この須恵器の工人集

団やその子孫が、周辺部へ移動し七谷窯跡・越路窯跡・私都古窯跡群で須恵器の生産に携
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わったものと思われる。私都古窯跡群中に位置する山ノ上古墳群（西群）で、TK73～208

型式の棒形連や魅を供献した山ノ上32・16・15号墳の被葬者は、工人集団と密接な関わり

があったものと思われる。私都古窯跡群における、須恵器生産の盛期は6世紀代に下るが、

当地方に工人集団が現れ須恵器の生産が1世紀を経ずして開始されることは充分に示唆に

富む事実であろう。また、山ノ上通山遺跡の西方約2kmに位置する稲荷古墳群において、

TK47型式に該当する資料の出土が知られており（註7）、山ノ上古墳群の被葬者の系譜に

繋がるものと思われる。

2）掘立柱建物跡、棚列ほか

丘陵裾部に位置するJ地区・K地区の両地区の調査においては、多数の掘立柱建物跡・

棟列・溝状遺構・窯状遺構等および古墳が検出された。これらの遺構は、それぞれが単独

で存在したものではなく、各遺構間に密接な関係があったと考えられる。この掘立柱建物

跡は、規格性を保って作られており、その配置も数次にわたっていることが確認された。

丘陵裾部に所在した掘立柱建物跡は、その存続期間中において窯状遺構や須恵器窯の操業

に何等かの役割を果たしていたものと思われる。また、丘陵裾部の調査では、転用硯の出

土を見たことは、掘立柱建物跡群の性格を考える上で重要な資料といえよう。

以下に、各遺構間の年代観を整理してみた。

J地区

時期 暦年代 掘立柱建物跡 溝状遺構 棟列 ・土坑 陶邑編年

I期 6世紀後半 S B － 0 8 S D －0 3 S A － 0　2 II－4

～ 7世紀前半 S B －0 1

S B －0 2

S B － 1 0

S D －0 4 S A － 0 3

S A － 0 4

S K － 0 3

II－5

II期 7世紀中頃 S B －0 3 S D －0 9 焼土坑 II－6

～ 7世紀後半 3号窯 III－ 1

III期 8世紀初頭 S B －0 4 S D －0 1 S A － 0 1 IV －1

～ 8世紀前半 S D －0 5

S D －0 6

S D －0　7

S D －0 8

IV －2

IV 期 8世紀後半 S B －0　7 S D － 0　2 IV －3

～ 9 世紀初頭 S B －0 9 IV －4

Ⅴ期 10世紀後半 S B －0 5

V I期 11世紀後半 S B －0 6 S D － 1 1
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上記の時期区分のうち、III期の古段階は、下坂須恵器編年のII～III期に併行し、新段階

は同IV期に該当するものと考える。また、IV期は、古段階を下坂須恵器編年のⅤ期に考え

ている。同様にⅤ期は、山田12号窯に、VI期は山田10号窯と併行する時期と考えられる。

このように、J地区における掘立柱建物跡の盛期は、I期後半からII期にかけてと、III

期後半からIV期の二時期に集中していることが判明した。この内中心となるのは、I期か

らII期にかけての時期であることは明らかである。掘立柱建物跡は、谷部斜面の傾斜に平

行して建てられ、斜面の中程より下方にかけて規格性を保って整然と営まれていたことが

知られる。このほぼ同時期には、前面の谷部を挟んだ対面の丘陵斜面や、J地区の北西隣

りの谷部斜面において窯状遺構と須恵器窯の操業が行なわれていることが知られた。この

ことは、J地区の掘立柱建物跡群の性格を物語っているものと思われる。すなわち、当地

区で生産していたであろう須恵器他の製品の管理・保管を管掌し、供給地へ搬出する機能

を担っていたものと思われる。

K地区

K地区では、遺構面が後世の削平によって大きく改変されているため、J地区のような

整然とした遺構は検出されなかった。しかし、ほぼ良好な状態で検出されたSB－01・

02は、丘陵斜面に平行して建てられていることが判明し、他の遺構も同様な方向性を保

っていた。当地区においては、須恵器転用硯の出土が確認されており、建物の規模や方向

性（他の遺構とも関連して）からみて、一般集落ではなく何等かの行政機関であった可能

性が指摘される。J地区で見る第二の盛期と併行する時期に、K地区のSB－01が建て

られており、掘立柱建物跡群の中心となる機能が移動してきたとも考えられる。このSB－

01と1号窯は、ほぼ同時期に存在していたことが確認できることから、窯の操業および

生産品の管理・保管・搬出等を管掌する機能を担っていたものと考えられる。

3）窯状遺構
窯状遺構を丘陵裾部と丘陵斜面部において5基検出した。その性格として、従来、「炭窯」

としての認識が支配的であるが、本遺跡で確認した窯状遺構については疑問符を付けざる

をえない。この窯状遺構は、本遺跡の北西約2．5kmに位置する生山大池遺跡・水堤地区（註

8）に於いても同様な遺構が検出されている。両遺跡の共通する特徴として、窯状遺構は

単独で所在しており、周辺部に製鉄関連の遺構が存在しないことが挙げられる。また、両

遺跡内に於いても製鉄遺跡に通有な鉄揮（スラッグ）の出土が全く見られていない。窯状

遺構を炭窯として認識する考えには、鉄浮を多量に排出する製鉄炉の検出が不可欠な要素

であるといえる。しかし本遺跡および生山大池遺跡・水堤地区においては、窯跡の近辺お

よび広範囲な周辺部に於いても製鉄炉や鉄浮の検出は皆無であった（註8）。木炭のみを生

－74－



産して、近在の製鉄コンビナートに供給したと考えられなくもないが、両遺跡については

窯状遺構イコール炭窯という認識には該当しないものといえる。

この窯状遺構の性格として、鉄分を含んだ鉱石の破砕炉との考え方も提起されている。

これは、検出された多くの窯状遺構では、窯体床面や側壁および煙道部の壁面が還元炎被

熟され、破砕された鉱石が窯体内、作業面に堆積していることが論拠となっている。破砕

された鉱石は砂粒となり、作業面を覆う状況を呈する。山ノ上1・2・6・7号窯でも確

認された。特に1号窯では、窯体内下半と作業面の全体に、砂粒を主体とした灰層の堆積

が顕著であった。他の遺跡で確認された窯状遺構では、鉱石を煙道部との仕切りや閉塞時

に使用する如く、何等かの形で遺存状況を見せている。これに対し、本遺跡で確認した窯

跡においては、鉱石の岩塊は見られず砂粒（大きいもので3～5m）の堆積が認められた

のみである。今回の調査では、砂粒と排出されていた木炭片の化学分析を行ない得ていな

い。しかし、多量な砂粒の堆積が何故生じたのかと考えた場合、「鉱石破砕炉」（註9）だ

とする説に整合性を強く感じる。また、操業中に天井部が崩落し、廃棄された窯の存在も

確認されている。しかしながら、「炭窯」を証明するであろう生産されていたはずの木炭の

出土例が無い現段階においては、今一度その性格について検討する必要が有るのではなか

ろうか。

4）須恵器窯
丘陵斜面部において須恵器窯2基が検出されたが、いずれも7世紀前半頃に生産活動が

為されていた事が判明した。本窯跡は、山ノ上窯跡群として呼称しておく。山ノ上窯跡群

は、従来私都古窯跡群において、空白部分であった7世紀前半から後半にかけての、須恵

器の様相を示す重要な資料を提供するものといえよう。また、須恵器窯の窯体は、崩落し

た天井部を除きほぼ完存状態で検出された。従来、私都窯跡癖での発掘調査は部分的であ

ったため、これにより不明であった窯体構造の詳細を知ることとなった。山ノ上窯跡群で

確認された窯跡は、規模の大小と地下式賓窯および半地下式賓窯との差は有るが、いずれ

も窯尻に連結した「送風溝」を備わった特徴を有している。この送風溝を有した須恵器窯

は、北部九州、山陽、関西、北陸、関東等でその分布が確認されているが、山陰側では初

見である。鳥取県中部の、関金町鳥越山3号窯で類似例があるが、同例では溝底が酸化炎

被熟を受けているため、送風溝とは別の用途が考えられる。

5）4号窯出土遺物

4号窯より出土した遺物は、蓋杯・壷蓋・つまみ付き蓋・有蓋高杯・無蓋高杯・壷・広

口壷・旛・把手付椀・長頸壷・大形賓・無文当て具・用途不明土製品等が見られた。
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出土した個々の遺物については観察表に委ねることとし、ここでは蓋杯の特徴について

のみ触れておきたい。

蓋は、形態の特徴として、A：丸い天井部を呈するもの、B：平坦な天井部を呈するも

の、C：天井部中央につまみを付すもの、に区分した。また、基部径の大小により、I・

II・IIIに細分できた。

蓋　A：基部径11．4～13．6cm、器高3．5～4．0cm

蓋BI：基部径13．8～16．0cm、器高2．8～4．2cm

蓋BII：基部径11．2～14．4cm、器高2．1～4．2cm

蓋BIII：基部径8．6～10．2cm、器高2．1～3．3cm

蓋　C：基部径15．5～17．0cm、器高4．4～5．1cm

4号窯で出土した蓋はその殆どが蓋Bで、図化した全体量の85％を占め、蓋Aは7％、

蓋Cは8％であった。口緑端部に平坦な面を付ける壷蓋と思われる蓋が見られたが、全て

蓋Bである。ま亘へラ記号・板目圧痕を残すものも見られたが、全て蓋Bであうた。口緑

端部は、丸くおさめており内傾する段は見られない。

蓋Aの天井部外面は、へラ切り離しの後回転へラケズリを天井部の1／2程度行なう。

内外面はロクロナデ調整である。

蓋Bの天井部外面は、へラ切り離しの後回転へラケズリを天井部の1／2程度行なうも

の、屈曲部のみに施すものが見られた。また、天井部外面に回転へラケズリを施した後、

ケズリの方向にカキメを行なうものも見られた。壷蓋は、回転へラケズリを施すものも見

られたが、全体に器壁の厚いもの程、切り離しの後未調整のものが多い傾向にある。

蓋Cは、天井部切り離しの後回転へラケズリを行ない、中央部を窪ませた扁平なつまみ

を付けている。天井部からなだらかに基部に続き、やや逆椀形をなす。

杯は、「立上り」を有するもので、底部の形態の特徴から、A：丸底気味のもの、B：平

底を呈するもの、に区分した。また、口径の大小により、I・IIに細分した。

杯AI：口径10．8～13．7cm、器高3．2～4．2cm

杯AII：口径8．4～9．7cm、器高2．5cm前後

杯BI：口径14．0～15．6cm、器高3．2～4．5cm

杯BII：口径10．3～13．8cm、器高2．0～3．6cm

4号窯において出土した杯で、図化したもののうち杯Aは38％、杯Bは62％の割合を示

し、杯Bが全体の2／3を占める。

杯Aの底部は、やや丸底気味を呈するもので、底部切り離しの後回転へラケズリを施す

ものが多い傾向を示すが、若干未調整のものも確認された。内外面ロクロナデ調整を施し、

立上りは殆どが「貼付け」で作られており、「折返し」で作られるものも見られた。また、
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数点であるが受部を「貼付け」で作られているものも見受けられた。

杯Bの底部は、平底を呈するものである。底部切り離しの後、底部外面の平坦部のみに

回転へラケズリを施す。若干、板目圧痕を残すものと静止へラケズリを施すものも見受け

られるが、殆どは回転を利用した回転へラケズリを行なう傾向にある。内外面はロクロナ

デ調整を施す。立上りは、殆どが「貼付け」で作られており、若干「折返し」のものと、

受部を「貼付け」で作るものが見られる。「折返し」で作るものは、内面の屈曲部に粘土を

補填して内面を滑らかにする傾向にある。

6）4号窯埋土中、埋葬施設出土遺物（第95図、図版58）

4号窯崩落土中で検出された埋葬施設内より、須恵器杯蓋・高杯・把手付椀・長頸壷・

広口壷および銅製耳環の出土を見た。

蓋（1～3）

蓋は、丸みを帯びた天井部をなし、前述分類の蓋Aに該当する。蓋1は、基部径16．0cm、

器高4．1cmを測る。平坦な天井部よりなだらかに口緑部に続き、端部は外方に開き気味であ

る。口緑端部は丸くおさめる。天井部外面は、へラ切り離しの後未調整である。内外面ロ

クロナデ調整を行ない、天井部外面に「－」状のへラ記号を施す。蓋2は、基部径推定12．

0cm、器高3．7cmを測る。歪な焼成で楕円形を呈している。丸みを帯びた天井部よりなだら

かに口緑部に続き、やや屈曲した口緑端部をなしている。口緑端部は丸くおさめる。天井

部は、へラ切り離しの後未調整である。内外面ロクロナデ調整を施し、天井部内面に不整

ナデを行なう。3は、基部径11．2cm、器高3．8cmを測り壷蓋と思われる。丸みを帯びた天井

部よりなだらかに続き、口綾部は屈曲して垂下する。口緑端部は外反し、端部は丸くおさ

める。天井部は、へラ切り離しの後回転へラケズリを1／2行なう。内外面ロクロナデ調

整を施す。

把手付椀（4・5）

4は、口径8．1cm、器高9．6cmを測る。丸底を呈する底部よりやや内湾気味に立ち上がり、

内傾気味の口縁部に続く。口緑端部は丸くおさめる。体部の中程に2条の沈線を施してい

る。底部外面は、静止へラケズリを施し、他の内外面はロクロナデ調整を行なう。休部の

最大径部分に、「L」字形をなす棒状の把手を貼り付けている。把手は、体部への接着を兼

ねてへラ状工具により細かい単位でナデ付けている。5は、口径11．0cm、器高8．7cm、体部

最大径13．6cmを測る。やや平底気味の底部より、やや内湾気味に外方に開く体部から内傾

する口緑部に続く。口緑端部は、若干直立気味で丸くおさめる。口緑部下端部分に2条の

沈線を施す。休部最大径のやや下方に把手を付けている。把手は、断面長方形を呈し、体

部に沿って湾曲している。底部外面は回転へラケズリを施し休部・口緑部の内外面はロク
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ロナデ調整を行なう。底部内面は不整ナデを行なう。把手は、ナデ調整の後貼り付けてい

る。

高杯（6）

口径15．1cm、器高12．4cmを測る無蓋高杯である。「ハ」字状に開く脚柱部より大きく外反

する裾部に続く。脚端部はやや屈曲して外方に広がる。受部は、やや丸底気味で、なだら

かに立ち上がる休部より外傾気味の口緑部へ続く。口縁端部は丸くおさめる。口緑部下端

部に1条、脚柱部の中程に2条の沈線を施す。内外面ロクロナデ調整を施し、受部の底部

外面は回転へラケズリを行なった後、脚部の接着によりナデつけられている。

広口壷（7）

口径11．8cm、器高10．4cm、胴部最大径15．0cmを測る。やや丸底気味の底部より、やや直

立気味に立ち上がりやや肩の張る肩部に屈曲して続く。肩部より外反する口緑部に続き、

端部は丸くおさめる。底部外面は不定方向の静止へラケズリを施した後、回転へラズリを

行なう。底部は、制作中の作り替えに伴い、粘土板を充填して行なったものと思われる。

肩部下端部に1条の沈線を施す。内外面はロクロナデ調整を施している。

長頸壷（8）

口径8．5cm、器高18．0cm、胴部最大径13．6cmを測る。丸底気味の底部より、内湾気味に立

ち上がる体部に続き、やや肩の張る肩部からやや外傾気味の口緑部に続く。口緑端部はや

や直立気味で、端部は丸くおさめる。口緑部の中程に2条、肩部下端部に1条の沈線を施

す。底部外面に、杯口緑部片の溶着が見られる。底部外面は回転へラケズリを行ない、他

の内外面はロクロナデ調整を施す。

銅製耳環（9・10）

耳環9は、長径2．9cm、短径2．5cm、断面円形を呈し径0．6cmを測る。遺存状態は不良で、

腐食化が進行している。耳環10は、長径2．7cm、短径2．5cm、断面円形を呈し径0．5cmを測る。

遺存状態は不良で腐食化が進行している。耳環9・10は、銅地金無垢のままであり、鍍金

の痕跡は見られなかった。

埋葬施設より出土したこれらの遺物の特徴から、概ね陶邑編年第II型式第5～6段階に

相当するものと思われる。

7）5号窯出土遺物
5号窯より出土した遺物は、蓋杯・壷蓋・有蓋高杯・無蓋高杯・大形高杯・大形高杯蓋・

壷・鉢・施・襲・提瓶・横瓶等が見られた。

出土した個々の遺物については観察表に委ねることとし、ここでは蓋杯の特徴と傾向に

ついてのみ触れておきたい。
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蓋は、形態の特徴から、A：丸みを帯びた天井部、B：平坦な天井部、C：天井部につ

まみを付すもの、に区分した。また基部径の大小により、I・II・IIIに細分した。

蓋AI：基部径15．8～16．5cm、器高3．3～4．5cm

蓋AII：基部径11．6～14．8cm、器高3．0～4．6cm

蓋AIII：基部径10．0～11．5cm、器高3．6～4．9cm

蓋BI：基部径15．2～18．4cm、器高2．8～4．5cm

蓋BII：基部径12．2～14．8cm、器高2．9～4．9cm

蓋BIII：基部径10．8～11．4cm、器高2．9～3．5cm

蓋CI：基部径15．6～17．3cm、器高3．8～4．5cm

蓋CII：基部径10．6～11．0cm、器高1．3～4．8cm

5号窯で出土した蓋のうち図化した割合は、蓋A：34％、蓋B：56％、蓋C：10％であ

った。口緑端部に平坦な面を有する壷蓋は蓋Bが多いが、蓋A・蓋C共に混在する傾向を

示す。天井部外面に板目圧痕を残すものが見られたが、蓋A・蓋B共に確認できた。

蓋A・蓋B共に、天井部外面はへラ切り離しの後回転へラケズリを1／2程度行なう。

若干の割合で切り離しの後未調整のもの、屈曲部のみに行なうものも見受けられた。内外

面ロクロナデ調整を施し、端部は丸くおさめる。一部に口緑端部内面に、段を意識したと

思われる平坦な面を付けるものが見られたが、その数は少ない。また、口綾部上端に稜を

意識した沈線を施すものも見られる。壷蓋は、4号窯に見られる焼台を思わせる器壁の厚

いものは、本窯では出土していない。

蓋CIは、天井部切り離しの後回転へラケズリを行なうもの、カキメを施すものが見ら

れる。天井部外面の中心に、中央部を窪ませた扁平なつまみを付けている。天井部内面、

口綾部内外面はロクロナデ調整を施している。口緑部上端に、稜を意識したものと思われ

る沈線を施すものが多く見られる傾向にある。

蓋CIIは、壷蓋をなしたと思われる。中央部を窪ませた扁平なつまみを付すものは、天

井部切り離しの後回転へラケズリを施す。内外面はロクロナデ調整である。全体に扁平で、

口緑部の内面に所謂「かえり」を有する。天井部外面の中央に棒状のつまみを付すものは、

内外面ロクロナデ調整である。口緑端部は丸くおさめ、内面に「かえり」を付けている。

杯は、「立上り」を有するもので、形態の特徴から、A：丸底を呈するもの、B：平底を

呈するもの、に区分した。また口径の大小により、I・IIに細分した。

杯AI：口径18．3cm、　　　器高不明

杯AII：口径8．0～14．6cm、器高2．2～4．1cm

杯BI：口径14．2～15．4cm、器高2．2～4．0cm

杯BII：口径11．1～13．2cm、器高2．5～3．8cm
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5号窯において出土した杯で、図化したもののうち杯Aは44％、杯Bは56％の割合を示

し、ほぼ半々であった。

杯A・B共に、底部切り離しの後回転へラケズリを行なうものが大半を占める傾向にあ

る。切り離しの後未調整のものが若干見られたが、その数は少ない、内外面はロクロナデ

調整を施している。立上りは、4号窯出土のものより若干長めであるが、差は余りないも

のと思われる。立上りの形態は、「折返し」と「貼付け」の割合は半々で、器種の差は見ら

れない。若干数で、受部を摘み出して作られているものが見られた。

この他に、大形の高杯とそれに対をなすものと考えられる蓋が確認された。

蓋は、基部径20．0～22．4cm、器高7．5～8．0cmを測る。丸みを帯びた天井部よりなだらか

に続き、口緑部は屈曲して垂下し、口緑端部の内面に段を付ける。口緑部の上端部分には、

浅い凹線を廻らすことで稜を表現している。天井部外面は、平行タタキを施した後回転力

キメを行なう。このカキメは、口緑部外面にも施される。天井部内面は、同心円文タタキ

メを施した後口クロナデ調整を行なっている。

大形高杯は、口径18．2～20．3cm、器高10．6cm前後を測る。「ハ」字状に開く脚部で、器高

の1／2を占める。受部は、丸底気味の底部より、やや内湾気味になだらかに立ち上がり

受部に続く。立上りは「折返し」による。内外面ロクロナデ調整である。底部内面は、同

心円タタキメを施す。受部外面は、綾杉文状に平行タタキを施した後回転力キメを行なっ

ている。

8）4・5号窯出土蓋杯について

以上、4・5号窯出土の蓋杯の特徴と傾向について見てきた。ここで再度、蓋杯の特徴

と傾向を簡単に触れ、山ノ上窯跡群の編年観を考えてみたい。

4号窯出土の蓋は、天井部切り離しの後、天井部外面に回転へラケズリを施すが、未調

整もしくは一部に回転へラケズリを行なうものが多く見られる傾向にある。これに対して

5号窯出土の蓋は、未調整のものが若干見られるものの、回転へラケズリを施すものが大

半を占める。また明瞭な稜ではないが、それを意識したものと考えられる凹線を廻らすも

のが、5号窯出土の蓋には確認できた。

器種構成を見ると、4号窯では、蓋杯が主で他には高杯・壷・賓等が見られたのに対し、

5号窯ではこの他に旛・提瓶・横瓶・鉢・大形高杯等、器種に富む傾向にある。また、高

杯の脚部も5号窯のものが口径に比して若干高い傾向を示している。

このようなことから、4号窯出土の須恵器は、陶邑編年第II型式第5段階でも新しい段

階に相当するものと考えられるが、まだ矩小化傾向は示していない。5号窯出土の須恵器

は、陶邑編年第II型式第4段階の後半と、同第5段階に相当するものと考えられる。5号
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窯出土の須恵器は、古い要素と新しい要素を合わせ持っていることから、操業時期の差を

示すものと思われる。また、この須恵器の編年観と、熱残留磁気の測定結果とは概ね整合

性を保っていることが知られた。

第5章　熱残留磁気測定の結果

島根大学総合理工学部　時枝克安

第1節　山ノ上通山遺跡の窯跡の地磁気年代

1地磁気年代法の仕組み

地磁気は一定ではなく不規則に変動している。この地磁気変動には周期が短いものから

長いものまで様々な成分が含まれているが、とくに、10年以上経過してはじめて顕著にな

るような満緩な変動を地磁気永年変化と称している。地磁気年代測定法で時計の機能をは

たすのは、この地磁気永年変化であり、過去の地磁気の方向の時間的変化を示す曲線に年

代を目盛って、地磁気の方向から逆に年代を読みとる。しかし、ある焼土が何時焼けたか

を知ろうとするとき、焼土が焼けた時の地磁気の方向がどこかに記録されており、それを

測定できなくては目的を果たせない。焼けたときの地磁気の方向は焼土の熱残留磁気とし

て記録されている。地磁気年代を求める手順を述べると、まず、焼土の定方位資料を採取

し、それらの熱残留磁気を測定して、焼土が最終加熱されたときの地磁気の方向を求める。

そして、標準となる地磁気永年変化曲線上にこの方向に近い点をもとめて年代目盛りを読

みとる。

地磁気中で粘土が焼けると、粘土に含まれる磁性鉱物（磁鉄鉱、赤鉄鋼等）が担い手と

なって、焼土は熱残留磁気を帯びる。この熟残留磁気の方向は焼けたときの地磁気の方向

に一致し、しかも非常に安定であり、磁性鉱物のキュリー温度（磁鉄鉱で5780C、赤鉄鋼で

6750C）以上に再加熱されないかぎり数万年以上年代が経過しても変化しない。もし、焼土

がキュリー温度以上に再加熱された場合は、それまで保持していた残留磁気が消滅し、新

たに、再加熱時の地磁気の方向を向いた熱残留磁気が獲得される。つまり、焼土は最終焼

成時の地磁気を熱残留磁気として正確に記憶する。それゆえ、あらかじめ、年代既知の焼

土の熱残留磁気を測定して、地磁気の方向の時間的変化をグラフにしておけば、このグラ

フを時計として、年代未知の焼土がいつ焼けたかを逆に推定できる。この時計では地磁気

の方向が針に相当し、焼土の熟残留磁気が熟成時の針の位置を記憶していることになる。

日本では、広岡によって西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化曲線がかなり詳しく測

定されているので1）、この方法が焼土の簡便な年代測定法として実用化されている。地磁気
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年代測定法の詳細については中島による解説が参考になる1）。

2　地磁気年代測定法の問題点

地磁気の方向は時間だけでなく場所によっても変化するので、地域によっては、その場

所での標準曲線の形が西南日本のものからかなり相違していることが問題となる。厳密に

言えば、ある焼土の地磁気年代を求めるには、焼土の熟残留磁気をその場所の標準曲線と

比較しなければならない。相違が小さいときには西南日本の標準曲線を代用できるが、相

違が大きいときにはその地域特有の標準曲線を決定し、この曲線と焼土の残留磁気の方向

を比較する必要がある。しかし、近畿、中国地域の過去の調査例では、広岡による西南日

本の標準曲線から求められた地磁気年代と土器年代はうまく整合しているので、これらの

地域においてこの標準曲線を代用しても問題はない。

次に指摘すべきことは、地磁気変動から推定される地磁気年代は土器偏年に依存しない

と理解されているむきがあるが、これは誤解であり、両者には密接な関係があるという事

実である。すなわち、少数の年代定点をのぞくと、標準曲線上の年代目盛りのほとんどは

考古学の土器偏年体系を参照して決められている。それゆえ、年代定点に近い地磁気年代

には問題がないが、年代定点から遠くなるほど地磁気年代は土器偏年の影響をより強く受

けることになり、もし、土器偏年に改訂があれば、地磁気年代もそれに伴って訂正しなけ

ればならない。年代定点が増加すると、地磁気年代と土器偏年の相互依存は解消するが、

現状ではやむをえない。しかし、地磁気を媒介とする地磁気年代測定法は、無遺物の場合

でも有効である点、また、遠隔地の土器偏年を地磁気変動を通じて対比できる点で独自の

性格をもつ。

3　遺構と資料

山ノ上通山遺跡（鳥取県八頭郡郡家町山ノ上）から出土した横口付窯跡4基（1、2、

6、7号窯跡）、炭窯1基（3号窯跡）、須恵器窯2基（4、5号窯跡）から地磁気年代測

定用の定方位資料を採取した。横口付窯跡は、細長い窯体、片側の等間隔横穴、緩斜面床

面という特徴的な構造をもっており、各地で多数の発掘例が報告されているが、いずれも

遺物が伴わず、考古学年代は不明である。また、この窯を炭窯とする説があるが、まだ公

認されるに至っていない。出土土器から推定される須恵器窯の年代は、4号窯跡が7世紀

第2四半期、5号窯跡が7世紀第2四半期の初期である。炭窯、横口付窯跡は遺物がない

ので年代は不明であるが、2号窯の作業面からは8世紀第2四半期の須恵器横瓶が出土し

ている。ただし、遺構の切り合い関係から、1号窯よりも2号窯が新しいことが分かって

いる。各窯跡の特徴、資料採取場所、資料数、考古学年代を表1にまとめる。
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表1　山ノ上通山遺跡の窯跡の特徴と採取試料数

遺　 構 窯跡の特徴、試料採取場所 （試料数） 考古学年代

1号窯跡 横口付窯跡（9 ）＊　弱焼成度　　 床面（20） 不明

2号窯跡 横口付窯跡（12）＊　 弱焼成度　　 床面（25） 不明

3号窯跡 炭窯　　　　　 低焼成度　 床面（15）、東壁面（5） 不明

4号窯跡 須恵器窯　　　　　　　　　　 床面（22） 7 C 第 2 四半期

5号窯跡 須恵器窯　　　　　　　　　　 床面（20） 同上初期

6号窯跡 横口付窯跡（7）＊　　　　　　　 床面（22） 不明

7号窯跡 横口付窯跡（8 ）＊　　　　　　　 床面（25） 不明

＊括弧内は横口の数を示す

4　測定結果

試料の残留磁気の方向をスピナー磁力計で測定した。測定結果を図1～7に示す。1、

2号窯は残留磁気の方向が分散するので地磁気年代を推定できない。他の窯については、

一部の乱れたデータを省略すると図の円内によく揃ったデータを選択できるので、これら

を元にして地磁気年代を推定する。4号窯では、円内データの右斜め上にも集中データが

認められるが、後者が窯の1カ所のものであるのに対して、前者は窯の広い範囲のもので

あり、広範囲にわたる熱残留磁気が局部的撹乱を受けた後にも分散しないで揃っている確

率は非常に少ないので、円内データは撹乱されていないと判断できる。円内データの平均

方向と誤差の目安となる数値を表2に示す。なお、kの値が大きく、亀5の値が小さいほど、

残留磁気の方向がよく揃っていることを意味する。

表2　山ノ上通山遺跡の窯跡の残留磁気の平均方向

窯 I m （度） D m （度 E ） k 亀5（度） N

1 号窯跡 残留磁気の方向が分散するため有意の平均なし

2 号窯跡 残留磁気の方向が分散するため有意の平均なし

3 号窯跡 58．70 －16．55 1230 1．30 1 11／20

4 号窯跡 57．50 －13．25 3885 0 ．78 10／22

5 号窯跡 58．63 －17．89 1666 0 ．97 14／20

6 号窯跡 5ウ．61 －13．00 2586 1．09 8／22

7 号窯跡 55．03 －15．52 1000 1．09 18／25

Im：平均伏角、　Dm：平均偏角、　k：Fisherの信頼度係数

亀5：95％誤差角、　N：利用試料数／採取試料数
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5　地磁気年代と考察

図8は広岡による西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化曲線2）上に、山ノ上通山遺跡

の窯跡の残留磁気の平均方向（＋印）と誤差の範囲（点線の楕円）を記入したものである。

地磁気年代を求めるには、残留磁気の平均方向から近い点を永年変化曲線上に求めて、そ

の点の年代を読みとればよい。年代誤差も点線の楕円から同様にして推定できる。4、6

号窯跡では、残留磁気の平均方向が標準曲線のループの内側に位置するので、ループの両

側線に対応する2つの地磁気年代候補値が可能になる。しかし、3、5、7号窯跡につい

ては唯一の値が決まる。このようにして求めた地磁気年代を表3に示す。4、6号窯跡で

は、考古学年代に近い年代値を先頭に記してある。

表3　山ノ上通山遺跡の窯跡跡の地磁気年代

遺　 構 地磁気年代 考古学年代

1号窯跡 測定不能 不明

2号窯跡 測定不能 不明

3号窯跡 640±15 不明

4号窯跡 640±10、680±20 7 C 第 2．四半期

5号窯跡 635±10 同上初期

6号窯跡 640±20、680±25 不明

7号窯跡 600±15 不明

図8から分かるように、各窯跡の残留磁気の平均方向の分布はかなり狭い範囲に集中し

ている。地磁気年代の立場から言えば、一連の窯跡は同じ時期のものである可能性が大き

いので、この判断に沿って地磁気年代を決める。5号窯の地磁気年代（640±10）は考古学

年代（7C第2四半期初）に整合している。4号窯の地磁気年代として640±10を選ぶと、考

古学年代（7C第2四半期）とうまく整合する。6号窯も他と同時期のものと考えて640±20

の年代を選ぶ。最後に試料採取時にお世話になった中野知照氏と郡家町教育委員会の皆様

に厚く感謝します。

［註釈］

1）　中島正志、夏原信義「考古地磁気年代推定法」考古学ライブラリー9

ニューサイエンス社

2）　広岡公夫（1978）　　考古地磁気および第四紀古地磁気の最近の動向

ノ第4紀研究15，200－203
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図1　山ノ上通山遺跡1号窯跡の残留磁気の方向
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図2　山ノ上通山遺跡2号窯跡の残留磁気の方向
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図3　山ノ上通山遺跡3号窯跡の残留磁気の方向

図4　山ノ上通山遺跡4号窯跡の残留磁気の方向
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図5　山ノ上通山遺跡5号窯跡の残留磁気の方向

図6　山ノ上通山遺跡6号窯跡の残留磁気の方向
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図7　山ノ上通山遺跡7号窯跡の残留磁気の方向

図8　山ノ上通山遺跡の窯跡の残留磁気の方向（＋印）と誤差の範囲（点線の楕円）およ
び、広岡による西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化曲線
A：3号窯跡、　B：4号窯跡、　C：5号窯跡　D：6号窯跡
E：7号窯跡
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第2節　花原窯跡群の3基の窯跡の地磁気年代

島根大学総合理工学部　時枝克安

地磁気は年代とともに変化し、焼土は焼けたときの地磁気を熱残留磁気として記録し保

持する。これを基礎として、窯跡の熱残留磁気を西南日本の地磁気標準曲線と比較するこ

とにより、花原窯跡群の3基の窯跡の最終焼成年代を推定した。

1遺構と資料

花原窯跡遺跡（鳥取県八頭郡郡家町花原）から出土した3基の須恵器窯（3、10、27窯

跡）から地磁気年代測定用の定方位資料を採取した。窯と道路の交差部分のみが発掘され

たので、3、27号窯跡では窯尻の狭い範囲しか露出しておらず試料は10ケしか採取できな

かった。なお、27号窯の床面焼土には撹乱を思わせる形跡が認められた。10号窯では焚口

のみが発掘されよく焼けた床面から22ヶの試料を採取した。3号窯と27号窯は約7m離れ

てほぼ平行に並び、北側約200m離れた所に10号窯がある。多数の土器が出土しているが、

この地域の土器偏年が未完成であるために須恵器窯の考古学年代を特定できない。各窯跡

の特徴、試料採取場所、試料数、考古学年代を表1にまとめる。

表1花原窯跡群の窯跡の特徴と採取試料数

遺　 構 窯跡の特徴、試料採敢場所 （試料数） 考古学年代

3号窯跡 須恵器窯　 高焼成度　　　 一焚口床面（10） 不明

10号窯跡 須恵器窯　　　　　　　　 窯尻床面（22） 不明

27号窯跡 須恵器窯　 落下した焼土？ 窯尻床面（10） 不明

2　測定結果

試料の残留磁気の方向をスピナー磁力計で測定した。測定結果を図1～3に示す。3号

窯（図1）については、一部の乱れたデータを省略すると図の円内によく揃ったデータを

選択できる。また、10号窯（図2）では3つの部分的な収束群が認められるが、このうち、

円内のみが床面の3ヶ所のデータを含むのに対して、他の群は1ヶ所のみのデータからな

る。広範囲のデータが全く同じ撹乱を受けることはないので、円内データは撹乱されてお

らず最終焼成時の地磁気の方向を示していると判断できる。27号窯（図3）は残留磁気の

方向が分散するので地磁気年代を推定できない。結局、円内データを元にして地磁気年代

を推定する。円内データの平均方向と誤差の目安となる数値を計算すると表2のようにな
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る。なお、kの値が大きく、亀5の値が小さいほど、残留磁気の方向がよく揃っていること

を示す。

表2　花原窯跡遺跡の窯跡の残留磁気の平均方向

窯 I m （度） D m （度E ） k 亀5（度） N

3 号窯跡 52．32 －0 ．48 1217 1．55 8／10

10号窯跡 49．36 －1 ．37 3333 0．96 8／22

27号窯跡 残留磁気の方向分散するため有意の平均なし 0／10

Im：平均伏角、　Dm：平均偏角、　k：Fisherの信頼度係数

亀5：95％誤差角、　N：利用試料数／採取試料数

3　地磁気年代

図4は広岡による西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化曲線1）上に、花原窯跡遺跡の

窯跡の残留磁気の平均方向（＋印）と誤差の範囲（点線の楕円）を記入したものである。

地磁気年代を求めるには、残留磁気の平均方向から近い点を永年変化曲線上に求めて、そ

の点の年代を読みとればよい。年代誤差も点線の楕円から同様にして推定できる。標準曲

線が狭い範囲で交差するので、地磁気年代として、～100年、～1100年の2つの候補値が可

能になる。しかし、弥生時代の年代は考古学的に考えにくいので前者を省略する。このよ

うにして求めた地磁気年代を表3に示す。

表3　花原窯跡遺跡の窯跡跡の地磁気年代

遺　 構 地磁気年代 考古学年代

3号窯跡 1150±25 不明

10号窯跡 1120±20 不明

27号窯跡 測定不能 不明

花原窯跡群の近くに山田窯跡群があるが、その10号窯の熱残留磁気の平均方向はここで

得られた花原窯跡群の3、10号窯跡の平均方向に極めて近く、地磁気年代は1090±15であ

った2）。地磁気年代の立場から見ると、花原窯跡群の3、10号窯跡と山田窯跡群の10号窯は

ほぼ同じ時期に操業されていたと考えられる。最後に試料採取時にお世話になった中野知

照氏と郡家町教育委員会の皆様に厚く感謝します。
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［註釈］　　　　　　　′

1）　広岡公夫（1978）　考古地磁気および第四紀古地磁気の最近の動向

第4紀研究15，200－203

2）　時枝克安（1987）　山田10号窯の熱残留磁気による年代測定

「山田窯跡群」郡家町文化財報告書、

郡家町教育委員会　42－44
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図1　花原窯跡群3号窯跡の残留磁気の方向

図2　花原窯跡群10号窯跡の残留磁気の方向
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図3　花原窯跡群27号窯跡の残留磁気の方向

図4　花原窯跡群の窯跡の残留磁気の方向（＋印）と誤差の範囲（点線の楕円）および、
広岡による西南日本の過去2000年間の地磁気永年変化曲線
A：3号窯跡、　B：10号窯跡
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後　　　記

山ノ上通山遺跡の発掘調査は、平成2年度正開始し同5年度には現地調査を終了し、そ

の後報告書作成を行なってきた。山ノ上通山遺跡が位置する私都川中流域において、広範

囲で各種の遺構を調査対象としたのは初めてであった。調査方法に戸惑いも感じたが、各

種の調査成果が得られたことで、初期の目的は果たせたものと思われる。

山ノ上通山遺跡は、大きく分けて古墳群、掘立柱建物跡群、窯跡群であった。これらの

遺構群は、それぞれが独立して存在していたのではなく、共に密接な関係を保って営まれ

ていたことが知られた。

山ノ上古墳群の被葬者は、直接的な関係でないにしても、須恵器工人集団の系譜に繋が

る在地の首長層であったものと思われる。古墳が営まれている時期には、丘陵裾部におい

て生活の痕跡が出現していた。この後、私都川流域で須恵器の生産が始まり、当地区に於

いても7世紀前半には須恵器窯の操業が開始されてくる。また7世紀中頃からは、窯状遺

構の操業が開始される。これらの窯の操業時期と相い前後して丘陵裾部に掘立柱建物跡群

が出現している。この掘立柱建物跡群は、その規模と規格性を保っていることから、窯で

生産された製品の保管・搬出等を管掌する機能を持った役所的機構の一翼を担っていたも

のと思われる。山ノ上通山遺跡に見る掘立柱建物跡群は、本遺跡で生産されたもののみで

なく、私都川流域の窯跡群より搬出された製品をも管掌していたものと考えられる。

註

（1）谷口恭子「鳥取県東部出土の須恵器一陶邑I期を中心として－」『水曜考古』12号

1987

（2）谷口恭子氏教示。従来、鳥取県東部ではTK23型式以降のものが確認されていたが、

最近の調査でこれに先行するものとして、秋里遺跡の土器溜りよりTK208型式の資

料が確認されている。また、遺構外ではあるが、鳥取市西大路土居遺跡や紙子谷24

号墳より同時期のものも確認されている。

（3）註1参照

（4）寺西健一「鳥取県杉崎18号墳出土の須恵器」『古文化談叢』第15集1985

（5）『鳥取県生産遺跡分布調査報告書』鳥取県教育委員会1984

（6）註5参照

（7）『稲荷古墳群調査報告書』郡家町教育委員会1980

（8）前田　均氏教示
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山ノ上通山遺跡、遺物観察表

記　載　事　項　凡　例

第00表　　　　　地区・遺構名

※ 1 ※ 2 ※ 3 ※ 4 ※ 5 ※ 6 ※ 7

挿図番号 器　 種 法　　 量 形態の特徴 調整手法の特徴 備　　 考 遺物番号

※1挿図番号は、各調査区及び各遺構ごとの通し番号を示している。また写真図版の番号とも合致す

る。下段には出土地点を示している。

※2　本書で示した類別は、須恵器蓋杯の特徴から分類したものである。所謂歴史時代の土器に示され

る類別法とは、趣を異にすることを留意されたい。

※3　法量は、以下のものについてのみ記載することとした。単位はcmで、残存値の場合は、数字の後

に（残）を記載している。

①口　径・基部径　　　　　④最大胴径

②受部径　　　　　　　　⑤底部径（高台径）

③器　高　　　　　　　　⑥立上り高

※4　須恵器は形態の特徴により、以下の類別を行なった。

杯蓋　　蓋A：丸みを帯びた天井部を呈するもの。

蓋B：平坦な天井部を呈するもの。

蓋C：天井部中央につまみを付すもの。（扁平・宝珠形）

杯身　　杯A：口緑部内側に立上りを有するもの。（丸底・平底）

杯B：底部屈曲部の内側に高台を有するもの。

杯C：平底を呈するもの。（底部未調整・回転糸切り）

※5　須恵器は調整手法の特徴により概ね以下の分類が出来たが、記号は末記入である。

a：へラ切り離しの後、未調整。

b：器高の1／2程度、へラケズリを行なう。

C：屈曲部のみへラケズリを行なう。

d：中央部と屈曲部のみへラケズリを行なう。

e：静止へラケズリを行なう。

f：全面にロクロナデを行なう。

※6　備考欄には、以下の項目を記載している。

（彰：胎　土

精良な胎土……砂粒を含まず、精練された滑らかな胎土

精緻な胎土……1mm以下の砂粒を含む胎土

細砂を含む……1～2mmの砂粒を含む胎土

砂粒を含む……2～3mmの砂粒を含む胎土

砂礫を含む……4mm以下の砂粒を含む胎土

②：焼　成

堅　緻……堅くて撤密な焼成　　　　軟　質……やや不良な焼成

やや軟……良好な焼成　　　　　　　甘　い……不良な焼成（生焼け）

③：色　調……主として外面の色調を示すが、内外面が異なる場合、（外）・（内）で表示した。

色名は、基本的には「農林水産省農林水産技術会議事務局監修」の新版標準土

色帖に従っている。

※7　取り上げ番号を表示し、破片が多数となる場合は主となるものを示している。
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ふ　り　が な

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コ　ー　 ド

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

やまのうえとおりやま
山ノ上通山

こうげちよう
郡家町 31321 350 1340 1991．11．01 延べ 町営工場団

いせき遺跡 おおあざくちやま大字口山 26′ 17′ ～ 7400Iが 地造成事業

のうえ
ノ上
あざとおりやま
字通 山

8〝 17〝 1996．03．31 に伴う調査

所収遺跡名 種　 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山ノ上道山 集落跡 古墳時代前期 掘立柱建物 11 土師器 山ノ上32号墳よ
遺跡 古墳 中期 柵列　　　　 7 須恵器 り初期須恵器の
須恵器窯 後期 溝状遺構　 11 製塩土器 樽型魅の出土を
窯状遺構 奈良時代 古墳　　　 12

須恵器窯　　 2

窯状遺構　　 5
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